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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SUMMARY

　　　Th…bw・y　i・T・ky・has　been・pe・・ti・g・1・th・li・・b・twee・A・ak・sa　and　Shib・y・・、ily，。xtendi。9

°ve「　14・3　kil°met・・s・A　nexv　line・　h・wev・・，　b・twee・lk・b・ku・・and　O・ha・・mi・u．6．6　kil・meter・apa，t，

ha・been・dd・d　t・it・・w・The・・w　li・・h・・been　c・・st・u・t・d　based・・the　best　techniq。e　i。　th。．ailw。y

engineering　of　the　contemporary　world．　Of　all　the　high　Iights　electric　equil）ment　and　air　brakes　for

new　thirty　cars　are　the　pro（hlcts　of　our　company、　which　were　bllilt　exactly　aft．el’the　specification　of

new　ca「s　i・N・w　Y・・k　S・bw・y・e・vice．　Ad・pti…　f　Typ・WN　d・i・il・9・q・iplllellt　a・cl　Typ。　SMEE

brakes　in　a　large　scale　to　electric　cars　is　a　matter　of　epoch－makillg　in　Jap2田．

　　　This　number　g｛ves　all　Elc．c．ount　of　these　new　cars　together　with　substations，　electrical　works　and

civil　engineering　wo1・ks　of　this　llew　line．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　co］ltents　are　as　foll（，ws：

★On　the　Eve　of　Completion　of　New　Line　between　Ikebukuro　and（．〕chanomizu．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Seis　hu　SUZUKI

★New　Line　Pl・oject　of　Sllbway．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y∩shitane　HrGASHI

★Carbody　and　Truck　of　New　Line．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Keizo　UDAGAWA

★Outline　of　Electrical　Works∩f　New　Line。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yoshimi　SHIRAI

★Civil　Engineering　W∩rk　of　New　Line．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yoshinobu　IWAMA

★Opening　of　New　Line　of　the　Metropolitan　High　Speecl　TI’affic．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mitsuyoshi　HIROTA

★Latest　Development　of　Electric　Cars　ir1　America．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Shinichi　MATSUDA

★Type　MB－1447　Electric　Railway　Motors　and　Type　WN　Driving　Equipment．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hisakazu　SATO

★Type　ABFM　Controllers．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Seiichi　OGAWA

★Type　SMEE　Braking　Devices，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　YOshitoshi　sONE

★No　Fuse　Circuit　B1’eakers　fりr　Electi・ic　Cars、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Shigeru　TAK－AMr

★New　Otsuka　lgnitron　Sllbstεltion．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kenza．　buro　KOI

★Falldelia　for　Electric　Cars．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Masaharu　TSUGE

★Motor　Generators　for　Electric　Cars．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kenji　KOMATSU

★Door　Operating　Mechanism．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Keinosuke　SUGATA
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池袋 お茶の水間新線建設工事完成を前にして

帝都高速度交通営団　総裁

鈴　木　清　秀

On　the　Eve　of（】ompletion　of　New　I」ine　between

Ikebukuro　and　Ochanomizu

Seishu　SUZUKL

Teito　Rapid　Transit　Allthority

　帝都商速度交通営1川‡，12JI　1くを＃、て都民侍望の池袋

一
お茶の水間新線建設illllを完成せんとしている．帝都

における地ト鉄道の開設は，」Eに十数年以来のことてあ

る，

　今，都内にかける民間の高速鉄道建設計1｛liの跡を振り

返ってみるのに，明治39｛卜川ilく桃介氏等が14ミ京地・！ぐ電

気鉄道株式会社を、設⊥1’：して，品III一浅」∵川nか1：ひ銀序

新宿聞に地ド鉄迫を建設Lkうとしたのが最初である．

これに続いて雨宮敬次郎氏等が日本高架電気鉄道株工C会

社を起して品川一南千住問および新宿一本所松代町三丁

目問に高架鉄道を建設する計画を樹てた．しかしながら，

これらはいずれも免許されるに至らずして単なる計画に

終ったのである．

　都内に地下鉄道敷設の免許を最初に得たのは，それよ

りff．Jlを経た大」E8年末，　lll・川徳次氏首の計lilliによるi」↓

京地下鉄道株式会祉で，III川十浅草川．一］　’一よび中：坂町一南

f住問に係わるものであつた．翌9年には，武蔵電気鉄

道株式会社（東急の前身）が上日黒一有楽町問．東京i高速

鉄道株式会社（小旧急の｜liJ身）発起人利光鶴松氏等が新宿

一
日比谷一大塚同，東京鉄道株式会社（三井系）発起人

飯田義一氏等が目黒一押上間，池袋一洲崎同および巣鴨

一万世橋間を，それぞれ免許せられた．しかしながら東

京地下鉄道株式会社以外は，いずれも着工にも致らずし

て失敗に帰したのである．

　東京地F鉄道株式会社は，地ド鉄道の先覚者たる早川

徳次氏の熱意とllf’i心のドに浅1∵∫：一一ヒ野間を大正14年9

月に着1：し，昭和2年12月これを完成した．これがわ

が国地ド鉄道開通の｜嵩矢である．同会社は，その後逐次

工を進めて新橋まで全線8kmを開通したのてあるが，

着一1：以来9年のHjiを要している．この地ド鉄道の開設

は，都巾交通政策一Lまことに当を得たメjのであったが，

同会社は新橋までの開通に全資力をつくしたので，これ

以1－．の建設を進めることが困難となり，lluit）II一新橋間

5kln余は，別に｝1（浜電気鉄道株式会VLと提携して；；（浜

地ド鉄道株式会社を設、㌧，1－，こli’1に譲渡Lたのである．

しかLこの新設会社も何等なすところがなか一，た．

　・り，東京巾は，大IE　14年5月都市言「1両高速度交通

機関路線網の目黒　南．臼ヒ問，渋谷一巣鴨間，新宿一大

塚間および池袋一洲崎問の4路線65km余に亘る地下

鉄道敷設の免許を得たのであるが，財政上等の関係より

長年の問これを実現し得ず，昭和7年10月に至って，

その一イll；たる渋谷一東京駅問および新宿一築地間15　km

余を東京高速度鉄道株式会社に譲渡したのである．この

会社は，大倉系により計画され五島慶太氏が実際ヒの衝

にあたり，渋谷一新橋間5km余を開通し，前記東京地

ド鉄道株式会社と車両の相1「！t’i：通運転をなしたのは，昭

和14年9月であった．同会社もまた，新橋までの粥通後

は，他の建設工事を容易に遂行し得ない状態にあった．

　およそ地一ド鉄道の建設は，こ0）ように困難なものであ

る．都内における地下鉄道の建設計両が以上のように，

4主体に分割せられ，渋谷一新橋一浅1∵・：間の開通をみた

のみで，いずれも資金的の行詰りを上じ，しかも都内の

交通状態は，地下鉄道の建設拡充を最も必要とするので，

政府は，これに対処するため公共的なる特殊法人を設立

して当らしめるのがよいとして，帝都高速度交通営団法

を制定し，昭和］6年7Jj交通営団が設、ン：せられたので

ある．

　交通営団は，設立後都内地ド鉄道の閉茱線」3よび免許

（477）3



線の全部を買収し，その整備拡充に当ったのであるが，

設立後程なく突発した太’i《洋戦争の激1ヒにfl三い，一一部着

f：した新線建設工1｝部政¢1・の勧奨もあって川止するのや

むなきに至った．

　終戦後は，戦時中荒廃した施設，申：両の復旧改善がま

ず第．’で，路面交通機関の復旧に先だち回復せしめ，さ

らに施設の改善，車両の増備をり：い，経営基磐を強固に

した・かくLて昭和24｛「には，経済界の安定も得らZL

る見込みとな・、たのて，ここに交通営団は，乏の設立使

命たる新線建設を実施ナることとし，建設費総額53億

余円をもって，最も有効適切と認める池袋線の建設に着

f・したのである．しかして今回21卜有余にして完成せん

とする池袋　お茶の・iミ間6．6kmは，戦災復興院におい

て改訂した都瓶汁画高1虫鉄道網第四膓」線（，＊ll宿一H比谷

． 東京駅　池袋）の部にあたり，さらにり1続き東京駅，

銀座JJ’面に延長じ市を行う予定とLている．

　近時，都内路面交通は，自動中二の急激なる回復膓§展に

1：り円滑を欠き，地ド鉄道建設拡張の要はますます痛感

ti’られるところである．さりながら地ド鉄道の建設には

巨額の資金を必要とし、建設後の運営は，その巨額なる

資金の重圧により誠に容易ならざるものがある．交通営

団は，今回の新線建設にあたり幸い政府より多額の財政

資金を融資せられ，また交通営団のf訓」による民［i｜肢通

債券の応募もそのつど予定額を超過するの艮好な成績

で，終戦後他に類例なき大工事を完成することができる

のである．

　この尺工事をさらに意義あらしめるために，交通営団

は，新線に運転する弓亙両において近代化を図り，他の電

鉄に魁けて・新機軸を招1こととL．’」型高速度電動機

を採用L，かつ特殊懸架ゲ法にょりまた制御装置も三這気

制動も併用し得るL乏新式のものとしたのである．これら

は，わが国電鉄「ll業において全く最初の試みであって，

やがては国鉄電中：を初め郊タ十電鉄の中：両にも革命を箇す

ものであると信ずる．

　交通営団は，新線の完成を迎え，その使命の屯かつ大

なるを深くちえ，都内地ド鉄道網の完遂を図り，以って

都民の交通の便益増進に遇進せんとするものである．

4｛478） 」．
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帝都高速度交通営団　理事

東 義 胤

New　I」ine　Project　of　Subway

Yoshitane　HIGASHI

Teito　Rapid　Transit　Authority

　第2次ノく戦後川界芥都市の高1虫度交通機関は種々の面

で新しい1揖浜に直面した．例えばその機構はほとんどが

Public　Authorityすなわち公有公営の形態にあった．

僅かにマドリソドと一1fラデ・しフfアが会社として経営

している，＝ユーヨーケだけが山運転局で運営されてい

たが，終にユ953年6月　New　York　Citv　Transit

Authorityと移り変った．

　東京の地ド鉄も終戦後儲ES高速度交通営団法の改［］三で

海外都市のそれと同形態になった．これは外国諸市のま

ねをしたのではたかったが同じ結果になったのである．

この企業を遂l」：ti’るに謙llが杉えても一藩適当で！∬〔理がな

く，またこの形態でないと充分にこの公益」h：業の日的に

沿い難いからである．

　海外諸都市の地饅ハ1は現今赤字経営で運輸収入で営業

費を支払い兼ね、ニューヨーク地ド鉄の如きはその最も

甚しいf列で収人は営業費の915％にLか達Lない．建

設費の干1廿やノ亡舗て還等は思い8汲ばぬ］k態である．

（1953イ1．71iから10　fl［｜の｝重賃をユ5仙にした、ただ

目ヒ界ユ8都巾叩東ノ1（、ノミ阪．∵トリツド，シカーゴは黒字

である（シヵコは20仙である）．　このような現況なの

で地下鉄の延長1二事は戦1〕ilあるいは，戦時中に着τされ

て未完成であったものを戦後再建して、開通させたのに

止まっている状況である．

　大阪地ード鉄は戦前1こ工事を施行した部分もあるが．天

：1．1寺一西田辺川32klnを昭和271FユO　JIに開通した

のは誠に1司慶の至りである．

　東京地下鉄は昭和26年3月30［1に市tして，明29

年ユ月中旬池袋　お茶の水間を開通の運びとなるが，こ

れは各方面の多大のご援助のお蔭である．

　現在，東京都の郊外から都内に人っているユ1の郊外

電中：線は，国鉄川r・Skを終点とLてi’；　i）　i山手＄泉の内側

の高速度路線としては，国鉄中りこ線と浅草一渋γミ問の地

ド鉄があるばかりで，山手、中央両線の負担は1と挿：であ

り、輸送力はすでに1沢界に達しているので，この交通ヒ

の欠陥を解決し，都心への輸送難を打Ul］するために，池

袋　身uil　新宿を相三ミ第四㌢路線のうち，まず池袋から

川］：した．これは終削隻後の計画当時，川手線各駅の釆降

客を調査したら渋谷，新宿等は戦前の122％　にkljし池

袋はユ50P∩　に達L，また山「：線は池袋一田立㍑問が乗中：

効率が最人であったので，池袋から着llした次第’ごあろ．

この地ド鉄新級によって．池袋附近の混矧；を緩和し，都

心への通勤，通学の時川を短看1：江，能率を酌進して，都

民の便益に資そうとすうものであった．

　その設備概要は次のとおりである．池袋一お茶の水間

66km焙附は複絢和｛多燧道であo、一部は］也勢の関

係で地ヒ線で堀割元Vあるいは高架式になっているが，も

ちろん，道路とはir：体交叉になっている．軌問1．4351n，

軌条50kgであり，最少曲線’II径160mで渋谷　浅苧’

間の現在線は90mであるので，これに比較すると遥か

に改良された訳である．勾配は最急33％，直流6’）O　v，

第3軌条式である’5・は現在線と同様である．停中：場はほ

とんどM・Bが1川llll・厭降場であり，長さ18nユW〔両の

4両雨成の列車が停iヒし得る，；1うにso　mの釆降場を設

備し，将来6両編成の列車が停中：し得フ膓ように設計した

のである．信号設備は自動停止装置を有する三位式日動

信号が・1＼部分であるが急勾配と，分岐の転輪器の防」護に

は五位式の信号機を設置して最同度の安全度を保有せし

めることとした．線路容量はユ20秒間隔で列車が運転で

（479）5



きるように信号は設備した．連動装置ならびに列車停tE

装置は16空式を採用した．変電所は3箇所で6，500kW

を設備した．車両は差当たり30両で令鋼製不燃車で

18m，従来のものより大型となった．こ」’iら機器類は全

部従来わが国ではまだ採用されなかった最新式の寸，のて

ある．（詳細は宇田川課長の述べる新車の記事参照）

　これにより朝夕3．5分，昼間4分間隔の迎li返をする

池袋一お茶の水間の所要時分は11，5分である．

　この計画の基礎は昭和24fi口21－1であったので，朝

鮮事変の影響で諸物価は著しく値上りした．このために

たとえば頭初はお茶の水駅の如きも，国鉄お茶の水の駅

の真下に工事する計画を，別の反kJ側東劇矢董噛科人学

の側に変更して工費の節約をしたり，あるいは総経費的

のものを節約する等努めて圧縮したが，終に頭初予算：の

29％増にせざるを得なくなった．概算を申上げると（百

万円単位）

用地費

土木費

建物費

軌道費

電気費

車両費

電中：庫費

機械器具費

総係費

389

2，641

155

230

581

923

　］4

　ユ4

　320

で約5，267百万li］になり1km当た1，の建設費は約8億

円となった次第である．

　この資金は，25年度対「1援助見返資K2250百万円を

始めとして，資金運川部資金合計3，300rf万円，交通債

券にょろ約1，400百万円ならびに増資260百万Fリ等｝こ

よったのである．幸にも今回開通の運びになったが，こ

れは政府を始め関係各官庁ならびに来京都庁のご援助に

よることはもちろんであるが，・1二事関係各会社の絶大な

る努力とご援助によるものであって，この点，わオLわカ

は非常に感謝している次第である．

附記
　なぜこのような車両を選んだか．

　楓鉄・国鉄を通1．て，鉄道1ト：両のr耐用fl・収は相当に長

いものであるが，現ドの実情は建設費の高価のためにそ

の年数以上を使川せざるを得なくなっている．海外でメ、

同様で，シカゴの如きは高架・地ド線とも1947年には

’1’i均中：齢が47年にな一）ていた．

6（480）

　ノ渡の新線ても相当長く1酬1されることと思わざるを

得ない．

海外の各地にあブ（は1947；1似後新Lい・抑llが｛釧J

し始められているが，これらσ）中：両を調べてみると、長

年調杏研究した結果生れたもので，　・朝・夕にしてでき

たものではない．しかも両数においてほ，ニューヨーケ

地ド鉄が使用し始めた760両が世界最人であり，これと

同じ機器をストックホ・しムの地ド鉄が260両発注し，現

在ナてに使刷している．欧州で8，各国にそれぞれ新しい

ものがあるにかかわらず，ストッf・ホ・しムから米国に発

注したものである．西1はストッンホ・しムでも相当調査

の結果，意を決して発注したのであった．

　／ト度の池袋　お茶水間の建築条規と中：両条規はとキ，

に，渋谷　浅1判削の現在線よりは大きくなっていて，共

通には使用しにくく，また新旧両線はお互に線路が接続

していないのて，この点からも車両の共用はできないの

である．

　前述のように相当の年数を経過［てメ）帝都の1：II央を走

る地ト鉄てあるから，あ土り占ほ1けたt、のでは困る．

　また新しいが故に故障続｛日した時は他から車両の応援

はイ・i，∫能である．国鉄湘南電中：の場合ならば電気機関車

て列中：を牽引して代行できたし，また近郊電鉄の特急車

の場合ならば，既存の車両て代川も可育旨であると思われ

る．

　／｝回の東京地ド鉄の場合はそのようなことはできない

し，結局充分に経験ずみの，しかも新しい車両を選択す

るほかに道がなかった．

　普通は製造会社からの推奨もあって，使用者がこれを

決定するのだが，今同の地ド鉄の場合は地ド鉄白身が研

究、調査し，また相r：の製造会社にも研1先をして貰って，

その結果決心したのが，川：界中で最大両数を使川ずみの

ニューヨーク地ド鉄新車両となった理てある．

　恒・その製造会社であるW目：と三菱電機会目：は技術

的提携もできているので，今回地一ド鉄の新車が生れるこ

とになったのである．

　なお，正直なところ，そう地ド鉄で決心して発注Lた

ものの未だ心配はLていたが，咋午交通営団総裁と　・緒

に海外視察を1．た際，W社にもまたニパーヨーケ地ド

鉄に」、臼⇒、て，その保守1ゴ）点を先；　5に聞いたところ，

両者とも自信を以って在来のものより遥かに楽て安心（’

あり，経費も安いと聞いて人いに安心した．

　これで心配σ）’卜分は解消したがt開通した暁には残i）

の心配も解消一」1ると思っている．
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帝都高速度交通営団　車両課長

宇田川錐造

Carbody　and　Truck　of　New　Line

Keizo　UDAGAWA．

Teito　Rapid　Transit　Authority

1．ま　え　が　き

　帝都高速度交通営【」1では昭和26年3月池袋から都心

に向って新線建設に着手し，江湖の協力を得て昭和　28

年12月／ミにはお茶の水まで開通の運びとなった．

　東京の地ド鉄は昭和2｛ドにヒ野一一浅・∵・：問が1剤通し逐次

延長して渋谷一浅1∵1：間が完i，kしたのであるが，これはわ

か国における地ド鉄の試作の域を出ないものであったと

考えられる．今度の新線は将来の東京地ド鉄網全体に景多

響ある基本型ともなり得るから．各部門と8，充分将来を

考慮して建設に着f：した．

　本線は従来の渋谷一浅草線とは全く運転系統を異にし，

相互に釆り人れすることを考慮されることはないから，

高性能を持ち今後20年．30年後｝こおいてもなお見劣り

のない足並の揃った電巾を製作することになった．

　この電車の設計にあたっては従来の堅牢第・主義であ

ること．隆道の断面積を最も経

済的に利用すること，ならびに

地ドであるための不快を低める

こと等に努力することはもちろ

んであるが，とくに従来の電小：

に比べ安全度の向L，加速度制

動度の川滑1ヒ，照明度の増加，

騒音の防止，采心地の向ヒ等に

ついては一層努力LSMEE型

竃磁空気制動方式，WN駆動
ノ」式等を始め，各部門に亘って

革新的な新機軸を取り人れてあ

る．機器部門の詳細は別に述べ

られるがいま車体台車についてのあらましを述べる．

2．車体（1，2図参照）

　車体は従来の電車よりも一層高度の全鋼製であり，不

燃性であるとともに絶対安全な強度を保持せしめ，かつ

軽量であるように努めた．その概要は次のとおりである．

連結器面間の距離

車体外部の寸法

台車中心間の距離

車体外側の幅

車体外部の高さ

軌道面より屋根i二までの高さ

定員

18．000m

17．500m

12．000m

2．790m

2．610　m

3．500m

　140人
　台伜の車端衝撃力を51〕トン以上として端染，中央染，

側架をともに15⑪×75＞く65mmの溝型鋼を1三体としてそ

の他は概ね厚さ6mmのプレス鋼で組立て，全溶接を用

　　　　　　1図　丸ノ内線新造電車一車体

Fig．　1．　Out］ine　of　new　ear　budy　fer　Tekyo　Subway　new］ine．

｛481）7



　　　　　　　　　2図　：縄　　体

　　　Fig．2．　F’ranic・arranふe1〕・em・r　car　b・）dy

い台枠，柱ともできるだけ重妓軽減のため穴を明け帯篤’

も合理的範囲で細くした．銅体用の各部材判はまず機；7g

の位置に従ってその配置を決めた．すなわち中央架に制

御器，空気圧縮装置，電動発電機等・「《㍑の大きL・・〉機器を

負わせて側梨の負担仙：世を軽減せしめ，かつ従来これら

の機器に対する釣掛川の金只を減じあるいは廃止して直

接中りど梨に取付けeフれるようにじ夫し，またプレス鋼の

柱は細く数を増した碓本ならびに横襯とともに・体の結

構として剛性を．’層ノ＼ならしめた．なお外飯には3．2mm，

屋根および床ドにそれぞILユ．6mmの銅板を張りつめ

た．以ヒの鋼体の件け料ぱ特殊なV，のは使わないですべ

て普通銅材である．

　　　　　　3図　床ド機器配置

Fig，3．　Apparatus　arrallgemem　of　ui’ider　fiour．

8（482）

　1｝〔体内外部の見ト『けはなるべく’ド滑に単純化し車体の

明るさと保守を容易ならしめる構造とした、車体外部は

屋根上まで赤（スカーレットメジアム）一’色とし，窓ドに

幅40mmの白帯を入れそのなかに25　mm幅の緩いi［

弦波を相対的に2条組ムせた仁様を不錆鋼で画き，燧道

内でも外部でも異色ある感覚を持たせることに努めた．

客室の内部は大月：に白色を，側面には淡紅色をともにミ

ラミン系樹脂塗料を以てifs　0ヒげるほかは他の色彩は施

さないこととした．

　釆客の釆降の際混雑を緩和するためili人口を幅1．300

mとい1し側片面3飾」斤の引戸は抵抗の少ない保守容易

な特殊な吊掛け方式による両聞き引戸を4箇のjf締装置

によって操作させる．側面窓は強度の許す範囲で最大と

し，かつηソスの経済的寸法を杉慮して幅770mmに，

窓枠は細くして上ド2段とし⊥窓は降ド式とするが，暑

気甚しい時はド窓も若干揚げ得る構造とした．車端の両

端腰部には100W前照燈と30W（予備10W）の尾
燈を一体に収めた高伺な燈見を左右1・C2箇を，また両端

ヒ部には長方形のノ∫向幕とその左右に方向標識燈を収め

た燈具が取付けられて，色別とともに列IPの行くノノ向を

知ることがてきる．

　運転室は半室で両tP端対角線上の隅に，またこれに相

接して車掌室がある．この巾掌室は必要のない時はか易

　　4図　運　転　室

Fig．4．　Motorman，s　room．
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5図　車体内　部
Fig頃　5．　　　II、1cri（）r　of　L・〈1r

に新り畳まれてIE客の収容りを増すもので．既設の当営

団独特のものにさらに改具を加えた．K月：中央線1川寸1‖；

に約O．5H．P．の送風機6台を装置して，座っている乗客

へも毎秒2．5mの微瓶［を中外から取りへjl，窓を締山っ

ていても適当の換気ができる　この空気取人日のため屋

根は：i5．：となり，見掛けかモニタ型の｝：うな状態となっ

た．送風機の両側には乳白色のアクリ・し酸樹脂系のシ・n

一 トで蔽われた4｛｝W白色螢）t燈を・直線に合計22本

配列し，運転室あるいは中：掌室の開閉寵から翁連結El｛両

の　イ；・1点滅がit！iil’（’，これによる室内照明は’ド均：SOO　IX

となるが眩度は低い．長手座席は鋼枠にはねとtxア1・ッ

クぴ）配列に新．1式L、そのトに優1推な紫色霜降の化繊製

（ビニtlン）一ピノットを弓上《り，濃ilf色特殊練物の床と均

衡を保たせて客室全体の調和を保たしめた．

3．台車　（6，7図参照）

　電中：の防振防音と頂埴の軽減には台車に負うところが

多く，とくに地ド鉄と騒音とは一種の宿命であるとさえ

いわれているが，これらの解決には．’層の努力を払った・

Lかしながら地ド鉄ではコンクリート道床を無視するわ

けにもゆかないので，剛性には充分杉慮して台車枠は端

促を廃したH型一・体鋳鋼製とし，制動機構を極度に減

じまたは廃止した．なお一層の｜蝕tの軽減と制動効果の

増ノミ等に関しては期日の関係一ヒ後Hにt言套ることとした．

この台車の概要は次のとおりである．

軌問

軸距

心川1荷重（空中：時）

最k長
最大幅（台枠）

中1輪直径

1，435mm

2，300mm

　12．7t

4，500mm

2，140mm

　860mln

　4く台車は軸ばねとして中：軸箱の左右に直径122mm

の輪はねと，台枠一Lに幅100　mm　8　十’sc重ねの板ばねを以

て台枠を文え，揺枕はねは直径181mm二重輪ばね2

剖と直径220mmの：1重ばねを揺枕の左右に配し，か

つこの内ノ∫の大形輪ばねの中心にオイルダンパを装置す

るとともに各ばね座，揺枕側面，歯車箱受等に可及的多

ni

　　　　　　6図　池袋線新造電車一台車
Flg．6．　Outline　of　Ilew　car　track　for　Tokyo　Sabway　new　line．

東泉地ド鉄新竃車の車体と台車・宇田川 ↓483）g



く尺然硬9tコム（硬度55～60）を附り［1し二高II㌔］波振動

を除（ことに〆めた．軸箱守｛『］板横※摺板、揺iごt摺板η

には什綿練物（耐摩牟イ）を用い摩ほによる間隙のJW〈を忌

避した．駆動装置は申1∫如こメ、線路にも好影響のある’ド臼：

自在駆動式によるいわゆ”WN駆動、り」tを採円した．

これにkるとピ電動機は中：軸には直‡妾関係なく台車枠横

※に直接に取付けられ．自在歯中：抜r；を介1，て一体鋳銅

の内包型歯1巨箱に収めら才1た減速歯［IL艮置に迎絡してWi

軸を駆動すフ型式一こある．この自在歯中：接「二は1涌｛II：負

12　mm，屈1111度11度の変1ヒに応じらi’Lる．1三電動機は

高速度電動機であろからこの歯中：」・ヒはユ7：123（7．235）

DPは5．25となる，

　中軸は円筒型11師liの9十1〔紐川延鋼Pl：｝ll哲1輪・ぽ嵌U

た12トン軸で　ll｝lll当たり2筒複列に球面ころ軸受を装i；’1

した．制動装置は一liとLてつねに電気制動を使明するの

てあるが，動力源を異に寸る中：輪抱合せ制動ノ∫式にkっ

て空気制動のみても充分磁1実な制動効果が得られる，kう

に6fンチ制動筒を各可｜：W艀亘に1箇一ずつ，すなわち1台

中：に4箇を装置した．これがた、’瑞IJ動機構もきli，うて1】『」

略せられたので19！：はの軽減と騒1’？発生の減少に効果があ

る．

　なお］．〈台中：にはつねに軌追面ピ芋問1；f，1を保ち得るユ：う

に各軸距に電気絶縁処山を施した堅ポの梁を渡し．その

中！1こに第二三軌条から600V電源を渠電する集電・靴と［・∫

溶器を，また運転室ドノノの軸‡「眠部に自動列il｛停止装置

が装備してある．

4．む　す　び

klE’中：はこのたびのi也袋　力茶のk川だ川一〔は充C♪．f＞

7図　台d［装架・っ．｛三冠動機並にWN駆動生、置

F’　ig．7．　Traction　m（）tOr　an（い’WN”（lriving

　　　　mech三miSm　Ull　truck．

裕のある十’㍗ヒL’有しているが，将来線を充；い5慮の糸、［漂

困U工犠牲を㌦1己服して30両製作した．これは現在線

（渋谷一浅∫卜」dD　に使用中の庵中：とは根本的に異った性

能を持っているので，同・線に混IIJすることを避けなけ

れはならないが，末だわがrl：1の製作剤使川川、経験の

なバのであつたから川i幌の；じ巾こ近いものを別途製

作して池袋線逆転llll始準備の一環として，去ア6「1かCノ

現在線て試運転川であるがすべてにおいて概ね所期の「1

的を達Lている，

　これによジ実測の結果，従来中：に比べて鋼体のみで23

％のd領軽減力1でき，また台中：の11ド動は50　，％以ド

に，左右動は60％以ド1こ減少L，またビ・ノリ振動はほ

とんど現われない等箸しく改；辱の結果をみることができ

る．

10（484） 三菱竃機・Vol．27　N〔｝．12・1953
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の di唱 橿気
≡ル
fi又 備 概 要

帝都高速度交通営団　電務課長

白　井　好　巳

Outline　of　Electrical　Works　of　New　Line

Yoghimi　SIIIRAI

Teit∩Rt　pid　Traエlsit　Authorit｝’

　伺湶の壱気i．J’式は［ミ！［設線と同様直ffil　600V第三軌条式

てあって1＼体変わi｝がないが，細部の点は永午の保守の

経験を生かして改良し簡素化につとめ止設費の軽減を図

一一 tた．

　所要電ノ］は列中：の；主転計画を当分のIM一」3両3G＞間隔と

して3，300kWとなるので、変電所は既設神L［］変1E’所に

」エ芝製エ000kW・：1．・F｝イトllン型鉄｝製氷冷式単極水銀

整流呂1台を川設するilか．池袋の近くに新・た塚変電所

を新1泣し，．一：菱製1，500kW　fグナィ　i．　lfン型鉄製fiミ冷

式単極」く銀整流li：U台，後楽園スポー一ツセンタ1肘近の高

架橋J）ドに後楽国変電所を漸設して、日、‘・1製1，5t．）OkW

多極鉄製］（銀整流器2台を施設するこtにLた．後楽園

変電所はこジ）線路の［1変氾所とし1；付帯川屯力の高！ll配

電に500kVA　lミt相変圧器3台を，1左ける．なお将来各変

電所にはおの，t）の，1’（銀整流器1台を｝曽設するほか，新」＼

塚変電所は後楽園より遠隔制街1する計1山｜である．

　電力は東tll電1川白変電所より　221＜V　1回線を以て

｝JW塚変電所二　’括；旨時受電L，後楽園変電所とゾ）川に

221｛V60　mm23心lllj蝕耐震型」，．一．ノ・しの連絡送電線1

川線を布設するほか，電りの安合確保のため後楽園変氾

所には〕㌢備電源として，更痴じノコ小li川変lti所〔りなお

1川線受電することにする，

　屯中：線に川：流　6C）oV　第．三軌条式なOで給電線には

500mlが　ttvil．’しン．’一．ノ’tしを使川L、その距離い

変電所近1の万：軌条に接続一Sえ、のて．いずれも孜十t

一 ト・しを出ない．

　給電り式は隣接変電所との併列運転，事故吋の速時遮

断の長所を｛∫するπ　リ式とす幽る．

　第：軌条は：fi：通鋼付1：り導電率の2倍メ、ある導軌条を

使川L，腐．蝕を減ずぞ）ために約0．25　．9　，iの銅をその成分

に加えた．

　型は成IIllll加r．に容易なPS型とL，その単位爪：硅は

5Ukg’mである．接続ぱ寸べてアーケ溶接とし．その・

連長は地⊥500m，隆道内は］，ooo　mとし、その間に

は簡易化した膨脹継手を設けろ．

　なお隣接変IE’所のほほ㌦11問の第’1軌条にぱ〕き隔制御式

区分間閉器をlll乏1十t後楽園変電所より制御てきるkう計

1川した▽

　高圧配電線は3．3kV　30　mm23心のケ川・ブし＞」

一一 ス鉛被1・一一－カしを，1こ区間を通じ2回線一ヒード線別の｝・

ブノ内に布設する．負荷は各駅に設け’）れた変電宝で各

高圧同路に均等さ2「L，いずれ享、他の同路にL；」」換えられ．る

構造とするが，排つく六ンプilj，駅の非常僚信号川電il東等

のIfi：要負荷は，その同路の1’・：iT：電のときド働的に旭の回路

にLリ〔宇える’施1没とする．

　低圧電線路は縫道τE燈川路，排ノlvホンプ「11路おllび信

号妖圧川路であるが，燧道内は電燈川路を両側ξ151，その

他を中央柱に架1設し．地ヒ部は線路の片但llに一tン’sり一

ト．1ニーノしを建て一・括架設する．

　変圧器は10～30kVAの容品：！L、いず］［f、．輪般に使

川される柱ヒ変圧鰭とする．

　排Jl（ポンフ室は過去の川い経験に錨互常時3台，臨時

にユ台増設L｛1，？る］∠，〈さとし、溜桝は湧ノkの流ぺ［1を2箇

所設け，i流ぺ口には沈砂池を置き［lil守を容易にLた方

ホン　ノは10H．P．ボー一∵1・一’L型全ド1動i聞御ノ∫」Vを↓和目

する．

　ll要駅の電燈設佃1二螢光矯による最も近代的な建築1ヒ

照川を施し，そゾ）池の駅は取敢えず1’1熱燈照川とした．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日Ssl　ll



燧道内は一ヒド線別に200V　1相3線式の配1｛［をし，動

力用を兼ねた電燈回路を設けて施設費の節減を図った．

　信号機の種類は三位色燈式とし，停止，注意，進行の

三現示方式である．自動閉塞信号機の制御り式は全屯複

式を採用し，信号機相互問に制御線3条を布設するノJ式

とする．自動信号機にはすべて竃空式封1ご型の自動列｝lil

停止装置を設備する．連動装置は池袋，清水谷，お茶の

水に設け，その種類は第一・種継竃（電空）連動装置とし，

継電連動機の方式は進路てこ式とする．転轍機の動i’1三ノ」

式は保存の容易な電空式を採用し，割川事故を直ちに杉ミ

出することができるようにポでントデテクタ付のものを

使用する．なお池袋，お茶のつく等の終端駅には人件費節

約のため自動連動装置を設ける．空気圧縮設備は池袋と

車庫附近に設け，常時全線を2分して送電する方式であ

る。機械は空冷式3気筒2段圧縮式，容ltt毎分1，370］」

ットノし，常用気圧4kgである．電動機は7．5　H．P．三相

誘動電動機と7．5H．P．直流複巻電動機の2種類を各ユ台

使嗣し，気圧の変化により自動的に起動または停止する

装置とする．気送管は内径38mmの高ll．〃1ス管を鉄道

線路に添い露川配管をする．

　通信設備としてはその亜要性に鑑み鉄道電話，屯気保

安電話，jl』転司令電話，非常電話お・よびll〔庫出人打合せ

電話の5種類とし，その他局線電話を各現場il∫要事務所

に施設する．非常電話は16故その他緊急の場合に列中：躯

務員が運転n怜所との打合せに使用するもので，釆務員

が燧道側壁に架設した非常電話線に携帯1E話を掛けると

自動的に連転司令所に概ねその位置を示し通lr舌できる装

置である．

　なお600Vの緊急停電を必‘要とするときは．運転室か

ら直接変lti一所に停近警報を発趾できる装置を現営茱線と

同様設ける計1山iである．通信線路はJl常電話．保安，起話

を除いて”一ゾ・しとし，50対または30対の’・　v　v　L．t［

ンシースの鉛被テーソルを2回線上一ド線別にトラフ，　ま

たは電纏棚にr∬設し，非常竃話，保安電話回線は2．6mm

の裸銅線とL，非常屯話は隆道両1那伯こ，保安電話は中

央柱に架設’3一る．ただし地1二部は低圧近線8Wと同一”　）

y／i，1　一一・ド：・一’しにおのコt’）の1川線を架設する．

f2↓486，
≠ 菱1ξヨ：機．V《｝Ll♪7　N《），12・1953
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新 線 土 木 工 事 に つ い て

帝都高速度交通営団　1；錐計課長

岩　間　伸　義

（】ivil　Engineering　Works　of　New　Line

Nobuyoshi　IWAMA

Teito　Rapid　Transit　Authority

　池袋　お茶の・k川のPl線11　’is亡べ延長6．61qm　こある

f）1，　そび）　7　1巾1ヴ6ヨこ二1］プこる　4、8kln　カSLりil｝］∫V　llV」こk」：，

函l！i！¢茎道である．残りの1．8kmは地ll多の関係で地表に

出るのて，切取、盛土および鉄筋コンツリートの高※橋

とし，道路に対しては立体交叉を必要とすろのて橋涜を

加設した．

　地ド鉄道の隆道叩］式は，その口通する位置σ）深浅にk

って深部式と浅部式の2種に分類される．

　浅部式は普通路面の下に造るのてこれを路ド式ともい

い、構築はこれによく適合し最も経済的断i川である函型

ヒ　’1るのを普通とする．アズリカ、ドfツを始めll［1パの

ノぐドがこの路一ド式を採用しているが、この新線1：事もこ

の例に洩れなかった．今これに普通の川陪随芭のL法を

採用するとすれば，→被が少ないためJU月；のヒが緩みま

たは崩落するおそれがある，したがって地表浅く埋設さ

れた水道管，下水管，カス管およびt・　’一．ノ・し類の1二作物

を損傷し，また路面上の一般交通にも危険をYJI　9．るので，

普通は地表より土砂を掘さくし，地表は板張りをして交

通に支障をおよぼさないようにし，構築を完成してふた

たび埋め戻しをする切開式L二法が採られる．ハリーの地

ド鉄道が随道工法で撲型薩道を築造しているのは，地盤

がとくに良好なためではあるが，その経過する道路の川

設物をよく整理して施工を容易にしている点も軽視でき

ない．

　深部式を採用しているのはuンドン，モスソvである

が，他の都川でも地ll多地質の関｛系で局；「」i；的にこれを川い

ているところもちる．12ントンか深1”i－「1式を採川Lたjiiill1［

は．同地は地ド鉄発祥のヒ地てあったたぬ，’1］時都山の

内ll｛；に燧道を掘ることは破大荒の企てとして山民か〉，危

険視さ川，なおその街区が付」］則でカ・つ狭俗であつたの

て．この式を採らざるを得なかったということである．

この式はエしべ一μ，エスカし一タの設備を絶対的に必

以とするが，乗客の刊便は4、ちうん通風も簡単にできる

点からぱ，何といって《、浅甜式が有利である．建設費，

営茱費い也の條1’llが同…ならば浅部式の方が少額ですむ

利点がある．

　さてこの新線1二事に採）IJされたU」開式一11法とはどんな

ゴ，のであるか，以ド11旧を追って説明することにする．

　まず構築となる部分の両側に1型の⊥留鉄杭を1．7～2

mの川隔に打ち込むのであるが，これは掘さくの際．Lの

崩壊を防ぐユ1体となるものである．

　次に路面の交通に如；章を及ぼさないために路面覆工を

する．その順序はまず両側のヒ留鉄杭に桁受の金物を取

付け，そのEに路面の荷頂を受ける主体となる1型の鉄

桁を］．5m置きに架け渡し，さらにその、ヒに木桁を架

し，板張りをして一・般の交通に供する．

　路面覆工ができるといよいよ掘さくにかかるのである

が，地下にはいろいろの埋設物があるので，それを路面

受の鉄桁にがっちりと吊り込む必要がある．掘さくが進

むにしたがって1－1砂が崩れ川ないように土留鉄杭相互間

にヒ留の板を挿込み，また両側の上留鉄杭が押し出され

ないように，その間を径30cm程度の丸太で突張るの

である．

　掘さくの完了した部分は砂利を敷き，敷コンクリート

を施し防イ〈層を張り，側面には板張Dをして，これにモ

）tクノしを吹付け乾燥を川ってそのLに防水層を施すので

ある．防弓く層は麻侑と．元’スフ・rコLトを交（ylに貼り付け一1

・li：に仕ヒげたものてある．

（4871　｜3



　次に鉄筋コンクリートの函唱構築を底部，両側壁，頂

部と順次に仕上げてゆく．

　構築が完成すると路面受桁に吊り込んであった埋設物

を構築からがっちりと支持し．跡川をして，路面覆Lを

撤去し，ヒ留鉄杭を抜き取り．最後に路向鋪装を行って

1：’1［着丁・前の姿に戻すのである．

　巣鴨拘置所の一部および教育大学の前，本郷三丁ljの

民地のドを通る部分では家屋を仮りに他に曳き移した

り，居住しているまま仮受をしたりして施1：したが，こ

れら曳家の数は35戸，仮受家屋の数は！6戸にノ之んで

いる．

　今回の地ド鉄．1事で新しく試みられたものとしては．

前記の家屋ド受工法S，その一’つであるが，なオ）生一tンケ

リートの使用，：！ン7リート・ボンプの訓1獄特i記ずべ

きものであり，地一L線の掘さくを機械1ヒしたことも能率

増進に大いに役i二1二っていた．

　コンケリートを従来のように現場で練り混ぜること

は，沿道に迷惑をかけるばかりでなく，その材料i置場を

都内に求あるのに難点があり，その設備費も馬鹿になら

ず，練り混ぜも適正を期し難いうらみがある．ll場で正

確に計縫し所要の強度を保｝］1三するいわゆる生一，ン’・リ…

トは，これらの欠点を補って余りあるものというべきて

ある．

　また巣鴨拘置所その他二三の箇所では．　，ンクリー1・

打ちに困難な狭い箇所や足場の悪い所があ．、たの”（・’パ

イプでコンクリートを送り込むコンク］j一ト心ポンゾを

使用したがきわめて順調に施工することができた．その

容量は1時間に　10m3は確実であり，輸送距離もノ1・（

・i・：240m，乖直30mは可能である．

　地1：線は切取部分が多く．その1二ぱ130，〔｝｛｝0　mriを短

期間に処理するためには，掘さくの機械fヒを図ることが

得策である．ここには各種のフノしトー一ザ，ハワ・一ショベ

ltが併川され，とくに前者は90H．P．，14　t，後者は75H．P．

0）ものがよくその威力を発揮した．切開式の部分にも掘

さくを機械化できれば相当の能率をあけ得ると思われる

が，坑内には無数の支保工が存在して，こdLが利田を困

難にしている．わずかにスクし一パが採用されたにすぎ

14（　r488　’）

ない．将）k小型で強力な掘さく機の1’“現することを期待

してやまない．

　次には・軌道工事の概略を述べることにする．まず軌条

であるが，これはなるべく長尺のものを用い，その継fl

はできるだけ溶接するようにつとめた．すなわち半径

500m以上は25m，500m未満はその’1；：分に当たる

12．5m　のものを使用し，なおその溶接fヒを図って半径

8｛｝Omイこ満は2本継ぎ，8001n以上は3本継ぎとした．

道床は半径500m以上をコンクリート道床とし，それ

kり小さい’降官捌L条交換その他保守の閲系を編：し，

て砂利道床とLた．コン〃り一ト道床の区！川は］こ部縦枕

乍とじたが、これは他にあまり見られないものである．

また．’部に枕木なしの特殊部を設けたが，ト1・ントの地

ド鉄などですでに採用されているので，今後人いに期待

てきるt、のである．なお坑外および坑内の一’部に防音の

Fl的てゴムのタイプレートを用いた．

　停車場としては池袋，新大塚，清水谷　（仮称），後楽

園，本郷二丁口，お茶の水の6駅を置いた．このうち清

K谷、後楽園は地ヒの駅である．本郷ll’日の駅は民地

のドに位置するので，その一部を買収して本屋を地Lに

設置した．地ドの駅で中二階を持つのは池袋のみである

が、この駅は相対式ホームの仮駅として開業し、最も近

い‡弼（国鉄下に延f申して幅員12mの島式ホームの駅と

なる筈である．その他の駅はいずれも相対式のホームと

し，その幅員は新大塚の4．5m以外は6mにしている．

これは国鉄秋葉原駅総武肇泉ホームの幅員に近いものであ

る．池袋，か茶の水両駅のホームをタイル貼りとしたの

メ噺Lい試みの一つであるが，縁端部はアスファノしトの

7でノしを田いてたらないようにした．また各駅の側取お

ユ：び柱の装飾は色分けをしておのおの特色をti，たせて

いる．なお後楽園寸一ムのヒ家｛こグfヤーC一ンド・1・フス

を採川したり，お茶の水駅出人ロヒ家を〃フス張りにし

たりして，ilくその環境に一致させるようにつとめた．

　この新線・1二事に使田した上な資材は生めンクリート

gO，｛〕OO　m：‘、型鋼9，000　t，丸鋼10，000　tの多きに達して

いる．
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伊円・製1’日ド

弘　田　実　禧＊

Opening　of　New　Line　of　the　Metropolitan

High　Speed　Tra伍c

IXtlitg．　uvoshi　HIRO1’A

Ita111i　　“「Ol－ks

　昭［II71ド春の占い思い出になる．帝都㍑速度交通’i；1団

の前身であった東京地ド鉄道株」：C会社で，当社の電車電

動機の説明を聞いていただける了解が得られたので、直

ぐ出てくるようにと，当時当1｛：製品の一r：販売を引受け

ていた三菱商嘱会社の機械li：1；から、神戸製作所のノノへ知

らせが来た．1占虫私が出向いて，いろいろ説川を致した

結．果，会Yi：で従来使1［JLている（｝．E．社製の105H．P．

電動機を見取りして試作品を納め，その成績が良ければ

今後採用してやろうということになった．私は，いろい

ろ事情を説明し，特性の他に消社品で互換性を必要とす

る歯中：とx’t　Jしを合わすほかは，増［独自の設計をゴ1張

したが、最《1」はf中㌣許さ：iLなかった．その後，随分ごた

ごた経緯をふんだ末，やっと⊃♪許しが川たので，試作品

4台を製作して納入した．爾来．ずっとご愛顧を戴き，

最近までに同甲］の｝じ動機合計90台を枯人しているので

ある．

　私が昭和3午，欧米に川張した時．電中：電動機の特殊

な駆動方式について調べたが．了X　1．Jカで11tエスチング

・・ウス社のFWN｝・ライブ」という方式が．25　HP．電

動機4台f寸のll∫街電市に実lljされていた．歯｝1“一力と

して有名なナッ知し会社も，現在ではウlllスチンl／’ハウ

ス利の傘下に人っているが，’「］時は別個の会社であり，

；WN．‘式とは，・）ノエスチンt”ハウス社の電動機と，＋t・tt

t／／し社の特殊減速装置とを組合わせた駆動ノ」式の意味だ

と教えられた．私は，これをHドで実川するために．ト

ラックの情造を充分承’1ミ1比てかきたいと思い，カナダの

近くのあるトソ．ソ々メーカへ出かけ，川，’t．図面を貰って

帰ったところ，ウエス羊：ゲの設計f酔は，ド㍑♪追でさえ

貰えない製作図li］1を、ビう1てぺ「できたか・：イぐτ禰ぼノ

＊取締役・所L

力た思い出がある．

　フランス，パ1J一の市街電市では，いわゆるカノしグン

中：が多数実用さカていた．　この新ノノ式が採川されて以

来，業緕が頓に向Eした、是非この特許を買って呉］1と，

ド？・ttクメーカから話を持かけられて困った．トラッン

の構造にも．’部特．；］：点があったかと記憶するが，f，i∫i＞ト

ラ・：ノクの後軸は一・般日動車と同じ構1告で，減速にべべ1し

ギヤーを使旧しているので，滅速度は普：通のスバーギヤ

ー の場rcと同じであり，電動機を高速軽是の設llトにし得

る特点がないヒに，べべ・しギヤーは歯切τ作がむ一1｝”かし

く，噛合が厄f）な欠点もあるので，たいした興味を引か

なかった．一・々，WN方式では，当時のものは一1段減速

で．しかも歯型が小さいので，大きい減速比が得ら力る

結宋，電動機の定格川転数も2，0001rll転となっており、

川当軽量にできろ一一一歯中：は、鋳綱製のう’一スに納めら

引，いわば密閉｝川秤liの中にあるので，ほとんど磨耗が起

らなし・　　「封中：はべ］）ヵ1し’f・、z・リ・ソクスは村｜当メ＼きく，

歯がつねに3K同時に噛合い．運転は円滑，かつ強度ゴ、

・」〈きくなる　　へt“しカ♪しによるスラストは，2組の歯中：

で柑殺する等の特長を認めたので，電動機と減速装置一・

組をLLI　・Kに購人したが，帰朝後，宣伝に力の人れ’ノ∫が，

足りなかったのか，そのまま服っていた次第である．し

かしt2，3午前から，かかる特殊なドラfフノノ式がそろ

そろ実馴ヒさカろことになり，このWNドラ仁ノ与式

が，’：i’数年llに帝都1笥速度交通営団の新計1両に｜’llぼL

く登場できることになったのは、ただに私一人のb”：1びで

はたいのである．このノノ式の’ノしキシプ・しカ・・フ．リン：ゾ

として，以前は朴一≡イド’iノップリングと称する，ゴZ、

製川阪接「が川いら」，1ていたが、最近の設計では，巧妙

t，18tり　15



え丈牛与殊1可拷8［1将「lr：ξ左．f・1こなってL・る．　ま7こ，　絶jlまトイ」：十など1

においても格段の進歩を・パしていることは川すまでもな

い．

　　ここで当社の電申：電酬；幾の歴史を一・・」’顧，7jUると一一一

50H．P．電動機40台ぴ）江文があり，移、とL．ては，設計《1」

陣の責任に怯えながじ、，｛日・F．：にii1・画1こかかり，製作」、順

調に進んで，ぼつぼつ納人しかけていた時，252台の引

バが出た．当時｛1，未だ一・般に舶来品1」冒rの時代であり，

当社も，当時の生産能力から山て，過分ξがら，5⑪台位

の分割受注を目標に1ノψ矧：のメ・一力に£っ’．ご運動を続O．

たの’であったが，三麦がやるなら全tillを発注してもIlい

との同局のオ・Jl’　，“；，に反｝li：を抜かれ，大評”tになったのは，

f，，∫日Sまづでも．亡1　sit已ILv・、1惑i必〔一ご・y）；膓、　　8，撒、え，／し，　イぐ4ξなカこ、㌧

ぺvoと1受『1ヨこ二．’i尺し．，　璽21乍r・門己ll［｛．こ1｝U　r紅］〈vこミ戊ミカ：ULi　i），

同局で多パのi9中：を唯：」〈一　Lた．㌃こい，その削充として引続

きjL｝iJigil三／ξをう｛ナ，　1司鰹c元）Gじ重：｝J機「†lli－「一ド「コご子rを；1刈葎］ヒト1÷

とともに納人する記録を作ったのである．これ7ハ　当川
iv；1コu’Tfl：ll］機諸1十を　1：「∠ξ’1ヨ）了ヨ幾1：㍑ゾ）　－f）．と　L　－：，り据・｛を　ぺAlる

ことになった動機で．ある．

　　ノ＼」E　14　：ド，　’」、引U5（，fSi、1」：1とLS失拐ミ∫Clk｝○「：Wi｝芝の［㍑ミ；t，　IU

中：は甲シ膓lll：12　k［ri，乙Vil1：18両，1こ計30両のり1｛’こで，

電動機は，それぞゴ1，ユ25H．P．65　HP．芥4台f寸で．∴

1i’　1－120十「a）ほカ・，　i年卸、・罵元じ文（［幾堵；一・［」」σ）　寸陥・受川；をし、プこし7．）

ttこ三9．ある．　　もナノ7．〃aノ変；じ｜り〒（7）’iじフく（も幾1刀こミ、丑良｜㌦’乏｛ヒしオこ〆バ、

これが　1、500V　郊パ．’」；l！’1｛」中川r・ll11．括受注のnr、」矢二も

り，またノ＼型電動機，ぺ㍑生1；「三σ）レコードであった、

　　lll｛和4，5年L貝は，ご承知のわが［1・1ぱ’鞄パの非冨な下

i｝己llii：一で，　竺］引：も；1ヒ三ξカミih黄一コて，　’ス（］三｝、奄　tr　c」）il．Jk　fLl・’（・あ一…）i｝二．

　　当時，．1〈阪電気軌道iliil式会社の姉妹会｝：・：，参宮急ll近

£大｛；：長Jft－　2ミ糾：カ㍉1文11t：さ身し，　1E｜｝一，1言h山12㍑ifE　2Cさti　Lた．　30　E　l！：“iti

の電動中，のほかに1目当数の附随車メ）．あり，各社の受注辿

動こも，　ii　fi：fXこカミ‖与1㊦だヒナi’・Z力筏，鰍製をトfJ｛ンノノこ；うこ、　　こiし　も・当kl：カこ

屯機品の・括受注をしたのである．電動機は．220H．P．

で・，　〕フ｛1崎をi含め13⑪子†，　tまカ、lrこ「6重fJ発1じ機，　’ノ已～くU　E者1ヨ機

j「」1［五1覧bト幾，　lli’IJ征凹4ξi言董　．－WJを含フみ，　ll｛頁」フ（人f［：fするトf半：｝・，　　、‘肩；

tll1“ilま　1：IV－∫戊ミし　と｛fフう、り｜「1程「ξさ2し，　久し拓ミリ1こ｝舌言兄を’1．．1二；

ことができたのである．．こltが電車関係！’llllとして第：の

特華州牛である、

　　」フ’f，　・1’1了片i三1ジ；ll虫「芝ノ（通’i；．1’卜i’ltC・｛よ，　　t’申［II　－1也袋1昔」のi：ili＄5i－

『各「i’T」1じ！lil　30　［1　Li｛こ｛吏ll∫さil；51．9気｝幾片1寺1．こ支・∫して，　も苫1巨：二“

研究の約果，加述のとかり，WNドラf’ノノ∫式を採川さ

才［る．ことになり，10011．P．1｛こ重ヵ｝幾120台のほか，　絹1↓［加じ

1動機、1別御装置など’，附属1‖もをCXむ　・括のこ川1文：こ戴い

たのである．これが，第3同目の久Lぶりの記録受日1で

あ一・が，これまた3⑪両というのも，淘に結｛苛な．，tl：　Lき川

辛まと　：∴1：！ノし‘こ’L・4jtL（：1　’fti∨ご’あニニ．

　　屯中：電動機に［U！らず，い一．1二れの機器に対Lてi，，f：：ノ、ど

も’10／’｜：K　k，　。差』レ㌧一9tr川ンf，ピを糸・；jir，　　　・］碁　　・JL、の川」遥皇iiこes）‘ノ」

をしているのであるが，川．ナまで，1、なく、技術の向トは，

rU｛こセ』ドi：者’しア）妻貢㍑るだ1ナーでず差Uξ寸とLsづi；，こ　とにLi．1、｜1’こt’）・・

て．　’ド：素何かと．1・叱りやt；小言を戴きながらも、　．こ：川が

育戊に格別のこノ町ぽドさる『1；要家のご指導に．1．　・；一がり

ll｜づ一｝i力川工なし・．　こしり〆こ乙ご，　・ソーエ．スチン　ソ“ハゥスk【：と当

kl：の・｝ξ郁」『こ全：11’汀のこ“1言未∫iを異．kし・て，　．蒋ボ蓼』凸Ill・の一寸舌f〈1辻じ⊃

ご注文をドさった営団ご当局のこリミ断に対幽しては．全社

をン｝ξ1ずて2乏’〔｝∫悲謂手コう〔し『こL、る・｛よもt）7／／v，，　　と　く｛こ’L：．ド1三ザ

」号但ljとiU〔して〔t，　こa）戊くT†と己｛ff：；こ；惑｛L改しなカミら6元，・慈1’L

l・臼こ遇進して参ったのであるが，すでにその．1く半を納ぺ

flSst（し、　　了＼1v〈　∫ニパ三と“－t、り’元三論勺づできるし↓」ムノF　v’（“，　弓「糸売きξ～チノ」

至ζL　．こL、　、？k°　」，fVであ」；．

　　この川期的な新り．、・Cにkr遅巾が侵一ち幽な；止．転成泊を’」1一

すことが営団ご｝と］局σ）格別のご高庇に報ゆる唯・の道で

あり，ひたすらその成果をr斤念改Lている次第て’ある．

16（49｛川
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近 の ア メ リ カ の 電 鉄

伊月・製作所

松　田　新　市三：

Latest　Development　of　Electric　Cars　in　America

By　Shinichi　MATSUDA

Itami　Works

1，ま　え　が　き

　昭和28年の3月ド旬から7月上旬まで，アメリカと

カナダの電気鉄道を勉強する機会に恵まれた．

　最初ウェスチングハ1’7スで約2箇月間電鉄用機器の設

計製作の勉強をした後，約1筒月半アXVカとカ＋ダの

代表的電気鉄道を見’1：：して，最後にアトランテ〈ッ川∫

におけるA．A．　R．（Association　of　American　Rail．

road）とR．　S．　M．　A．（Railway　SupPly　Manufactur－

eres　Associatior1）との共同の会議と展示会とに出席で

きるという恒璽にも恵まれた．

　A．A．　R．の会議は1トに1度の大会であり，　R．　S．　M．

A．の展示会は数年に1度の展示会で，鉄道に関係のあ

る工菜はほとんど網羅されて，現物あるいは模型で出品

されていて，数i’社の製造会社がここ数年間の精進を競

っていた．

　広いアメリヵにM一ける短期間の見学旅行でもあるし，

また見る人tcよっても多少の相違があるが，以ドは筆者

の目に映じたアSリカの電気鉄道の実態と動向の概略で

ある．

2，電 車

　ア．路面電車

　路面屯車といえはP．C．　C．であり，　P．C．C．といえ

ばカノしダン式であることは余りにも有名である．ニュー

ヨークだけは路面電車が無くて，都市交通の全部を地ド

鉄に依存しているが，他の総ての都lliではほとんど全部

P．C．　C．に置換えられているといっても過言ではない．

すでに北米25都rhで4，500両におよんでいる．

＊技術部電鉄課長

　　　　　　1　図　　P．C．C．’ノー川一k氾動機

　　　　　　　　　　WH－1432型

　Fig．1．　Ty［x・1432　J　m・t・r　with　Westingh・u・u　Air

　　　　　Brake　Co．’g　drive　shaft　brake，

　軽娃高速の55H．P．の電動機4箇を台車装架とし，制

御装置はWll：の99段アクセレL一ヌ型，　G．E．の整流

fつ凶の2種があるが，G．E．の整流1㌘型の方は過熱にあ

るトフーノ’しのために普通の多段式のものと置換えられっ

つある．

　P・C．C．カーは釆用白動中：のように快適な巾街違巾

で，1929年（昭和4年）に自動中：の進川に対lltすべく11∫

街屯車を改善するたy）にPresident　Co㎡erence　Com－

mittee（P．　C．　C．〉が結｝戎され，5箇∫トにわたる異常

な研究努力の結果1936年（昭i：llユ1年）に初めて出現し

たものである．早く（高加速度，il‘ll減速度一一6～8km／hi，’s），

静かで，乗心地が良く，快適なエァー・．ゴンディショニ

ング，艮好な照明，美しい外観，重荷弔での短駅間迎転

に優秀な性能を有し，標準化によるメく量’ヒ産，1日式の電

t’　・191　）17



Drive　Sheff　Srake
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Actvato

　　　　　　　2　図　　P．C．　C．η一・，電動機，たよひ

㌧・1・フし　．㌧．の配置
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Ullder　Car　view　sh・wing　the　rvgulatur、

auxiliary　c・ntr・）l　panel　and　accelerat・r，

申．よi）も運転費が低1戊五等の特長を持りている．コム人り

日元嘱缶をIIJL・，　1＄［〈動A／2illili｛よド1動中：と　全（卜dW：なも聾；口．でハ　で

ホイ　ト　・　1アー一，　trlil二ξt巧！1殊］桐とi容1妾とiこよっ一ζrl猶｛止fヒ

し，、・ムにkりて振動，衝撃を緩和Lて乗心地を兵くし

ている．　！し一キはタttイナミッt］・ノレ　キとドノノ、・

ゾレー－！とを併1目し，　トーノック・フし一キ（非常日」）も
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　　　　　　　　　　　　　　　　5図　　：・いジ」「）・・：・一・litノ・トー「）：t）トTf－・‥午・L

FIg．5．　This　is　the　cl｝Tlt［・ol　panel《）f　the　しmit　assemb］y　of　the　、Vestinghouse　pト）wer　s）・stcn】　F‘｝r　the　Bogtいll　e：LT’1，

Pii］；三ている．　起動およびi剛重りは’xグノしのa吉み・り川成に．kっ

て解1単にll」汁｝iこ自重りn勺に｛i二われ；3．　　㍉；iiこLていえは束

川中．と屯中，との合いのゴのkうなものてある．

　最近では更に一・1－IL・エし：ノトリッ’fの1600回が現

われ，その優秀性にょり将来を期｛1・されている．この寸

一 ル・エレケトTJッケ式のものはL記の特六を史『に摺Fし

進めたメ，の／ご，　2渋気（lll紐i［幾力：ラfぐノ斐・て，　｝逝，恒ミ，　コニアー　・＝’

ンブ1’ fシ　コ・ニン　｝ノ“．　旦ll｛川r㌦全舟とに」i・プこ一．・て己k，善Yy　L施され

一1 1ジ
H－　y　　ゾ’

　イ．ラピッド・1・ランシット（市内高速鉄道’｝およひ

　　　　郊外電車

　　見’㌃：した鍵失1口は

　　・ノ　イ　『ノ　・ノ’ご　ノし　　ノ’　イ　ー戸

　　　Philadelphia　S．　uburban’1’1‘allspO1’tation　Co．

＿
．J．　　－I　　lf

　　　Pennsylvania　Railroad　（交流電化1，080　km，

　　　　25　c，”s，11　kV，交流ぽ車481両，機関軍269両，

　　　　　で’・’＋fトvン1酬・L｝ゴよび機関ll1：）．

　　　New　York　Boad　of　Trallsportation（1，170　kln，

　　　　　Il1・lllllぷ6，7341Tll∫，変竃所167箇所、］oo卜L　P．

　　　　　ン）　WN　　川1刀1　75〔〕　i山工1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ttr，　　A　　／’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、　　ノ　　．　「　　　「　　ご三，

　　　6図　x一ス’i，ア・ミ．Lr1川一1一鉄道の
　　　　　　　　　、VN　l　づ　・’1∴」速’：E’　sl」：．95　t、・1連：ミitj］O柚

　　　　　　　　　S！、1二511．P，、fl　1・ノ｛速度　16“kln　h

　Fig．6．　Cliicago、　North　s．　liere　and　NlilwこlukeビRailn）ad
　　　　 l　∠1　（～－　 」〕　 ｛　l　s　s　 e　｜　］　g　 e　 〕　－　　　　s　 t　r　 e　 こt　｜　、　｜　｜　i　　l　l　

Lさ

　（　 1　　　　　 ＾　1　　　　　1　　　e　L，　t　　i　　（　）　5　1　　　　　　1　1　1　　〔　l　l　 t　　i　　L　）　i　（‘　－　 1　1　｜　1　　i　　｜　　　　　　t　．　∫　l　t　．　，

1辻10のゾメ　リ　㌧Lつ’1江釣、・杜U目

　　Jersey　Central　Raill℃adい　・一ゼ’t電k（機関中

　　　　152　kl，b．

　　New　Yol’k　Central　Railroad｛、；・一・ヒ’（㍑気桟ICl

　　　　中．）．

　ボストン

　　MetroPolitan　TI’ansit　Authority（・睡㍑一ノf’…卜・

　　　　トラン　シッ　ト，　ト1∫lj－一・　ハス）．

　トvン　ト　（カナ’）t”　＞

　　Toronto　Transportation　Commission

　　　　（建設中の・箕国製地ド3大104両，P．C．C．カー233

　　　　jillj，こ）i　L　l－k　700｜Litj＝t｛甲ご」’！↓1　il｜：、ti－［｜ki｜11，　1・ll　り　一一・’v’　L／s）．

　〃　り一一ノ・ノン　ト

　　Cleveland　Transit、　Svstem

　　　　（地ド鉄川とLてP．C．C．型ニノ1・ソト・トノンシ

　　　　ット7⑪両建設中『〆（”，これはボストンのものと川

　　　　　・，　　卜　lf　1］一　・　パて4｛う111［；J）．

　〉カr’

　　Chicago　Transit　Authority（帖hllノヒ、．ド・トーノ

　　　　ンシット18．5km，新式の200両，－W！i：製

　　　　はP．C．　C．カーとh川ぷなもので更に250両！1・1中：

　　　　汁画中．8両連糸∴で’t－iし・．Lしソトリ・・ハ。

　　Chicago，　North　Shore　and　Mil“’aukee　I〈aih－oad

　　　　（新唱のWN中，　d〈線160　km）．

　　Chicago　Southshol’e　and　Sollthbelld　Rai｜road

　　　　（D．C．1500　V、）’、r－　・Lデf・1．《ニンゲが特］⊃

　　Illinois　Celltral　Railroad　（D，　C．1，5UO　V）．

ヨ　u　re

　　川illois　Terlnillal　Railroad

，J’1．こあった．

　これ等の模様は次のkうに要約できる．

　　（1）　新しいものは全剖1’4－・しM編成である．

　　　　　　　4×100　P．H．て自111：35　t㍑，・い、55P．H．こド｛

　　　　　　　e9．：20　t　I）i∫f受である．

　　（2）　台中：ジミ架の高速P乏1じ重わ機．

　　（3）　タヨナミッヶ・・し一・；の市川．

　　（．4）高りU速度，高減速ぽ．

　　t5）駆動ノノ式はWNかカ・しタ’㌧式で一il　・1？“ン式

　　　　　　　の最ノくは現在の所70～75H．P．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（lf）：1｝　19．



（6）

〈7）

（8）

（9）

（10）

〈11．〉

（12）

tl：b

（アxリカは広軌であるので，］OOH．P．級の

新式電市は1表に示す1口りほとんどWNド

ノィー／が用いられ，55H．P．のP．C．　C．カー

またはそれに類似のものはカ・しダン・ドブイ

fが使われている，トvントの68H．P．はカ

・しダンを採川している．）

制御器は20段前後で，アクセしレータ型は

IOO～　135段である．

→」一モスタティ・ソク・．・ントv－・しによる換

気暖房がほとんど全部に力：われていることは

注日に1直する．

短駅問で重荷ln：のものはパリア・力し・ロード

機構を持って，乗客の多少を自動的に検知L

て加速度，非當制動度等をilii」御している．

螢光燈は研先途Lにあって決定版はない．

電動発電機はパヅアー　・」一・『・ノローイτングで

ア・しカリ蓄電池を川いている．

抵抗器はリボン抵抗．

中：庫の修理ll場は，高速度電動機のf彦幽よメ

ー
カに｛衣仔し“てL・る．　これは言儂1眉レう；魚［；し、こと

にもよるが

　］．　電機品が高級化し．ている．

　2．　t一力の修理．リ1一ビスが1「届いている．

　3．　K一力が良い仕ll「をしている．

ことによるものである．

卜Trリー・ボーノtは全部スソイガを使用し，

最高150　kmi’h位まで川している．

　MMかMTかの川題に関する；’x］Jカの’Miii・は々左

次の通りである．

　　・般にMMが採川さかるが，その川山は

（D

（2）

v3）

c1）

（5）

η・である．

少いという利点を持つから，長駅間の路線では，

、T．・－ rワーにはMTMTをij］い，

融通をつけるのが得策な場合もあるという論もある．

垣駅川で表定速度を1コ∫るために高加1速度，

高減速．

騒i’‘］を少くし．，ダ’イー｝一ミッ’1’ノレーキを7i『川

寸るために小咽の台中：装架の電動機を必要と

L，馬力の制限を受irる．

ノ・tttシュ・一アソーと1対II孜ll与とQ）i？lilli［0］」ヒカ三メZ・‘異，

（MMU）方が連転経費，端駅経費が安い）．
’

女li率が｜日い磯器の故障に際してf樹〔率が

少くなる）．

消極的な理由として，エアー／rンデfショニ

ン’／”，自動暖房，通風，照明，｜寸Y席等のflttlj

がJ〈であるので，MM編成にするための経

費高はHltt：たなくなってきている．

lLもMTは電力消費，維持費，固定費がやや

　　　　　　　　　　　　　　　　　ラッシ

　　　　　　　　　　平常時はMMとして

WNかカ・Lダンかという問題に就いては，現在アメリ

ヵで行わji　Lている代2ξ的のものは，ニューヨーt1地ド鉄

20　〔・IY・｜［

の100　H．P．，　WNとP．　C．　C．カーの55　H．P．カノしダ．ン

とであるので，馬力・サービスに差があるから，にわか

に比較し難いがアメリカにおける比較は一一般に次のよう

にいわれている．

WN　ドライ／’

円　滑

広軌用にLかできぬ

丈夫で作h易い

現在　125H．P．c2）　が力た『ノこ

のもの．こ力以上は歯車
加γに新工大を要する．

力几ダン・ドラfブ

振動が多い（1）．（軸より発す）

ス　ー．こ　一　ス　等一一で．f｛：方・di）　な　v、場7｝

｝こ月工いる

カ1「1：己）精度を牛芋に・必要とする

W社の　100H．P．，　二、．一．1

一 ク地下鉄のヰJのが1製度で，

試験中てある．

L注｜a）P，cC．カーの如く弾性車輪を川い、優｝れたハイボf

　　　　ド・キアーが得られれば円滑’となるが，接千の磨耗，軸

　　　等になおトラプノし源がある．

　　（2）　イリノイ・ツーミナ・し鉄道に140P、　H．♂）tl、のがある

　　　が，これは本格的な高速運転はやっていない．

WNとカノし’x“ンとのll〔両数を各鉄道について掲け．る

と次のようになる．

New　N・ork　Boad　of
　　　　　　　　　　　　‘　　　6，L」07
　Trallsp・・rtali《）ll　　　　l

Chic…°T「lm“it・Autho－11，．177

　rlty

Phi］udelphia　Transp．　Co．　　　511
M。・，。P。li，。。　T，、1n。i，　｜

　　　　　　　　　　　　　518
　Allth．い｝：ストン）

Huds《川＆．　M三mh二Ltt：111

　　　　　　　　　　　　　325　R，R．

C’leN・eland　TI・三msit　Svstem　7｛｝〔建1没li川

Nor亡h　Sh《、Te＆Mi｜wa11．

　keeRR．
InhN）is　T（－rminal　R．　R．

　　　　　　　　　　　　　22　c‘）．

T‘）ronto　Tr≡mSl）ortation　‘　　　1（14

　Comm｛．gsion（カ→一ダ）　　1（建i没Fll）l

【注1　｛軽）とちるのばP．〔＼C．

全i電車数　WN式　ノ戸しタ’ン式1

　　　　　　880　　　　　38

G

s

’ノ・一’，f‘ILづ軽情寸ヲニ．

212（“f　’）

40＞軽）

70〈軽｝

10・S

　ニユーヨー〃地卜鉄のWN

　自重35t　（乗客14．5　t，最．大ユ8　t），加速度　4

km．↓h／s，減速度4．8　kmt’hls，4×100　H．P．，1，175　rpm，

rn｝IL　800　kgの電動機，歯数比123，．“17．－7235，ダゾ・し・

インターナ・し・エキスター＋ノし・ギアー・tlイプのカッ

プ．iJングを用いた重｝i［458　kgの駆動装置，定格速度全

界磁で225km／h，50　Y6界磁で30．6　km，！h．最大安全速

度90　km，「h，電動機の過電圧は実に250％を超える．

　この電車が1．N、D．線に400両，1．R．T．線に350両

rヤ計750両人っているが1949年（昭和24年）に運転1堀

始以来すでに30万kmを走ってトラーグノしも無く好成績を

汗んでいる．これはそのまま最新のストックホルムの新

二三菱電機・VnL　27　N｛，．12・1953



しい地下鉄にも採用されL，1447－A型電動機，制御器，

WN式駆動装置，　SMEE型制動装置はIiil・」、」高速鉄道用

として最同峯をなすものと杉えられている．

　なお60H．P．3連簡の軽己車も6両作られたが，サー
ビスから除外されて，今年未発注される新jP：200両もま

たヒ記と全く1司じ車両である．

　帝都商速度交通営団の池袋．一神田間の新線もこれとほ

ぼ同・の」、ので，屯機品の製作に当った当社でも非常な

勉強となり，技術的飛躍ができたことを感謝している．

3，変　電　所

　　New　York　Bうad　of　Transportation（ニューヨー

　　　〃地下鉄，167箇所の変電所σ）うち7割がイノチ

　　　イ1・Ilンである．2．4　km間隔で3，000　kW，12

　　　タンク，もちろん遠方監視）

　　Metropolitan　Transit　Authority（ボストン，遠

7図WH型．
1442－・NI型

140H．P．，600　V．

1，700　rpm、卜｜1

リ　ー　ノご　、，ij　　、　一

へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　　て

ハーシリースー｛三

1も動機

Sg．7．　Type、VH　1442］NI，140　H．　P．6〔〕1）V，

1，700rpm．　super－series　tr・Iley　c・ach　m・t・r．

　　8図　　トロリーバス川工しケトロヵム式制御装置
Fig．8．　This　phot〔｝of　the　electr《）cam　c‘）litroller　illust－

rates　the　compact　arrangement　of　the　equipment，　the

tracti・mn・t・r　it　unde・neath　this　c・ntr・）l　p・nel．

　　　　　　　　kgs　Tcecfiveξ飾／ザ

　　　　　9図　　ト1」リー・▽性能曲線
Fig．9．　Speed－tractive　effort　curve　of　tro］ley　coach．

最近のアメリカの電鉄・松田

盲

膏
ミ

Steps　per　kilBmeter

　　　10　図　　トVl　tJ一パス性能i‖［線

　　　　　　　　‘亘吉ヒ　　9．5！t、♪ド」≒】乖苛rl！12．27　t

　　　　　　型式　MBM42－N－・1
Fig．10．　Perl’ormallce　curve〔｝f　tro1］ey　coach，

｝，5ea

1；棚

η

50θ

2．8“

　R6

づ
　曇

　ξ

1．　ti　i

〃

ヒ日一

一一一．T一
　　　　　　　　・

　　　　　1

’．　　　　　1

　　　　　「　　　　　‘

1

一．一

o たノ　　認7　　3ク　　　　　　　　　go　　bO
　　　　　　即

69　　70

　11図　　スーパーンリーズ’電動機電知ll｜働力曲線の・例

Fig，11．　An　example　of　dynamic　brake　force－speed　curve．

12　図

Fig、12．

fi巻コイ）L

一

　　　　L－〈ζ
　　　　　＼

スーパーシ　リーズ電動機ダf－Lミ　・ソ　ク

ー〆し一キの場含の接続lxl

C・mecti・n・f　super－series　m・t・r　at

dynaniic　braking．

　　　ノノ監視ノ元式の1，0roo　kwイグナイトロZ’2基を備

　　　えたものである）

　　Toronto　Transportation　Commission（カナグ，

　　　建設中の地ド鉄用のもので，アメリカの技術によ

　　　っ作られている）

　　Cleveland　Transit　System

　　Chicago　Transit　Authority

等を見学したが，変電所の傾向は次のように要約できる．

（1）

（2）

（3）

イグナイト1・ン万能である．

最新のものおよび新設または計画1｝iのものは全

部速方監視方式（Supervisory　Controll）で

ある．

完．全無人である．窓が無く，室温をサーモスタ
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　　　チッ〃・・rント1！一・ししている．

（4）　ノ富杉ミ1よ1～ノ2ノぐJiなL、し　1　ノ＼．」週科！1吏．

（5）　イ7”一｝・イトvンの冷却はPumped

　　　Water　Jノ式である．

4，　トロリ’・バス

　トSlり一・．バスは　］948年〔昭｛’［j　23　fOにお

いてすてに約7，000両（193（〕～471トの問に製造された］j

の）あり北米55都市にフナ侑している．そのうち約13

はW川：の電機品がIljいられている．

　最新型はW社製のスーハ・シ1］　・一　7i・モータをエレ

クトu・カム制御装置で；削御するもので、例えばクリー

ブランド首に“tコいて見られる．

　スーハ・シリーズ・じ一タは直巷電動機（シリーズ・

モー’x）であろが、分巻巻線を内蔵して制動時には分巻

発電機となってダイ＋ミック・・ノし一．！をかける．即ち

力lj：N！f“Cは最も好都合な純粋の［ド〔巻電動機であり，制動

時にはこれまた最も都合の、良い純然たる分巻発電機とな

って，ノッチレスで・定の制動力を自動ごi勺に発生する．

電動機の分巻巻線を収容したために増加した1〈きさおよ

び厄最は極めて僅力・であって優秀な設計を誇っている．

これからのトUリーハス川として注日される．（電力回生

制動は30km／h以上でないと意味がないし，またその屯

力を吸収してくれる中1両がない場合には，変電所設備が

　　　　13　図　　綾新鋭の／一セ・L電気機口車
1一　　し　　　f　　〆　　べ「　．∠　　ソ　　ー　，　　　ン　　ン　　ク　　．し　＿IL　ン　　シ　　　ン　　vt）　　2、－4（；C）　　！1ふ　1）、　　（う　　±1：lii、

170t、　ノ∫育セ．　　セ　f　－｝・　こ　・　ク　ノ　レ　ー　～，　li1」EliC　l愛力元“1’i”　f　ンー

付、W社才〉よひフ1ア・・ンソ〇一く召：製、1基で2，400

卜1．P，の大馬力が披大ψ）特長．

　　　　　Fiσ．　lll。　　IVアersatile　lle“－　1（｝COIn↓）tive．

　　　　　o
倉

15　図　　1’：7t．6軸、万Tiヒ、1，60C，　H，　P．ジーゼ，L電気挫

　関車，W社およびホーtしトウfン社製

Fig．15．　Diesel　eleetric　1・colコ1｛）tive　f…fl・elght　and

　　　　　　Passepge「　9・e「VICCi・

　　　　　　16　図　　WH　37（，型4三電動機
　　二σ）’胆しつ’t、ノ）　こ｛よア　メ　リ　りfi2ノこギ弄IEI：，　5ユONご　1，020　A、

　　66rPm，約650　H．　P．、，fil；：3t余，1，600　H．　P．以上

　　のジーゼノし機関車，　1グー］’fトげン機関車，ガス？一

　　ビンce気機ISE］li工等一Vこイ※川三さかる．

Fig．16．　The　Westinghouse　tyl）e　370　traction　motor　is　a

SerieS　w〔川11d、　f〈）rCed　Ventilate〈1，　aXle－hUng　mOtor　with

sirlgle　redllcli餉gearing　t（ハ11ie　axle，　Blowen　for　cool・

illg　tracti・i・m・t・rs　are　mounted《ltl　the　1・c・m・tive．

厄介となる等のために余り川いられていない）．

5、電気機関車
　普通の電k（｛幾関中：はジーセ㍉L電気機関中：に押さjHてほ

とんど振わない．現！iのものは一級鉄道で1，0001111沫満

で年産数台とか1㊨数台とかσ）程度である．W社製の］、

のでみるべきものは

　　New　Haven＆Hartford　R．　R．4，680　H．P．，交流竃

　　動機．　Pennsylvania　R．R．4β20H．P．，11　kV，交流

　　電動機．Great　Northern　R．R．3，660　HP．，11kV、

　　電動発電機式．

等である．

6，ジーゼル電気機関車

14図　　H2し411111、貸車IB　1、60011．P．ジーゼ・し電気機凹

　EllC．写真は4両中．連して6，400　H．　P．とな・、ている，　W社

　およびボー’しい：・・〈ン社製．

Fig、］4．　Diesel　electric　locolnotive「∩r＞reight　oerv｛ce．

22　（496）

　　　機関叩：はジーゼ’し電ノ式〔機関中：が他のものを［｛1倒し

　　　ている．

　　　その川川は

　　　（1）　建設費が電化と比較して安い．

　　　（2）　標準化しているのでコストが安い．

　　　（13）　アメリカのジーゼノし壱気機関中：｝よ頑丈

　　　　　　　で素人lh］きである．

　　　　（4）　蒸気機関中：から転II’・Jする使用者’が取1・1’

　　　　　　　きやすい．

こと等があげられる．したがって数1’トンないし300t位

三菱電機・VoL　27　No．12・1953



要

≒

こ違

　　19　　図　　　　XN『　巨［：製σ）　4、「）0（）正1．P．二2・11　’ノ　1　2　一

　　ヒン竃気機関小：

Fi9．1Y．・1，f）D：I　ILI）．9？Ls・tLirbin．i．Lcriし’　lc｝coi］v｝tlve．

十

17　図　　6，0（JO　H．　P．・くチ＿　，・、’；＿Lン電気機関

　ri｛の発電機（タ．ノノしアーマチ・ソ）

Fig．17．　One　o（the　double　arl1〕aturc　generators

　　　　with　auxiliary　general・r．

18　図　6，叩oH．P一パー二弓一ピン電気機関
　車け3、o↓｝r）ILP＿’）ソーヒン

Fig．18．　Side　view　sh（）wing　molmting　trulllliorls

　　　　and　fo（⊃t　of　power　plant　assenユbly、

20　図　　W！l：製4，f川｝H．P．ノノパーL．電気

機関車ン功り一ピン、2∫，（）（｝H．P．，二hか2

台搭．蔵される．左ノ∫はフさ電機．

Fig．20．2、00｛〕　ILP，9as－turbine　power　PLlnt．

まで，’級鉄道だけでも2ノ元両を超え年産実iこ3，0〔｝0両に

およんでおり，急速に蒸気機関車に取って代りつつある．

　元b／（一アメリカは燃料事情が最も良く．路線が長い鉄道

が多く，少な（とも現在迄は電化して建設費を喰うkり

もジーゼノし電ぷ機関中：を使うりか経済的であった．この

電化に安する経費か宵け《；ことと，またノ「・つには蒸汽

機関中に比べて機関中：の性能か非□に優れていることが

ジーセ・し屯気機掲中：σ）驚くべき発展を！，たらした’t、のと

ぢえられる．

　ジーゼ・し電気機脚1・：は，ジー七・し機IUの川ノ」を川，発

電機で電ノ」に変えて，その電ノ」て電動機引II1わして中：愉

を駆動するのであるが，ジーゼ・t機関はその1（質ヒ利用

⑭ ⑭
t

⑭

LL

三⑰：z：ti
∫K

一
9二t［

，一一一

⊥L－＿＿
1）1’十

甫ヨ

違墜

！　］rパ
　　　，ノ

i””　－s

こf：．・
パつ　≡ジ　・ジ寸
　ヒ、’／　　　　　　　　　　　　　　へ＼／

　　　　　　　　　　　2｜図　　W社製4000H．P．ガ．c’1一ピン電気機関車
　　　　　　　ll‥Lン　　　　　　　6；補機川．一　－t”’し機関　　11：蒸i’溌’蹴；
　　　　　　　2：　i：発竃機　　　　　　　7：蓄電池　　　　　　　　］2：ノ1や．’t
　　　　　　　　3：・1三電動機　　　　　　　　8：運転台　　　　　　　　13：燃料’・ノttt

　　　　　　　4：ikU御器箱　　　　　　　9：空気圧縮機　　　　　　14：換短ll
　　　　　　　　5：　亡電1動機冷却用一ノllソ　　10：　一＝アーノL－｝．装置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig・21．　general　arrangement　of　the　locolnotive．
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22　図 GE製イ1，500H．　P．〃く？一ヒン電気機関坤〔の”／一ピ1ン

Fig，22．　Longitudinal　sectiol〕L）f　gas　turbine．

◎（∂

口

口

○一〇 Ω一 （ぐ＼ ○て）． （⊃

23　図　　GE製・1，5uO　II．　P．，227　t，ガーくターピン此気機関車

　　　Fig．23．　Layout　of　appl’atus　in　Iocomotive　Cab．

Nif，　itgN　　gils｝c［i，s HeTfiftl賛6　　註　fiftム91

C酬皿nx囮顧工］］］］

㎜皿⑳圃工皿
ANODE

REAgl6賛5

PtR菱v　co｝し
8．μκノ〃8

R［3｝STok
6；醐δ

こ
§≡≡

≡≡§

丁建ム踊Fo駐、 四巳止　～4ぼv　　　　　　xeeHeef部o《

Dcc ぱf

顧8

紺
職

TAP

S加翻
RACK

棚 舵c 9Kf3

‖ADIftlDR

刀〃

fil　

fiWfR

旺翻o鍛

　　　　■り

暁
9’一　e’

＿
7二4°

．．一一

ターげlo

1

　　　　　o

・ 9－5

一巧゜ lE『一｝M． 15－ig 一一
　13Lgt　　　　　　’

一

一

　　！43’一　2
一 三。

一 　

一
52’－9Q

　　　　　24図　W社製イグナイト1’tン機関車
Fig．　LLt，　Layout“A’，　ullit，3．000　horsepower，25　cycle　rectifier　locomotive．
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　できる回転数の範囲が⊥『ヒ較的狭い，これに反して車輪の

　liil転数は0から最高スピードに相当する川転萎kに至るま

　で非常に広範囲に変fヒする．したがってこの機関と車輪

　とを単に直結したのでは思うような運転ができないわけ

　である．そこで機関と中：愉とのliiZiの動力伝達法について

　種々の考案がなされた．

＿

　　欧州が機械的（変這i歯中：，流体接F等，4×500H．P．位

　のもある）お，11び電気的（発電機と竃動機）の両方に進

　んでいるのに対しアメリカではほとんど電気式一・本であ

　る．これはf達装置たる発電機と電動機とが，機械的の

　　ものに比べて，一時的の過負荷（大電流）によく耐える

　ので非常に低速においても威力を発揮して，都果として

　は機関車が不川1できるスピード範囲が非常｝こ広くなる長

　所がある、しかも制御が容易で，簡単でほとんど故障が

　ないので観迎されるわけである．（アSリカでは一般に

　　こσ）ように低速で特に大きな牽ljけ」を発揮するものが

　　喜ばれる．）

．2ノー

25　図　　W社製6∫｝oo正Ll」．　fグナでト［tン機関車

　　　　fl10t＞1ユ，0↓［oV，　A．，C▼

　　　Fig．2「i．　Igllitrf）n　l‘｝con1（，tive，　11，000　Volt，25

　　　　　Cycle　a－c．6，0｛｝（）h｛．，rsepOwer．

26図　W社製f　－lfト［，ン機関llli：のfグ’｝’tト

　ロ　ン装］荏．　－F．ノケに6f〕ノ）II］fl：i・」［i2，Z）・f　グ㌧］一　で　ト　Tl　ンカ’；

　見える．イグー）一イト1・ン2［・に5「）O　H，P．の電動機

　1箇d’一ノに供電する．

　　　　　Fig．26．　Ignitr《m　cubic｜e

最近のアメ11カの電鉄・松田

長

2表
　　　　交　　言飛　　f丘　　イヒ

単相Il～24kV
　　50または60c，”s〈u））

交流電化と直流電化の概略の特長

f　グナ・イ　ト　ロ　ン

　　’ノ∫式 全交流式（り

変電所および給・∪，1之備僅少．

（これは特に長距離線｝こおいて，

　また輸送｝li：の多い場今に有利）

　　　　　　　　　　　　‘　　　　　一

　交直両川．

電気車の性能良．

（ジーゼ）し電気

機関車の60“．

増しで．　低速に二

おいても非常に

強力）

　電動機良、

（直流直巻てあ

るので強力、安

価，低保修費）

周波数に影響さ

れない．

‘相不平衡．川i印1りために）

通信線障11：・

　竜気・｛：の性能

不良．

（高速において1

‘やや勝るが低速

日こおいて遥かに

［劣る）

i電動機不良．

（直流直巻ン）如
1

　き満足な］生能を

1有亡ず・複紺こ

1ちる｝

直〔　　言】髭　　’・丘　　　fヒ

　　3，00nV

電気車および維持費

はfグナイトリン．方

式上［）1割少ない

直流変電所の必要．

変，誼所元川：：メ給’・ピご窒

備大

【注1り交流直巻整i飛子電動機を川いるもの・

　　2）1：の表は50csよたは60csの全交流電気1｛〕：か11j能な

　　　ものとして考えたのて、tt，し下可能てt／’iirけ間題なt
　　　　　、イ　グ→－　f　ト　1ゴ　〆　iJ”：話こカ：‖蕩三っ　　二L、・it・．

　機関の特性と，中：輪の出力とをマッチさせるためにこ

れまた種々の〃式が杉案されているがW社，G．E．社

のものは優れている．特にw社では簡単で優秀な制御

ノ」式を誇っている．各メーカの生産］：を見ると性デ1ξkり

も取付き易いのが蒔ばれる傾∬IJもうかがわれる．

7，スチPム・タービン電気機関車

　スチーt、・タービンは高速の川転機で、ジーゼノし・エ

ンジンと比較して有利で，また刊川L得る川転左《の範囲

が広い．したがってジーゼ・し電気機関車よりも1閉単で良

い性能の機関中：が得易い長所を持っている．しかしf［炭

をも利田できるとはいえ，燃判をたいてボfソて蒸汽を

発七せしめねはならないことが厄介といえば厄介なこと

である．
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現在あるものは

Chesapeak　and　Ohio　Railway　Co．の　6，000　H．　P．

8軸（1948）で・1ミイラ改装中で42汽圧，500℃のも

のにな乙W社，ボーノしドウイン，パブJlックの合

作である．

8．ガス・タービン電気機関車

　ウエスチングハft！スでは200万ドノしを使って4，000HP．

8軸，224t，最高速度160　km／hの2，000　H．　P．のガス・

タービン2基を備えたガス・タービン電気機関車を作っ

た．このタービンのトップ・スピードは8，750rpmで

ある．各所で運転して好成績を収めている．

　G．E社でもAlco．と共同でユニオン・パシフィッ

クのために4，500　H．　P．235tのものを20台製作し，

5台が運転している．

　ガス・タービンはジェット・エンジンと同様高速高温

で設計・材料等難しいi’こ違いないが，現在すでに燃料費

はジーゼル電気機関車と同君渡ということであるので，

クービンの能率が高められれば発展するのは必至とみら

れる．ただアメリカの現状ではジーゼノし電気機関車が余

りにも幅を利かせ過ぎでいるので，ガス・タービン電気

機関車が喰い込む余地がない．

9、イグナイトロン電車および機関車

　イグナイトロン電車または機関中：は，単相交流電力を

架線（11～24kV）から受取り，車内の変圧器を経てイ

グナイトロン（単極水銀整流器）で整流し，普通の直流

直巻．LltE’動機に供給する．

　したがって電気中：刷に最1薗の直流直巻電動機と，最も

得やすい配竃系統とを直接に結びつけたtl、ので時代の脚

光を浴びている．周波数は何サイ”・しでメ）良いし，交直

両川も”∫能である．

　現在アメリカにあるものは

　　　Pennsylvania　R．　R．（11　kV，25　c／s）

　　　電車　1両　450H．P．　1950　W社製
　　　　機1均d（　2「両6，000H．P．，12軸，340　t，および

　　　　　　　　　　　330t　1950　W社製
で，製造中のものは

　　　New　Haven　and　Hartford　R．R．

　　電車　　100両　400　H．P．1953～1954　W社製

　　機関車　10両　　　　　　　1954　　G．E．製

26〈500；

である．

　ペンシルバニア鉄道のものは非常に好評で，今後の発

注が期待されている．（この鉄道には従来全交流式の竃車

481両，機関車269両があり，受電した3相交流を自家

変電所で単相交流に変えて用いているので相不平衡の問

題は勿論ない．また従来から通信線をシールドしてある

ので通信線障害もなく，イグナイトUン機関車の直流チ

ョークー一”，イノしに全然不要に帰した位である．）

　イグナイトロン機関車は現在，直流3，000Vのものよ

り1割位高価であり，また維持費も約1割高いから，こ

の両者を比較する場合は，直流変電所数，輸送絃等のか

ね合いとなるが，ほとんどすべての場合にイグナイト1・

ン方式が勝ると考えられている．

　また交流電動機を使用する全交流式と比較しても，電

気車の性能の優越，電動酬三能が優れかつ構造の簡易さ

等イグナイト1・ン方式の方が優れている．（平滑何路に設

備がいるが，全交流式の場合にil，相当する設備が要るか

ら相殺される．）

　fグナイト｜・ン方式，全交流式双方に問題となる相不

平衡は相’ド衡用回転機器あるいはスuット接続変圧器あ

るいは同期コンデンーリ’によって解決できる．また通信障

害防iLの費用も僅少であると見積られている．なお参杉

のために交流電化．直流電fヒの概略の比較を2表に掲げ
る．

10．む　す　び

　短期間ではあったが，アメリカの電鉄界の事情特に技

術的立場から栴当詳細に技術者と8、討論し，観寮しまた

多数の資料をも集めた．

　P．C．C．カーやトロリー・バスの全国にわたる普及，

ラピッド・トランシットの驚くべき発達と動向，ニュー

ヨーク地ド鉄の最新の電車の優秀性，ジーゼノし電気機関

車の驚異的発展と普及，さらKニスチーム・タービン電気

機関車，ガス・タービン電気機関車あるいは・fグナイト

1コン電気機関車等その将来が期待されるもの等につい

て，つぶさに観察でき，いかにして鉄道輸送を経済的に

早く，安全で，快適にするかという目標に向っての不断

の努力が続けられる模様と将来とを観察討議した．ここ

にその一端を述べて御参考に供する次第である．
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MB・t447・A型電車電動機および

（市内高速鉄道用主電動機およびWN式駆動装置）

伊丹製作所

佐　藤　久　数＊

Type　MB・1447　Electric　Railway　Motors

and　Type　WN　Driving　Equipment

Hisakazu　SATO

Itami　Works

1，ま　え　が　き

WN式駆動装置は，ウエスチング・・ウス社が約20　｛1：

前に製作を始めた日。ので，以後電気車車用高速度電動機

の発達とともに改良を加えて，遂に1948年（昭和23｛D

ニューヨーク地ド鉄に750両採月1されるに至｛），一つの

段階に達したものである．

　現在では，広軌屯車用台車也㌧架駆動方式として店実に

発展し，最も将来を期待せられているものである．

　メ⊆邦においては，帝都高速度交通営団が，いちはやく

その優秀性に着目され，折柄ウエスチングノ・ウスAiとの

技術提携を1｝∫開した当社に，冠動機・制御装置・制動装匡1

等ととq，にニューヨーク地ド鉄道の最新のものと同一の

・1、のを31両分発注されたのは一大英断と申すべきこと

て，わが国電鉄界に画｝Ol的な刺戟を与えたものである．

　ご注文を受けた際，先ず我々の杉えたことは，本邦一

般E業の劣ること，殊に戦争による技術の遅れをいかに

して取戻すかということであった．似而非なるもので

なく，貞に名実ともに同一・のものを作ることを念願した

のてある．

　幸いにしてウエスチングハウス社の豊富なデータを全

面的に入れることができたので，これらをもとにして設

糺は勿論材料・エ｛’融に亙って慎屯な研究努ノ戊を1五ね

た．例えば材料においては，（1）輸人を必要とするも

の，（2）新たに国産材料を開発するもの，（3）現在の国

産品を特別に改良して用いるもの，（4）現在の国産品で

間に合うものと4種に分け検討をtglねたが，勿論新たに

国産品を開発すること，現在の国産品を特別に改良する

ことおよび工作法に最も多くの努力と日時とを費した，

そのために材判メーカtcも随分ご迷惑をかけたが，技術

向上のために積極的にご援助を賜り感謝している次第で，

＊技術部電鉄課

これらの研究の中には米国技術者にも賞讃されたものが

ある．

　かくして着々と成果をヒげ，技術水準を一挙に10年

以上も飛躍させることができ，近代的電車電動機を製作

し得るに至った．ここに，かかる機会を与えられた帝都

高速度交通営団に深甚な謝意を表する次第である．

2，特　　長

（1）WN式駆動装置

（2）　己1速度IU動機

（3）劇しいダイナミック・ノレー・ヤにとくに適する竃

　　動機（250％の過電圧に耐える設計）

（4）　7．235　とレ、うノくきな歯数上ヒ

（5）スピード・レシオ（最高許容1”1転数／定格lrt］転数）

　　の大きい電動機で，大きな加速度・減速度とと＞1，

　　に最高運転速度をも保証している

（6）絶縁はいわゆる完全B種

（7）電動機・駆動装iともに最新の技術を存分に採り

　　入れた近代的なものであること

3，要　　目

1．電動機

　　1時間定格

MB・1447・A型

連続定格

最弱界磁率

最大許容回転数

過電圧

重　量

100H．P．，1，200　rpm，（弱界磁），

300V，280A，自己通風

1，250rpm，（弱界磁），

300V，250A，1’1己通風

50％

4，000　rpm

250％（750V）

800kg

↓501）27



　試験はA．1．E．　E　規ト1ilによる．したが一，て温

　度上昇は1時間定格，連続定格共に次表による．

、　　　　　　　　　　　　　　　よ
l　　　l1繊捲au字臓鍬整流こ才・よびブゾシlj・

＃c　］）t　i」三　　　　　　120　　　　　1　　　　ユ30　　　　　　　　　　　　＿＿

‘温度計法　　　　　90　　　　　　！，5　　　　　　　90

1図　MB－1447　A型．1：電動機

Fig．　1．　　Type　MB　ユ447．tX

　　　　　tractlon　Inot‘レr，

イ、駆動装置

　　（1）歯中装置WN－44　GS型
　　　　　1’将乏く（⊥七　　　　123：17＝7．235

　　　　　D．P．　　　5．25

　　　　　1「村ψ品　　　　　　102nllll

　　　　　1＼ノしカリ　・アンク・し　　2U

　　　　　l巨：　1｝ヒ　　436k9

　　（2）ヵッゾ！Jング　WN　644　J9’］！

　　　　　グ｝．・L・仁ター3－　，t・⊥1スターナ・し・

　　　　　㌔．　戸・一　◆　二7　イ　ニ／

　　　　　fll：　1【；：　　　44　kg

4．列車の性能

ドI　　　」∬　　　　　　4↓｝t

［［［i〔械illl　l　i［：　（　iililj　i，　i）　57　t

　　　　　（1㍉｝一1疋Ll）　47．7　t

電動機
表定速度

’ド均駅間距離

’F均停車時卜【iij

加速度

減速度

最高辿転速度

架線氾圧

’ド衡速度

5・電　動　機

　　　　（140　名）

4べ100HP．

32km／h

1．28km

25s

32knピh、’．s

4kn］／h．’s　（ダイ＋ミック・・ノ

し一・ヤ）

65km／h

600V

65knユ㌧h　（550V）

　既に述べた通り新式の高速度電酬幾である．性能的に

見れば次のようになる．

28　〈502｝

　　　　　　3図　駆動装置および電動機
　　　Fist．　：S．　　Truck－moUnted　tracti‘）ll　nユot（レr

　　　　　and　9・・ear　unit　wit｝・c・upling．

（1）満貝の57tの状態でも’3．2　km　’h／sの加速度，

　　4kmSh／sの減速度を確保するために，860mm　il　T：

　　輪に対して　123：17＝7．235　というたきな歯数比

　　であること．

　　これは台中：装架で「，’ll級な歯中：装栢1を川いたことに

　　より4h　v）て成し遠げられたもので、従来の釣掛式

　　のものの2倍もの値である．

（2）歯数］’ヒが人きいので，冠動機はll1ぴレ」・型の100H．P．，

　　1，200rpmの高速度電動機が使川11∫能となった．

（3）最高□転速度65　km　’hに対し20％の余裕を持

　　って，最高汀容lrll転数4．0｛〕O　rpm（磨ト［卜｝［輪780

　　mmの1時）を保証する．

（4）バー・ホノしトを大幅に引ドげて2r）o　P6の過電圧

　　まで11∫能な設計になっているので，ダイナミック

　　・．ノレー！用として川想的て．ちる．

　　その一ヒ閃絡防止のために種1“の杉慮が払われてい

　口
能

主8ど）tfク

％

　7c7η

50

4汐

認

2e

ノ9

e
foo　　　！oo　　30v　　　doa　　　50a　　　bPO

　　　　電　流　A

　　　4図　特　性　曲　線

　　Fig．4．　Characteristic　curve．

」，　2po

／1棚

ミ＞L｛：」 　．k・

　　引
　　　了．〕

2，000
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　　　　5図　ラン・カーフ

　　　Fig．5．　Run　Curve．
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ノti
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LS．し

i－－　　Jb．7

　最近の電1事電動機には（1）台車装架，（2）rl］1速度竃動

機，（3）ダイナミック・ゾレーキ常川が不1】∫欠のものと

考えられてきたが，すでにご承知の如く，台中：製架（6図，

7図にWNドライフの場合を示した通り，電動機を台

卓の方に固定して車軸と直接に触オしないよう）にすると

　（1）電動機の受ける衝撃が，釣掛式（8図）の場合に

　　　比べ1／10程度になり，電動機の保修費が少なく

　　　なり，また閃絡等のトラブルが非常に少なくなる．

　（2）・体歯中：装置をlllSllJするので一馴｛の噛ζ↑せがYll

　　　想的に円滑になって小型の歯1卜1が採用できるの

　　　で，上記のような高減速比が得らオし，軽量小型の

　　　高速度電動機が採川できる・

　　　また飛沫潤滑の助けによって，長寿命で静粛な歯

　　　1卜装・置となる．

　（3）ばねド重量が人幅に少なくなるので，乗心地を具

　　　くし，軌道の蒙る傷害や申：体に蜘ます振動を少な

　　　くして保修費を少なくする．

6，材　　料

　設計・上作法とともに材料にも並㌘なじ）ぬ苫心が払わ

れている．そのため殆どすべての材質は面Hを一新した．

　整流了片については，古河電工会社を煩わして1年以

一ヒに亙る数次の試作検討を行い，終に米国品と同じ規格

のものを製造して戴くことができた．

　電機子導体のガラス巻線もまた改良宅nねて・メー一ヵ

に無埋をお願いした．

　磁気材料・構造材料も，あるいは試作研究をあるいは

製品の精選等に努力して戴いた，

　絶縁材料は当社内で，あらゆる種類に亙り殊に整流∫・

30↓504）

電動桟 　　　　　　d

かノフリンゲ

，

　ノ

　　　／

歯車装置

　　　　　　6図　『妃　　置　　1刈

Flg．6．　Arrangement　of　main　m吐）tor　and

　　　gear　unit　with　c・uplil〕9．

関係について試作工夫を傾注して，A．1．　E．　E．蝿程B

種中の最高級のものいわゆる完全B種に達することが

できた．　この間における関係者の努力は非常なもので

あった．

　これは従来のB栢に比べて次のような特長・を持って

いる．

　すなわち綿・絹・紙等の有機繊維を廃してガラス繊維

を川いる．従ってマイカ・アスベスト・ガラス等の無機

物がペースとなるわけである．またボンドや処理用のワ

ニス類も従来の天然のセラソク系の代りに耐熱性の優れ

た合成樹脂アルキッド系のサーモ・セット・ワニス等を

川いて寿命の増大，絶縁の高級化を図っている．これ等

は現在審議中の　1．E．　C．　（lnternational　Electro－

technical　Commission）のB種に相当し，これまてわ

が国に行われていたB種より遥かに優れたものである，

　次に各部について概略説明する．

　（1）　整流子　セグメント・マイカ及びV一マイカは

新式の合成樹脂（アルキッド系及びビニール系）で接1口

したitJのて．従来のセソッンのものに比べ強度が増し，

高Xiilにおける安定が良く，整流了片も特ハ川りf究により完

成した優秀なものである．

　（2）　・ブノシ保持器　金凹｝こよる精確な鋳物である．

　（3）　・ノフシ　特に整流子面との接触が良女∫となるよ

うに杉慮が払われ，スプリット（分割）型を使用している．

　（4）　フラシ圧力調整　　調整がとくに容易な構造と

なっている．

　（5）フソシ閑撚取団ユ1　いわゆるエンド’マウ

ンティングで，取付け，取外し容易でかつブラシ接触点

B］β］

M
ff

［8

［β

　　7図WNドフfプ　　　　8図釣掛式
Fig．　7・WN”gea・c・upli・g　　Fig・8N・se
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「睡r、

」

9”

　12図　カノブリング

Fig．12．　Gear－coupling，

　　9図電動機断而図
Fig．9。　Section　of　trilctio［1　moton

にできるだけ近いところてンフンプしているので．’fラ

シ接触点が正確に保たれる長所をもっている．また．tx・一

ミナルを外し，ボノしト1本をゆるめるだけで容易にノlf”liJa

，iJ一能で堅牢である．

　（6）．・ノ・シュ・リ＞t・’　閃糸各の際軸受に被害が

及ぱないように保護する．

　（7）　vノェッジ　高速度電動機ではバインド線が多

量に必要て，従って損失を増すのでウェッジを用いる．

　（8）　・フ．一ノuン・テープによるシール　　溝絶縁とつ

イル・エンド部の絶縁との接目を，そのli∫擁性により密

封してクリー・ミージによる絶縁破壊を防ぐ．テソ1！ンは

（C）級絶縁物で高湿に耐え，屯気i絶縁物として1，優秀

で，しかも日∫擁性に富んでいる．

　（9）　］E機J’・　・イ　’し｛．よノ∫　ノスときホ泉．

　（10）　ファン　軽合金で，鋳鋼の1、のより丈矢である．

　（11）　ソ了ン及び端蓋は軸受内φ｛6を抜かずに取外せる．

（12）r／L・　一　！，　丸型の鋼材酪接のもので材質もil・｝

味してある．

　（13）　一体フし一ム　　整流r側の端蓋はフし一ムに

溶接してあるので，軸受及びブ7シ保持器の位置が精確

傷’蒙・こ’cぶ

＄、　墜

．　　　　　　ぢ差

煕騨左
““一’：

1．7

　10図　電機子

Fig．10．　Armature．

　　斗

11図　歯　　車

Fig．11．　Geur

MB一ヱ447－A眺中：電繊共㌘WN式駆，’脚，1・佐藤

に保たれやすい．

　（14）ベアリング・カートリッジ　整流子側軸受箱

はいわゆるカートリッジ式で軸受を全然分解せずにluee

子が外せる．

　（15）（16）（17）近機1㌘巻線，界磁巻線の絶縁はすべて

完全B栢で，有機繊紺を駆逐してガラス繊維を川い，

耐熱性の優秀なサーモ・セット・ワニスで処理してある．

　（18）　引出線　　ネォゾレーン電線を用いている．

　なお電機」㌘の動的不釣r惰tは，充分少提にまで修111し

ている．

7・駆　動　装　置

　剛は一糊三な蹴1製の剛｛箱に収めて，弼U」の反

作用は，ゴムを介して台中：に受けるが，：rムに無理がか

からないように，簡単で巧妙な文持法を採用している．

　テー一・一一・ローソーベアリングを川いてあるので，歯

中：の噛合いは，飛沫潤滑により円滑を極めている．

　づビゾル・インターナル・コニキスターナノレ・キごアータイ

プ・カップリングは，軸長の短いスプラインを2箇連結

したもので，内側の歯先は適当な曲面に丸めてあるので，

円滑に可擁手の役目を果すことができる．

　歯車，カップリングとも材質，熱処理，工作精度等充

分に吟味してある．

8．む　す　び

　ここ数イ渓・本邦電鉄界は漸く三†噺脚こ入り，新型式

の冠中：の試作研究の動きがみられたが，昨今特に活況を

呈してきたのは恒琶動機の大量発注による影響が多分に

あったと杉えている．幸いにして，これを契機として技

術水準の一大飛躍を遂げることができ，近き将来全面的

に採用さるべき高1鍍・1縄冠動機の設計・工作i2i・材料

に亙って，最新の確固たる基礎を築き上げることができ

たことを喜んでいる次第である．
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F 型 制 御 装 置

伊丹製作所

小 川 清 ＿＊

Type　ABFM　Controllers

Seiichi　OGAWA

Itami　Works

1，まえがき
　本制御装置は100HP．の1：電動機を持つ電動中：の総打1

制御に適し，2～10両編成で地下鉄のサービスに対し経

済的で信頼性の高い運軋1ができるように設計製作した．

　中：の重量は空II［で40　t，定員乗車で47・7　t，満員．莱中1

で55．4tで，架線電圧は600　V，11電動機は：IOO　V・

1⑪OH．P．を2台永久直列に使JHしている．

　制御器只は現在高速度電中1日」として最高級の電磁空気

単位スイッチとカムスイッチが1三体となって，材料と構

造に新技術を取人れ，磨耗部の信頼性と≠了命の増加を図

り，維持費の減少を企図している．り口速度は非常に同

く，ダイナミック．／レーキを持ち空気と伯：IUして減速度

も高く，表定速度を高くとれるように工夫してある．

2，運　転　性　能

本制御装置はtiのような条件で次のような秀れた運転

性能を有している．

　起動時は直並列自動加速で，空車から満載の問で常に

32km／h／sの一一定加速度が得られる・架線電圧　600　V

で満載の場合，直列最終で10kmlh，並万1」最終で22km．ノh，

弱め界磁最終で28．8　km／hの速度となる・

　制動時は自動ダイ’｝一ミックプレーキで，定員乗小：で

2．05　km／．．h．．1．sから4．1　km／h．．’sの減；L！i度が得られ，更に空

気ブレーキを迫ljllして最人5　km！h，．sの減速度になる・

電気ブレーキと空気ゾレーキは自動的に併用され，ソし

一
キハンドルの操作だけで両方が制御される．全グイナ

ミックブレー　・ヤは58km／hから15km／hまで作lllし，

8km！hで無効になり，最後の停llこ1こは空気ブレーキが

ド1動的に追加される．50km／h以上では，ダイナミッノ

ブレーキは弱め界磁で作川し制動力は減少する．ダイナ

ミックプレーキの可能な最高速度は90km∫hである・
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笠芭L
1図・ヒ1▲11路つなぎ図

Fig．1．　ConnectiOn　diagram．

3、制御方式（1図参照）

　ア．起　　　動

　加速度が高いので川滑な加速をするために，加速ノッ

チを多くしている．直列8ノッチ，並列5ノッチ，弱

吉

「！

脇

ζぷ

、i’． Lli’

2、　 図　　戊」イ丁ノ　・ノイ．ングiUl糸皇

Fig．2．　NOtChing　cul・ve（P・werin9）

ABFM型制御装置・小IU

r－、

θ1訳　　過負荷継電器

c1ぐ　　限流継電器

　　RC郁助コィル
　　βC　制動コfノし

SR　　限流継電器〔惰イj’、2ス，ト・ソチング）

BR　制動継電器（．ノレーキ作川中）

LO　　　運動締一切継電器

／，R　　　低電圧継電器

∫・℃　　　界睡弱め器

Dv　　速切電磁弁
LO．II　連動締切電弁

ER
BI》

EMv

非常接触器

制動保護継電器

非常吐出電磁弁・

　　　　め界磁5ノッチで；ノこ計18ノッチある．直列の

　　　最初の4ノッチはいわゆる捨ノッチで，起動

　　　時のショックを除去し，弱め界磁が50％まで

　　　　”∫能なために界磁をli秀fg分流器で弱めて，5ノ

　　　　ッチとし低速度で高加速を得るとともに高速度

　　　　運転をri　s能にしている．抵抗短絡と組合わせに

は電磁空気単位スイッーf・を使川し，加速度は減流継電器

で決定し，単位スイッチのインター1・ックで1’1動ノッチ

進めを行う．制御電源は蓄電池をフv一トした電動発電

機から供給され，電圧は32Vである・弱め界磁は電磁

空気操作のカム；｝jlj御器で行う．3．2　km．h∫s　の一：－t　iJil速

度はゾし一キの可変荷屯機構で変化する加速抵抗器を限

流継電器の補助：・イノしに直列｛こ入れて，荷重にょり限流

点を変更して行う，

　1：幹制御器は3位置あり，1におけば全抵抗を挿入

した起動で，2は直列の最終まで，3は並列の弱め界磁

の最後までとなっている．直列から並列のわたりは橋絡

法で，牽引力を変化させず川滑なわたりをすることがで

きる．

　イ．ブレーキ
　起動時に使川されるスイッチはノし一キにおいてもす

べて使川し，．ノレーキli］として高速度からブレーキがか

かるように充分な抵抗器と短絡用スイッチを追加してい

る．ソレーキノッヂはユ8ノッチある．

　ヒ幹制御器洲魍1の位置でノし一キハンド’しが連転位置

にあるすなわち惰行の位置では，ダiナミックブレーキ

回路ができ，60km／h以ドの速度では弱め界磁ノッチが

スホ・ノテfング継電器の制tiiijを受けて低フレーキ電流で

逐次全界磁になるまで進む．速度の変化に対し弱め界磁

ノッチを戻しているから，フ1レーキをかけると迅速にブ

レーキがかかるようになっている．速度が70km／hよ

り高い場合は最初の電流が大となって，下り勾配で電車

が過速度になるのを防IIIする．

　・ノレーキ弁が運転位置で主幹制御器が尚1の位置におい

f507）　33
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　　　　　　　　　　　　　300　　100　　　　　　　20fi
．． －

　　Amp編OP

　3図制到ノップ・ンクilll線

Fig．3．　Notching　curve（Braking）

uao

て，フし一」弁上部の’電気部分でダ’イナ”’ソケ．ノレー，1・

をかけ，スボッテtングの結線にする制御kli路を閉じ

る．フレーキ位置では，ダイナミックフ’レーキがかか

り，減速度はプレー寸ハンド・しの位置できまる1〔［通空気

圧に比例して選択できる．このために，直通空気圧で動

作するアケチュエータで変化する可変抵抗器を1堤流継電

器の補助．・イノしに直列1こ入れて，限流点を変化する．

　定員釆中：で4．1km／h！s以」．二のil戎速度を希望する場合，

速度が15　kin、．h以ドの場合にはいかなる時でも空ぷ

ノし一キが直ちに併用される．空気ゾし一キ装i置に連動

締U」電磁弁があって，冠気制動が有効なときは卍磁弁が

動作して直通空苅S；と中継弁へ至る管の；・t9．絡を断ち，直

通空文（管から連動込め弁を経て中継弁へ1．　’）たる管に連絡

する・すると減速度4．1km，1h∫sまでは連動込め弁で空

気圧を空気’／レーキのかからない圧力に減圧し，4．1km／

h・s以Eの減速度にする場合は直通空気管圧をあげれば

比例して空気ブレーキが附加される．速度が15km／hか

ら8km／hになってダイナミックゾレーキが無効になる

にしたがって連動締切弁がirl磁され，直通空気管が中継

弁に至る管に連結されて完合に止るまで空気ノレーキが

閂：llJし，　ダイー・」一ミ・ソクゾレーキと望竺三（フレーキの’／レー

十力をr†せているから，切換の際もショックがない．

　．ノレ…「弁，中：掌弁，一｝1幹制御器のデッドマンスなど

で非常空気．ノし一キがカ・かると，竃ki回路を開き7”　fナ

ミッソ．ノ1し一キが作川しないようにする．

4．制御器具

ア．　主幹制御器

4　図　　Kl、－281　）f，Ll

　　　．．主幹制御器

Fig．4．　M三lster

　　　　cuntreller．

　ll幹制御器は1リ筒が2つあ
り，　〕逆1止di　J　fi’flと　1三1」ll；∬カJij’〔二・・1〔lll

に組立っている．この円筒が制

御回路の動作に必要な回路の開

1羽を行う．接触指は軽合金鋳物

のプレームに取付けられたユ列

の接触指台に取付けられ，鉄阪

のカパーで蓋をする．

　円筒の軸はヒ蓋のヒにHlて，

11ハ〉’ドtLは非常弁をf動かせる

ためにばねによって唯直に押E

げる運動と，川筒を川転するliil

転運動をする．逆転川筒は機械

自勺にiヨリfflとfンターtt・ソクさ

れ，　1：IO筒が断の位lie｜1になけれ

ぱ逆転川筒が動かせないよう

に，また逆転円筒が断の位1’f￥iiで

はEiiJ筒が動かせないようにな

っている．

　　イ．接続箱
　鉄板製の接続箱は床一ド取付｝こ

適する構造で低圧回路の各器具

三．菱電機・Vol．27　No．12・1953



とれり線の接続をする．

　ウ．　主回路ヒューズ箱

　第3軌条靴ヒュー’、箱は台車の狭い渇所に取付けるた

めに小ni－Llとして，迩断能］Jをできるだけ人きくかつ耐振

に留意している．1三ヒューズ箱とともに銅片と庇気吹ii’i

があり，耐弧性の内箱にノ）っている．ヒューズ片は両端

のハンドルを川わぜ目．簡単に11ζ外せる．

噸

　　5図集電靴可溶器
Fig．5．　Fuse　box　for　collttlct　shc）es．

　エ．主開閉器・接地開閉器

　充分な通電容量を有する刃形スfッチを木箱におさめ

たもので，ll川路を間き1三川路の点検や作月川卯1弓を試験

するのICIUいる．

　オ．断流器箱
　2箇の遮断容匿の人きい電磁九ス（単位スイッチがあ

り，川路の開閉と過負f；『の保護をする．i口位スイッチは

空心のr1欠消コイノしと改良されたアーク案内があり，必要

な所には耐アー〃性σ）絶縁物を川いて5mHのインダ

ffンンス回路で　3，000　A　の遮断容是がある．インtx一

ロックは甲！造絶縁物のカムと，不銃鋼の接触指を有する

もので，接点は銀で充分なワ1プを持っているから，磨

耗や汚損による接触イミ良がなく、寸ヤップて回路を｜n］く

かe鉄粉の附首でリーシを起す虞がなく，動作確実で点

検を必要としない．iil位スイッチは鉄板製の箱におさめ

蓋との間には　7t／しトの防1」；⊆パッキンが挿入してあ

　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろ．　　1一tli　i滋プ・ド｛よ　一・　イ　ノし

6図　　ML－2　】32　型

　　　断流器箱（【｜ヨ貞い

Fig．6　　Line　brctakei・．

ABFM∫iil］llill御妾Ul’ll・・N　H

部分と空気部分を分

割してドレインが一S

f’しを侵すことがな

く，弁座は特殊の材

判を川いて，動作確

実で寿命を長くし，

かつ1輻品の取替え1：丈

容易な構造になって

いる．インター1．rッ

クの改良と竃磁弁の

改良と相佼って単位

スfッチの動作を確

実にして，かつ保守

にほと！七と‘ドノ亘1をし

7図　M2132　r！
　　断流裟翻11（側ifii　）

Fig．7．　　Line　l〕reaker．

　　8図　UP］32　ibl！　1．i5．位スf”r・

　　　　　（断　流　器〕

Fig．8．　Unitぱwhch　f〔・r　line　breaker．

ないでもよいようにしている．

　側面には2箇の過負荷継電諾幸があり，これは各回路に

人り過負荷の場合の保護を完斜こしている．材料の改良

により，軽1L小型となり，構造ヒ調整容易で高低圧混触

を越さないようになって1いる．低竃圧継電器は同じ側面

にあり，軌条のギ・、’ップや停電のときに400V以ドで

WJtLて，速切電磁弁の回路を開き過負荷の時も11ilじであ

るが，断流器の排気を多くして迅速に間く、継電器類は

点検容易なように配列してある．

　カ．　主　制　御　器

　　　9図
　　VM　200型

　　電　磁’弁

Fig．9．　Pt・lagnet　valve．
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　断流器箱におさめた以外のすべてのll要器具は各側面

が蓋で開閉できる丈夫で防塵の完全な鉄板製の箱におさ

．めてある一1映部には9　flgfの単極1｝1位スfッチと，6箇

の2極単位パー・　’i．を・；パ丸組合わ・せ抵抗1三締の側｜

をする．単位スfッチほ断1充器と同じ構造で，アー’／・ll

ッ・lfスが箱の外に出ないこと，人きさと容：㍑が川路電流

に適当にしてあることが異っている．2極1｝∫位スf・．・・∫・

ぱ左右のチソフの磨社が連うときも接触を同じにするド1

動、澗整機構がついている．

　右側板には鋼川筒の電磁空気｛梁作の逆転器と，ノ」行と

フし一キにかいて自動ノッチ進めをつかさどろ限流継電

器と，惰行時に弱め界1正三のス・1・・．「）’fングをつかさどろ

10図　CB　10191型．1：制御211｛正ψD

　　Fig，］0．　Main　co川r〔｝｜k・！・，

スホッティング継電器をおさめている．限流継電器は球

軸受のある特殊’ド衡型で，ギャッフを変えないので感度

が鋭敏で，また接点は充分人きく銀とカーポンを使川し

て，接点の荒れがなく接触確実で，かつ耐振型とLて優

秀なものである．

　左側板には電動機の界磁を制御する弱め1ゾ4磁器があ

る．屯磁空気操作のカ∠、軸式で，ヵム接触器は小型で電

流を遮断するものにだけ吹消機もlllを付けている．電磁弁

は単位スイt’・チに使用Lたものk同じである．

8”

　　　h

巳ξξs

　11図　CB－　15．］91刑・1：｝lilj御器1イf側図）

Fig．　ll．　Main　C・、卯・1｜1・i’　U’ighi・ide　vieW）

この側面に力行と制動にかいて制胡1川路を切換え二二荊

助継電器がある．

　キ．主　抵　抗　器

　起動と制動の抵抗器｛Xり

36（510｝

ボン型で，抵抗材料は1耐躍｛耐

12図　CBユ5－191型一1三制御器（左｛llll面）

Fig、12．　Main　contruller（］eft　9．　id　e　view）

振のものを使川し，枠は熱膨脹による変形を起さない構

造にしている．容枯は最も．1’1‘i酷な条件でも過禦1しないよ

うに充分とってある．起動川と制動ll1’・（”は・j’法を変えて

全体としてi5．：㍑の軽減を図一1ている．

ε投

　　13図
E、V－11－34・型

）UL　9蓮ll　ISk　iSt孝f、tz

Fig．】3．　StartiT〕9

　　　　　　reslst《）r．

　　　14図
　EW　IOI　33　，fi・．1

　制動抵抗器

Fig，1・1．　Resistor　for

　　　　｝’，raking．

15図　CX－103型誘導分流器

Fig．15x　Inductive　s．　hunt．
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　ク．誘導分流器

　ll電動機の界磁は高速度に．t）　L　i　一（50％弱め界磁とな

る．全界磁から弱め界磁の各ノッチにたいして，抵抗管

と組合わせた誘導分流器をIUいる．（15図参照）

　ケ．　主回路接続箱

　台唯を電動機をつけたままi｛し体から外すために，申：体

配線と台中．配線の｝ajに設けて，箱の蓋を外すだけで簡単

に回路をフ♪離いか味奏触には充分のワ仁些1自i積を持

たせていろ．

爵n血鱈　臼

　　16図
　TW一ユ61　t，tl

　－1：川路按続箱

Fig　l｛～．　Juneti“n　t｝｛）x

　　　　i“1’m：1hl　cir。

　　　　cuit．

コ．アクチュエP夕箱

ダイ．ヲ．ミックノし一キのド祭に，減速度を　2．05km．，，h．s

　　li図
　AC．48型
アケーヂー1t－L．箱

Fig，　17，　　Aetztごttt）1・．

から4．1km！h／sに変fヒさせるためのア；1チュエー’1と

”∫変抵抗を納める．アクチュエータは直通空気圧に］1｛）

動作し，レパーを介してrT∫変抵抗の軸を回転し，この抵

抗は限流継電器の拘li助コイルに直列lc　1’【Tj　4されて限流点

を変更する．

　この箱には非常一ノレーキの際に電気制御回路を1］1：］く非

常継電器が納めてある，これは非常．ノレーキでll働管が

減圧すると動作するものである．

5．試　験　成　績

　池袋新線の開通にlt　，’tlって既設線で2両試5寒車ができ

たので，その試験の紀果について性能を検討Lてみる．

　試験中：は空車で35．7tで，荷屯時は42．3tである以

y↓はピ電動機，1聞御装置，プレー一「装置は新線用とII1］．・

ll”1

｜である．

　ア．起動試験
　起動試験の才シt・の一例を18図に示す．これは空車で

’r坦線におけるものて，起動時の最初の牽引JJは28kg　t

であり，ノッチ問の牽引ノ」の変fヒも25kg．「tで全然人体

にその変化は感じられず，スムースな起動をしているこ

とがわかる．限流値も確実で，各ノッチで限流継電器の

動作確実でノッチ飛びは見られない．この場合のiJ［1速度

は3．4kln／h∫sである．中：の重量が新線川とERなるので

IJIr速度は異っている．弱め界磁率は最終で49％で，川

路宙流の変fヒの少ない所からみて．誘導分流器も充f，〉　tl

でンタ“ク！xンスを持っている、

　イ．制動試験
　制動試験の1シμの・例を19図に示す、これは中：両

ln：㍑42、13　tで，’1｛坦線において　50　km　h　の速度かe、

’1”

f十1ックフし一1をか｛　．rたものである．最初．ノL－

1’・ント’しを操作＋るとO．7秒てr・い一ジ・J＞”／“［こ空

t〈（カ：ぺり々台きノ），　　｛〕．5　‡’Y！二つと　ニビイ　ー｝’ミ　ソ　ケーノ　し　一　iカ：イ∫

効になり，・レー1・i　Tlンタの空ご（圧｛tドり始め，　U川

口ご三・・．tピ，1

　　　　ノ　　リ
　　　〆　　　吉”1－

．、＿⊥＿＿」」

．＼ぐ＼＼＼N－一’一一一””’”一”一一一一

R，∫：イ．屯元

9 U」ゴL当L

　　　　・±
　　　　　：
1三lr．二毒圧

酋 同 「1、

18図　起動試験の一例　一力行（PE－IB｝
Fig・18・An　ex・lmple・f・tarting　test・P・werillg．
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主ミ

丁一

／．E、

ゴ＜

⊆
三．ミ

フL．一．≒．．シリン？己口

Qモー’．㍗三子．嵩圧一一一＝丁一一一一

＞s
、．＝．～

　　 ヘユ∈Lb．

速

プし、一．牛jLンド）｜．↑亘置

　芦　　　　阿1 bL！siiu：

r→
1 1 1 I　　　I　　　l　　　｝ 1 ‘　　　　‘　　　1

　　　　　　19図　電　空　併　Jl）時　iliU動　〔BL．．1－2B｝

Fig，　IY．（・｝・cill・9ram・f　e｜eCtr・・t’，lu．Ulコ・Etic　s（・r・ice　b・’・ke　aPl）licati・1・．

t　　　　l　　　　l　　　　l

えにあたってショッ：．ケはない．グ．fJ’ミッ．t’一ノ1し．一一・1．が

ユoo％になった時の1三電動機の端｝1’・電川は最．1く405、「で

9（⊃km／hからダイ＋ミ・Y　’i／フ．レーキを有効にか肋’得る

ことがわかる．．ノッチの刻みとゾレーキノ」ロ）変化につい

ては起動時と1．司じ．くTE確でシ・ヨソクを！惑じない．電気’／．

し・一・、・i【1はーノし．一キシリン．タ←1｛：jjは　O．7　kg．CI1や　！ご’ノ｝そ三〔

プし一キは待期の状態になっている．電気プレーキ最終

ノ・ソイ’では，庵気一ノ．し一キノ1がill支少するにしたがってゾ1

レーキシリング圧力が1．｝仙Uして，｛Y・s’のゾし一　・1．力を’

定にし．て電空併川ゾレーキの妙味を発揮している．減速

度は4．6　km・”h．”sで，これは．新線川に換算する．と4・］km．’

h／sになり，電気一．ノ．し一キの最一ノく減速度の設計値と．一致

している．

6，む　す　び

　以ヒ述’vsこノ三ll則郵lll生ミ『斐の等寺！こをそ塁．ピノる．

（1）．起動にあたって，充分な捨ゾ・ヂ・と橋縞1‘芝りと相

侯って高．加速度，ショックしスであり、弱め界磁を50

夕もに日引日し高1虫1辿｛云力こて1きる．

（2）　負荷によって加1；虫這流を変fヒ［．．　り日速度を・一’定iこ

一ポる機｝績カミキ）る．

（3）　　ノ　ッチ逢隻めは口力感度の艮艮病i剰］葺E；㍑と，　硝1：だな　イ　ン

’之一・・．・1・によってノッチ飛びの虞がメ真い。

（4）　惰｜：」：川は制動回路ができて，常に弱め界磁．ノッチ

を速度に応じた位置で小電流を流しているい身，ゆるスボ

ッ．元”　’fン．グを採用L，制動が迅速にかかるようにしてい

る．

（5）　制動はゾし．一三ニハン．ド戊し］d〈の操作｝こ］1り，電気ソ．

レ．一キを常旧とL空ヌ（ブし一キをド1動l！l勺に川：則Lて各’：

の特色を．刊川して，高減速度を円滑｛こ得ら才1る．

（6）非常プし．一キ1：よ空気ゾレーキで安2確実にかけ．ら

れる．

（7）　担1打［スイッチ，斜．L合わせスイ　ツーf・IX　［llX㍑ノミぞもllヒで，

各部1粘は信頼f／1｛を」・曽加し保修d，r・がかからない．特｛こ．f

ン．’9一ロワヶ，電「磁弁の故障を絶無にするkうに．｝マ｛意し

ている．

（8）　．ll抵抗；！9は軽邑而」久性のリボン型としている，

（9）　剰把E器警糞は材“ネ：｝片積巴を［没良し，　i怪ぱで」友1；ψ1をrLlさ

ないCのとL．ている．

　　以ヒ「要糸勺すかば；1司街珍ミ｛醍とし一．．f，　i1獅申1イだ・．で・経；㍑fヒL，

かつ故障を起さないものというべきである．
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ブ レ
一

新．：，菱｝臼1．：，原d臼｛f・1製作所

もタ

曽 根 嘉 年：

キ 装

Type　SMEE　Braking　Devices

Yosllitoshi　sONE，

Mitsubislli　I｛eavy－lndustries，　Reorgallized　Ltd．，　Mihara　Lecomotive＆Air　Brake　Works

1，概　　要

　ぷ渕動装置は，帝都高速度交画；「団殿池袋線の新造促

中・川とLて，ABFM発電制動付制ill・｝1装置とともに装備

さiしている．

本装置の1三な特長二

（a）　　！fij中：」」蜂r㌧li可‡k｝こ1匙1し’こ日：，　1　な1．、し　ユ1　11吋‘相IJ．1〔．lg

　に適している．

（b、　常川フレー・1．作用は1箇のゾレー1弁・・ンド’しの

　操f’トにょって，fE電，空又（両制動が川S’F’；に併川できる

　にうになっている．

　　十なわち発電制動と空気制動とを連動せしめる装置

　を備えていて，ハンドノし角度を進めるにしたがってま

　ず発近制動が次第に強まり，さ£）に制

　動度を高めるために・・ンド・し角度を進

　めると．最人発電制動ノ3に空気制動が

　附加さ1t，最終の］こソレー・〉位置では，

　そのときの釆客f：」　ill：に応じた，i！l容最人

　減速度が得られるようになっている．

　　とくに空気制動に関しては屯磁空気

　自ル目を伴うセ1し『ノラップ式ソレー・！弁

　を川いているため，緬成全中：両のツh気

　lliil重JJノ」もハン　ド1ノしfrj匡どiこLじ：じ毎女鉋8　iこ∫曽

　減される．また発電効果がなくなると

　同時に同効果の空気制動に切り換えら

　れるから，敏速適確で合理的で融通性

　のある制動作用を行うことができる、

（c）Jl籠『ルーキ伯三用は自動空気制動

＊技術部長

　のみで行われるj：うになっており，．ノレーキ弁操作以

　外にブレーキ管または連結器☆一スの破損，f　1〔C　iii．：弁操

　作・突当コツ’1，ll幹制御器（デッドマン「ス装置）に

　1：り何時でも適用される．

（d）　乗客荷重変動に対する自動的調整により，加速度

　および非常一ノレーキを含む最大減速度を常に一定に保

　つ機構を備えており，釆客荷百の変動が行われる戸閉

　き状態の問だけ調整作川が臼：われる．

（e）電重腔気｜㈲機，第一つ亡空ぷ溜一f渕・i†－1：ノ」調

　整器，その他圧縮空～く（源占二lliil］11を一一体として申：に取付け

　中：体ドの管系を簡lll各にしてある．

2．プレPキ装置各部の説明

rこ蹴まぞ「，ミ

　1図A－1圧縮機装・置
Fig．　L　A．I　Compressor　un三t．
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（2・ユ）　A1川縮機装置

　　圧縮空気源胡；品を川枠にのせ’て1事体に取付けており・

　また圧縮機の振動が中：体に伝わらないよう防振装置を

　fl川えている．

（　　i　）　　　　　　　　’t　ti　重力　’ノR　　父（　｜　　1　：　看1㌔　i　卜幾

　3Yc空気圧刊1機

形式・lo’LYリ1膓メ

　　　　　　　2rttk　l　l：縮

シ　リ　ン　．iiw　i：　ユ27mni（b

グ径　　’高圧　63．5mrn（h

ス　ト　1「　：8911〕nl

一
ク

吐川E．9．5k9／ノCm2に
ノJ　　　　’．t3一いて

ト川広‡k：51i〕1”pnl

空気・【t：570　Vmin

氾

電

電

Iili｜転数

Yl｛ollA屯助機

重．り：601｝、

ifi［　：　　6．8」＼

川1：　3．7｜LP．

　　：2．10｛［rPm

　　a．〈電動空メ（圧縮機はとくに小型軽肚で川1速1［11転であ

　り，『ド記の部分は従来の車両ll川1縮機に比らべすぐ力

　たW］［造になっている．

a．構造．上筒形弁式で｝よ開閉のオ・くれをヒじ㌃ので一r

　板をば1ねで押えた白動弁式としている．

b．　回転数を高力ると各部温度ヒ昇とく｝こ弁蓋の温度が

　高くなるので，耐久性を杉えとくに効率の良いものを

　得るため2段圧縮としている．

c．二1三軸受は滑り軸受を廃めて球軸受とLている．

d．　各甜潤滑は従来の飛沫給汕式を圧力給ilil式に改めて

　いる．

e．電動機の動肋漣方式は騒1㍉紡1ヒのたL内！榊：伝達を

　避け，ベノしト駆動としている．

f．　始動アンv一ダ装置を，没置Lて．電動機が全速に達

　する迄圧縮行程を好｝めないkうに保11隻装置を設けてい

　る．　仁装置は給油圧力の低い問は無負荷となるから，

　澗滑．不充分にkる・事故メ、防1ヒできる．

（ii）　冷　却　装　　置

　　圧縮機よりal：出される空気は高温であるから、元空

　気溜に流人する迄に充分冷却寸るため，r「．ノタ／Lつ

　と称するソtン附管を使り1して冷却効果を挙げてい

　る．

（iii）　　　　［　1：　　　戊l　　rJ員　　［整　　 k、÷

　　S一ユ〔シC型をJHい，電動機制御1ぱ調整川ljJ人位置

　8．5kg∫cm2，　UJ位置　9．5　kgi’cm：　にてrfわれる．　また

　この澗整位置で白動抄［水弁を作動きせる．

（iv）第一元空気溜
　　　L部に安全弁あよび圧力1汁を取付ける．’交全弁調整

　は10．5　kg：cm2であり，圧JJ計は圧力調‘鴛叱器および安

　全弁の作動検査を便ならしめている．一ド部には排水r・

　　ツクおよび自動排水弁を取f・1・け，川動排水弁は圧jJ・；｝・’・1

　整器の人位置isよび切位置におい一こ元空気溜内のドレ

　ンを排出するように作動する．排水　・’rックは残余のド

　レンを抜くために附加さかている．

40（5141

（2．2）　　；）’y2J亡’i；旨三（ih’｛　（ユ6’「x42’”ブXl武　120　リ　ッ　1・ノし）

　　8．5kg／cm竺ないし9．5　kglcni　L’の圧縮空k（を貯え空

b｝しフうツフ

加罰“．＃

里田接触611

／巳1しフニう1リノ遠『・訓

Llijfdf｝i．L：’t

2図　ME　42　『　し　一　．｝．弁

　　Fig．2．　Br“ke、ulN・い．

　気／し一1．装置，その他の作用に供’1・る．

（2．：S　’｝　　f共糸∩？と三（i｛￥｛　（ユ6”×42’f㌘☆己　120　リ　ッ　1・’し）

　　ノ亡空気溜の漏出に女」’して保護されて常に7．5kg．］Clll　’：

　の空圧を保ち．ノし一キ装ii戊の作用に応じてll三縮空禄を

　’／し一キシ・vンダ．直通空気管，ソレーキ管等に供給

　する、

（2．4）　ME　42ソ‘し一キ弁

　　本フし一キ弁は列車ゾし一キを制征1するために各連

　1転十掃こ，没けられている．

　　・／し一層「弁’・二い1位i；’1；は弛め，運転，常用一全ブレ

　ーキ，非常，ハンドル取外しの5位置仁り成っている．

川弛め位置（ハンド・し1収ぴ）

　　直通空気管圧縮空気を【白：接排川して急弛1｝”ノiVIJをfi’

　う．

（ii）　　；追‖シ　1｝㌧：‖’｜1　（s・・ン「ドIL　frj　l更　12∨）

　　運転中は常時こe）位置に一ンド・Lをi川．この位置

　一ごは空気（セル『ノラッ’ノぽ」はり也ダ）f、‘d置となり，　／ミ・ト’川分ba’）

　排気弁は開かれている．’圭た　・般に常IU．ノレーキ後の

　弛・心に川いられる．

（iii）　　tSll’lij　1≧．／　し　一：Lf　f、1川i鵬　（ハン　ド’しftj匡ど20’　］：　り　75”

　迄）

　　常用一ノし一キ作IHを行う位置て，．この川の・・ント’し

　角度により制動減速反を決りじすることができる．この

　問で発電制動が作川し，空気セ’し．ノ．ノッゾ部オ♪よび電

　気セノし．ノーノ・ソノ、耶の｛乍用により，直通空気管圧力をO

　より5．5kg∫cm2迄ヒ昇する，

　　・仁ノレーキ位置

　　　ハン　ド’ル寛ll豆75・’て全フし一キ1乍1月力～（　］：才ノれ，　ll’1：

　角空気管圧力は5．5　kgi’cmL’となる．またこの位置で

　」ピソレーキ管に給気弁調整圧力を．i5める作川がf了オノれ

・ 1菱電機・V‘，1．27　No．12・1953



　　る．

（iv）非常プし．一キ1、1《置㍑ジド．パ・’渡］1助

　　　1選転．．手が事故を発見し，速’やかに中：両を停止せTし．め

　　る必要が生じた場合｝こ，・lt．位置を．使lli　－1；＿る．この位置

　　〒では発’rE‖frJ動効果を1新ち，　．／し一一1．弁［ll：II．｝1［より・／．　L

　　－．ll管空．気を急速’に排出せしめ，空気制動のみに1：る

　　非常’ノ．レー．、．｛’1川をlyi艸：に．伝1圭する．

（v）　　・・ン　ド’L月※ケ十L．．f・「，1　iXi．　（・・ン　ト’．・L．　frl　l芝　150’））

　　　　ソし一∵弁一ンドノしを取外し．得る位ii」ハ1であり，他の

　　位置．ではハン　1．・’・しを取外すことができない、　この位置

　　．ではノし．一キ弁内の待弁は閉じらメ1，fE　’i　tl制動ならび

　　；こ’rじ磁ナトiロロ［各m＊jtたオtる．

　　管座の各管接「：はド記の如く数字により川］示してあ

る，幻ゾし．一．；・管，＃3．k幹制御♂≠案内弁管，＃ユ0車

；｝9：丁「㌧i1了，　ニユユ　パ〔」庄iソ巨’ス（午了、　ti2ユ　£：〕．’べ（寸∫ゾi’1；

〔、2．ii’）A．1川日」装；；’11

　　3つの管取付卜］こを4d，（　v’）ボ・し1・て　・体として中：f．ドドに

装備せられ各弁i．丈それ．ぞ．Aの管取1・1邸に・il・　a酬1川て

い：；．

（i）A管取付座
　　　　ノド管取1］座｝．こはJ形濾過器，M3給気弁，球形逆

　　止弁，非常弁，Bli二ろli1紺弁が取1柑ら21ている．

：．J型濾過器
　　　　元空．気溜管空1スてをA．1iili用装置内｛こ導き．人れる前

　　に，元空気内に合まれる塵埃を充分濾過するため，渦

　　・巻．［1：多i慮」也生≒；i’10．こよ　り上ヒ小交n～1．ノくきL、1皐｛巧ミを「余ヨミし，　　さS，

　　に．／」．・しト製濾過装置により細粒を完全に除去する．

　　元空気溜管llζf・川1に締∪」パソクを付け，　ド部に排’i〈の

　　ックを取付けていろ．

b．　　糸鳶　　ヌて　　弁　　　∫’11S

　　　元空．気を本弁にて7．5　kg，．／Cm2に減圧LてA1作

　　川装置．供i；．T’！；；k（溜］II’）ぷ弁仰こ送る．

c．球形逆止弁∴：i；

　　　給気弁ICり送人せら・れた圧縮空気を供系r↑．気溜に送

　　り，その逆流を防止して空fぺ〔供給源故1；ILiliの際に供給空

　　気溜内空気が，元空気溜とと1，に流出することを防．止

⑯，．門つ
逢鋤「1．コ電泌

　　．ナる．

d．非　常　弁　部
　　　非常ブし一キ．η1川において，シリンダ圧力急ヒ昇才♪

　　．にび・ノ．し一キ管減lll急動作．川をつかさどる．　・kた’乍気

　　．ノし．一∵装置の最《ljの込めを制衝卜］一る・

e『・卜　継　弁　部

　　　　常用プレーキにす・いては直通空：気管kり，」卜’il∫ソ．し．．

　　’＿．ヤ．｛こオ♪し、tごiよ」卜’ill’プ下臼□目｝．こよ　り（共糸r㌧ノ：旨～式i留より）］三Cノ

　　か．，可変荷ln調：を通った作川空気川力を受けて供給空

　　矢［溜空気を／し．一キシリンダに送・ぺすることを中継

　　し，また弛め作川では作1ば／1竺気圧りが減ぜられるにし

　　たがい1情ll空気i留と．・．し．一キシリングli⑯連絡を断

　　ち，7’レー－1シリンダ’の圧箭：i空気を排川する作lljを行

　　うtこれは相当人きな流ぽを有し，・ノレーキシリンfx”

　　Q）ノ＼きさ才．トよUパ敦にtf，〕」・レ・・ず．　急」主なる．］ム、η伯lllj・い｝二

　　こ．てリ［Dピ）伯ll｝」を臼：う．

（ii）　C管取付座
　　　　儲・取f・脛に1ま込めプ．ゆよびiljl澗整電磁弁い「M

　　：．；ユユ）　カ；月《りr寸1すらtil，　f事ト勺1こit　2．5　　リ　ッ　ト　’tvづ，急、璽吻

　　ツ；旨気C占くカ㍉；雀け’；ノオ↓てL・る．

aa込　め　弁　部
　　　　最初の込めの際に（共給乍気溜が充り♪．；ムめられる迄づ

　　　し．一．．1．シリン．グを1／ll川せしめておくため，非常弁ヒ．く

　　　トンを非常位igtcに留めて．心くように作川する装置で，

　　調整圧力は2．⑪kg．JCin　L’にしている．

b．再調整電磁弁部
　　　　来客荷1乖：変動が行才・れる戸開き状態のir，］だけ．励磁さ

　　れるもので，｜1∫変荷弔：弁川を1‖1］’枯するためσ）供給溜空

　　ぷを結排気制θ‖する．

（iii）　　D　：1丁：　Lk　付　丙≦

　　　　焔・取｛・脛に｝ま1・1三ll拐．・．］：τ馳y・1．臓弁（VM30ユ1）連

　　動締切電磁弁clVI　，i312）連動込め弁，可変1河弁才・

　　よび逆止琳1当板力；取り付けられ，かつ1臓弁一11変

　　担ξむt｝器に女・」．づ　る閂じ線端｝」㌘子「カ㍉没［’rら4tてL・る．

a．作「｛．1および弛めlti磁弁部

　　　　　・．し…．．弁の電気セ・ビ・ラッ．．・部にlii’｜脚せ川「．、電

S入．1EE　．／し．・一キ膓ミ1；弓・“’A艮

　　　　3図

Al作ill装置
Fig．　ll．　A－1（1）peratln／g’

　　　　　　mnit．

1515，・41



　磁一空気作川により直通空ス（管川力の込めおよび弛め

　を行うものである．

b．連動締切屯磁弁部

　　発電制動が作川Lている問励磁せられ，直通空気管

　の圧力が川：接中絹；弁に送られないように締切って連動

　込め弁へ中継しており，発電制動が消失するとともに

　消磁さjMて，直通空気管圧Jjを中継弁・へ通じる役日を

　する．

c．　　」上i．1．動JtLy、ピ）プ：ド音i；

　　発電制動作月1中li’［通空気圧力3．5　k9℃1が迄は連動

　締Uj電磁弁より送られたlll［通ウ院k（を0．5　k9，　cmL’｛・c　Li・il

　圧Lて中継弁に送る、Lたがってフレー．1シリングは

　41胸に制輪j”を軽く押付け空苅li【働の準備をしている

　ことになる．最大発電制動力以1二のフし一キカが必要

　　とな力にi　／し　一へ．弁；築竹川こk　り，［［‘1：通望｝三文（希㍗1十三ノ）は3．5

　kg℃m2」：り5．5　kgi’cni2迄増加されるので，．ノし一1

　シリンノ圧VJを0．5　kg：Cm2より　2、5　kg／Cm2迄｜「liめ，

　空メ（制動力を附加iする役目をする．

d．可変荷重弁部
　　戸開状態の間励磁される臨凋整電磁弁より送られた

　供給空気溜圧力によって，可変荷市弁が作川し調整機

　構が動かされる．叩1体荷玉：は揺枕は’ねのたわみ量によ

　り計測せらかるようになっているので，これに連動し

　て加速月1可変抵抗器の抵抗値」？よび作IH圧ノ」調Mはね

　が荷亜に相応する値にH動調整される．したがって加

　速の均合は限流継］｛［器の動作電流値が可変抵抗器にlt

　り調整されるので，荷屯変化に拘わらずノ定の加速に

　を保ち，非常フレーキを含む最大ノレーい削塒のノ

　し一キシリンノ圧］Jは東客荷iW：に相応Lた1直に制限、凋

　整されるぴ）で，荷爪に関係なく　’定の最ノ〈減速度を得

　ることになる．

　　調整弁による．ノし一キ’；リンメ制限IEノ」は次の通り

　である．

　　　二空　　中：4．O　k9、3cm：、　満日中15．5　kg”cni：

e．　逆止弁付⊥｜板部

　　侭装置は空気供＄1〕源がliik障の劫；合．供＄1’空気溜への

　供給が絶たれるので，直通空気管より｛lll給空気1留に圧

　縮空気を供給する作川を行う．

（2．6）　　メ〈　引’　LLI　ノ」　1汁

　　各運転台のゾし…キ弁の近くに設けられ．・し一キ任

　および直通空，気管圧．ノJを指・」こすふ

（2．7）車掌弁（B3．C）

　　各1工転台のプし一じ弁の近くに設けられ，車掌が非

　常事故を発見［た場合，非常．・L一冒’i；川を力：うたv・

　に日1いる．

（2．8）　　」卜∫i「1じf滋プ「　（VM321）

　　各中：両に1箇川いD・れ，運伝台のソし一　弁の近く

　に山けられる．福じ磁弁ド．・し一キ管圧川こよって動

　作するS－30型，1卜常継1じ器に接点をイ∫し，ゾし一1㌧ぼ

　圧力が3．5k9／cn〕二以ドになった際に．sレー1管の非

42　｛516，

　常減圧を行う．すなわち，非富プレーキ作用の伝達促

　進および供給空又（溜の不ilSの圧力降ドに対するプレー

　キ装置を作動せしめる保護作用を行う．

｛、2．9）　突当たリコック

　　台車に載せられ，列車の進行に対して軌道突当たり

　部にょって作川される時，ゾレー　・1’管を非常減lllせし

　め」卜常プレ・一キ作月」を行う．

（2．10）　．ノし一キシリンダ（UAHT）

　　各台中：に4箇取り1寸’け，車体からゾレーキシ・リンダ

　ホ・一スで直接辿結せ品）れる．

（2．11）．・い一キンリング締切・ッソ

　　．ノし一ぺ；リンダ管を容易に閉閉し得るように中：の

　横側にしパーを出してある．本・Tックは二，ケ　ックに

　なっているので，閉めた場合’ノし一†シリンタ「内の空

　気は排とHされる．

（2」2）　　］）－5　菖Y3｝よ〔バ笛弁

　　警報するたわに［1〔の芥端｛こ設けられる．
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（2．13）　，i∫変荷重作川機構

　　可変荷重弁により連動され，台車標準面に対する1；’il’

　枕ばねのたわみを可変荷重弁部に伝えて中：両の荷1巨：度

　合に応じた自動凋整を行わせるもので，戸閉め後は車

　体側に折たたまれる．

（2．13）　AC　48型アクチュエータ箱

　　S30　il’V．，Jl三常継電器え弐よば〔｜∫変抵抗器IJ’AC　2　H型

　アクチュエータを1箱に収めてある．非常継電器はブ

　し．一キ管に辿絡し，非常’ノし一キの際は発電制動回路

　を切り，作川電磁弁回路および非常電磁弁川路をJI多成

　する．

1）ング圧ノ」として示す通リO．5　kglcin’zであって．単

に制輪子を申W§に押付けているだけの力であり制動力

にはならない．一弓∫アクチュエータは直通空気∫i㌣1王力

ユ．7、3．5kg！Cm2の1－lllで作川し制動川1｜∫変抵抗器を調

節して発屯制動を漸次強める．直通空気管圧ノJが3．5

kg／cni！以ヒとなると，発電制動JJは最Jcに「Nた」Lた

まま連動込め弁の作旧1こより・’　L一キシリン」”が増lll

されて、電空「†成のフレーキカが得られる．

　列弓「速度がトって発電効果がほとんど消失すると，

連動締切電磁弁が切となるので，直通空ぷ管圧JJは直

ちに連動締切電磁弁を通｝）中継弁に作用するから，　ノ
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　アクチュエータは直通空気管に連絡し，直通空気管

圧力が1．7　kgi’cm2ないし3．5　kg．／cm2の範囲内で動

作し発電制動を強める作用をする．

3．発電制動望気制動連動作用

　発電制動用回路は常用ブレーキ範囲（ハンド’し角度

約28～93°）で作られる．列lllil速度に応じた発電制動が

有効に作用している問は，同回路中の連動締切電磁弁

は直通空気管圧戊」が直接中継弁に作用するのを抑えて

いる．この電磁弁の作用で連動込め弁が直通空気を減

圧して中継弁に送る．その圧力値は4図のブレーキシ

し一」シリンタf圧JJは直通’ノど気管圧力と等Lくなる．

この連動締切電磁弁が切となった際のブレーキシリン

ダ圧力による制動ノ」増加は，そのときのプレー　’1弁ハ

ンド・し位置に応じた直通空気管圧川こより定められる

発電制動力と等しくなっている．したがって辿動締切

電磁弁切の時，冠空併用プレーキから空気ブレーキの

みに移行する場合，制動力には変化がないので不快な

ショッ7を生じることなく「1動的，［iJigに行：われる．

　故に運転f：は発電制動，空気制動の差別を意識する

ことなく，列中：減速具合に応じハンドルを進めあるい

は戻して所定位置に停li：させることができる．

SMEEブレー－V装置・曽根 ↓517143
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No］Fuse　Circuit　Breakers　for　Electric　Cars

Shigeru　TAKAMI

Nagoya　Works

1，ま　え　が　き

　車両関係に才3けるノt一ヒュース遮断㍍の｛吏川は，米国

では占くから普及され目新らしいものではないが，わが

国では昭和25年1到鉄の・等寝台1］［空気〔澗和装置用制OllI

鼎に初めて採川さti’1，その後国鉄納ぺのDD－50型ジー

ゼ・し電気機関車の補助川路に，さらにこのたび高速度電

車にも進川し得たの二、この機会に屯中川ノーヒゴーズ

遮断器の特殊性・特長などの概略について紹介する．

2，直流600V用ノーヒューズ遮断器

　ノーヒューズ遮断器（ノーヒューズあるいはデアイ6

ン遮断器とは商品名で，IL式にはNF型気中遮断器と

呼ぶ）についてはこれまでたびたび紹介されているので

その詳細については省略するが，標準遮断器の定格冠圧

は600VA．C．，250VD．C．（50Aフレームは250V）以ド

であるため，電車・列車などに用いる場合には回路電圧

によ一、て制限を受ける．　般にわが国にオ”ける宝苞中：への

供給電圧は，直流600Vかあるいは1．500Vで，その剤

助「「il路電圧は供給電圧そのまま直流600Vかあるいは

100Vが大部分である．したがって100V　llll路には標準遮

断器をそのまま適用てきるが，直流600V回路には直接用

いられないのでドr記のように特別の上夫を講じている．

　（D　50Aノし一ム遮断21こは3極用を1図に示すよう

　　に各極直列に接続Lて用いる．すなわち600VI）．C，．

　　1．極遮断器として川いる．

　（2）　100および225A　プレーム遮断器は直流600V

44（518）＊技　術　部

デノ’イー1ン消弧室を目jいる．（2図参照）

3，特　長

電中：用ノー一ヒューズ1遮断器としての特長をダ1」挙する

と次のとおりである．

（b　熱式要素（パftタIL　］二Uは反限時の引外動1ノド特

　料を有し，瞬時的過電流で酬ノi：せず，持続過氾流に

　　k．、て動作する．この動作持性はヒ：，．　一　J・〈の溶断特

　性のようなばらつきはな（ほぼ◆定である．

（2）　電磁引外要素は危険な過電流あるいは短絡寵流

　　を瞬時的に開放する．

｜図　5ぽ、　ノい一

∴IP，↓YOoVD．C．

15～5帆遮断器

F｛9．1．Dei、川「usc
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　　2図　10｛ハ及三225A－．JL＿∴，6f）OVD．C

　　　　　遮断器川一：．ドf〕ン消弧室

Fig．1・terivr　vi・W・f　a・c　h・X・f　dei・1・breaker．

（3）　引外動作特Vli（．t取付を変えても，ほとん．ど影響

　を受けない．

（4）　ハンド・‥たよび’．一一スはヒー’tド製のため操作

　か安全である．

（5）　　ノ、ン　1，’ノし　機午措i．丈弓11S・1”liiPfg．　〔　ト　llツ　r〆．　ノ　リ　ー

　3fプ）である，

（6’）遼断器はlll入，早山式トッゾ・し機構’であ，て、．，

　ンkノトは・栢溶S？’i性の銀合翁よりなり．かつ・’tアf

　オン消弧室付のため1耐久度は人である．

（．7）　過電流あるいは短絡屯流によって動作Lたとき

　には，　ハン　ド’しは　tt　ON”　と　t’（）FF”　とのほぼ中

　間の位置にきてトリッ1ノの，s（　・；kをし，またそぼ）原因

　を除き・・ント・しを　“OFF”のノ∫向に倒すことによ

　ってiいヒ・．・トできる，したがってヒューズのように

　いちいち取換えるr・放が省けるため電申：の逆転能率

　を高めることができる．

t8）　多日｛遮断器はりこ通引外機構を．有十るから，い’11ー

　れの極の過電流にk、て」、1こ極1司時に開路する．

（9）　多極遮断器を寸1三列接続した1極遮断器では。同

　　．．・L．＿ムで電流’走格を2～3倍に増人十ることが

　できる．11表参照）Lたが’tて取付」易所が節約でき

　る，

4．性　能

　ノーヒューズ遮断器の性能に関する基準は，米国の火

災保険協会かよびNEMAの児定に川ずるが，電ll）1円の

場合にはその特殊性に鑑みそれらの規定とは　・致しがた

い実情にある．このたび帝都交通池袋線の新中：に装置さ

ilた50Aフし一ム、600VD．C．，1極，15A遮断器の性

能の・端を紹介するとの次とおりである．

　（D　’F均引外動作特性：3図の川線に示す．

　（2）　耐久度：60⑪VD．C．，15Aで毎分20ir］1の速さ

　　で6，000川おkび無負往；1で4，000川の連続Vi・1閉をK
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　うも各部に異状は認めない．

（3）　周囲温度の影響：定格は周囲温「匡25Cを100

　㌔　とし，そtlより　1C　ヒドすることに定格は約

　1．5．Ooの割r？で減少あるいは増加する．

（4）遮断容｝ま：約1，000A．4図に850A試験［「｜1路

　の遮断試験オ’ittグ’フムの　・例をrS’す，

（5）　1耐衝撃電圧波：　泣低5川｝OV．

フレーム

FN　5nA

NF・『10｛、A

NF　225A

極　　数

1

2、：t

　　1

2，3

　1

2，3

1表　電鉄川ノ・一ヒ、一．パ盛断器一・覧表

　　定　格　電　圧

　　　600VD．C．

　　　125VA．C．D．C．

　　　125VA℃．D．C．

25｛IVA．C，125250VD．C’

　　　6（．）｛｝VD．C．

60（［VA．C．D．C，250VD，C，

　　　tio（［VD．C．

｛YoOV　A．C．　D，C．、250　VD．C．

：議監壷、5慰含；

15，2亘），30，40，5（1

15，　2（，，　30，　4f｝，　50

6（，，　7｛．［，　Sf｝，　10f）

15，2ユ｝，　3（〕，40，50

12⑪，　140，　180，20f〕

60，　70，90，　1｛，（」

250，　30｛〕，　35↓），　40n．　450

125，　15n，　175，2f［り，　L」25

備

3桃遮断器をILil：列に接続する

標準遮断器

2擁遮断器を並列に接続する

標準遮断器

600VD．C．2榔遮断2涕を．並列に接続；．る

600VD・C．川以外1：よ鶴ll準遮断器

600xt　D．C．2←llY遮断器を、脆列に」妄続．1・る

600xTD．C，川以外は操準遮断器

備考　各遮断器t：f．最大1［こ流定格二自動引クト装置なしの開閉器ヒ［て川いることかて±乙、

卍用申’ノ’一ヒ、一ズ．遮断器・高1，、t 151Y）45



nt　　　　4

ORCIj｝了c（｝191）ITI　ON…s9◎A．箕

dy／xz　D’－c，

　　　　・一璽rT．，、r…r　￥・ft　．．．，

　　　　　　　　　　　4図NF　5［い洲V　D℃・1P，15A遮閥器，遮断試験i；リフムの・一・ttill

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．4．　Oscillogrtl｜11．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機用五動機，電動発竃機，・パ・ニラ．リヤ，軒聯，暖房
5、応　用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ilJピーち・‘川一一P一ラなとがあO、帝都交通池袋線

　ノーヒュー．ぐ遮断器の電申：に，1’）ける川途の分野（よドと　　の新中：には

して簡助回路関係一C’．違k（設胴の充実とともに増加の傾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11’〉屯動発電機川路：
向にある、そぴ）llなものには制御川路iibE源，空気圧縮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50Aフし一ム，600VD．C．，1P，30A・1箇

ぷ煽パー・「・　　聴、，，．．　・2同気圧縮機電動機川路・

；ざ・　奉　蹴雛　，3い竺㌶；各1°°VI上C’1P／5A　1箇

　　　　　　　　　　、　　　　バ・　　　　　　　芸　　　　　　　50Aフし一ム，600VDC，1P，15A　2箇

　　5図

Fig．5Nい

　　　　　　　　　　　　　ぷご輪

帝都交」追池袋線，新巾二川、崩助川路

ノー‘二’一・．分電盤141口｜路1

Llse　swit・h　hoar・・［・f“u．xi川iars－cirC・it．

を5図に示すkうに・つの鉄箱に納め，・・ンド・しは操作

を容易にするため箱の麦両｝二露出L，運転室のL川に没
！￥．t＿レ　　　　＿，’　．　　　一t

［ri．tEL　＿H；万．

6．む　す　び

　電鉄関係におけるこの種遮断器が従来の保元菜装置に比

べて優れた性能と特長をf∫するため，この戊∫川への発展

は相当に期待されるが，今後の使川実績を杉慮L．さらに

1：い遮断烈の提fllξを念願している次第である．
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己　斐　健　三　郎：

New　Otsuka　Ignitron　Substation

Kenzaburo　KOl

Itami　Works

帝都高速度交通営1・］1で！ド川新設せられた新ノ＼塚変電所は

去る1⑪112H官庁監査を完j’　L≠こ．1「1］所は［1動変電「り1

として将ねよ後楽園変lt［IJi　kり逮万監視制｛1・IJせられる’1、

ので，受電22　kV、1白：流給屯4川線の新鋭イ’1　一｝．川・lf

ン変電所である．

　使用整流器は：菱GN型水冷式fグナ1卜1㌧で，

600V，1，500　kW，　IE負付公称定格のメ、のてある．ユセ

・ト6／／；・より左り，脚こ予備イ川一でト1，、？、シ

2ポが設肘きかており，将」（は2セ・・トに増ll「乏ぜられる

筈である・－1三変川器その他の機器はすべて屋内川として

浦酒な二階建建屋（18×10m）内に設置せら2rている．

1図は所内の㍑・＋〈卜ロン整流器，制御盤および配電

盤を示すものである．

　村ハ⊥臼叩・整流器はノ＼容嗣蛉式の最鮒1ゆも

ので一ノ刷設川苛1告を始め附属装1岸弓・にも多くの改善が

加えら」，Lて宕り，従来のfグナイトロン整流器にさらに

・層の優位杜か加ノーられ一ている．

　　1図　新大塚力・｝・川一∫．変電所

Fig．　L　Ignitr｛っn　set　and　s、、itch　1）“ai・d　F（，r

　　　　Shin・Olsuka　su1）stutiOII．

＊技術部

爾 轟

“・一，、，㍊ざ

≧

詳墾

2図　イ／．▲1い㌧整流器

　　Fig．2．　Is・niti’011　s川．

　　これについて略述すると、まず性能的にみれは，新L

．・内；∵｝；構造によ．て電流’容量とLて4、000A連続、5、O〔｝O

A（L）OO　．06負荷）5フ♪川オ｝よび7，500A　（300％負荷）

21）［ii，」の｝∵f酷試験において熱的，電気的に充分の余裕を

・］こしている．また効率としては　97．⑪～96．6％のrl’IJい1直

を有している．冷却ノノ式は水冷」Vであるか、同容肚の風

冷式に比べて非常に小型で1ボ「（llk±1は　1，470パ2．200nmピ

ごある．一・ノノ騒音発生がなく静粛であり、かつ変電所内

が蔓F一過熱せらかない．これらぴ）点をヒ記の負荷特性と

と’1、に杉慮すれぱ600xr，1，500　kWあるいは2，000　kW

の人電流の場合はメ＼冷式に多くの利点があることが小さ

れる．　とくに本イソナでトLtンは、　rグ子イトvン乍体

はもちろん水銀ぷ．ノその他一3一べての通つて部に銅製ハイ

／を使旧してあるため耐蝕性が」1：常に強：，かつ人なる

傾環メc流速の採lljと桐侯．、て／k垢堆日も実績iLほと入ど

なられない、　Lかも本変電所ではさらにfli冷2㍑か設置旦

られているため、づC冷式の最人欠点を完全に角干決してい

る．その他排気装置関係としても高温度において高性能

を発揮する新型水銀吉ンプと，新たに川1発せら豹た’・T・

一 ズ型コ・・：・か採川一む、れてポリ、この結果は1ヒ成所要

時間の非常な短縮とな一．て示されている．

1521）4］
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Fandelia　for　Electric　Cars

W｛asaharu　TSU（jE，

Nakatsugawa　Facto1’y

11ま　え　が　き

　∫（中：や電中σ）客室に扇風機を取卜1’けて乗客に快的な旅

行気分を味わせるノ∫法は，1？から行われていることであ

るが，その扇風機は，殆ど・般市場に川ている卓ヒ扇を

畔掛型にLたものか，または小型の大1卜扇等が用いられ

ており，従、てその効果もノ〈して期侍されていなかttた

が，ノ｝般帝者il高速度交通営団の池袋線に使用される新型

中：両に，JOI・‘1．の有圧送風機を｜Uいた強制換気り式を採lll

ぜら由ることになり、その送風機の製作を当｛：場にごド

命戴いたので．以ドその｛1椋、構造、試験紀果等につい

てのべる．

2，ファンデリヤとは

　ノァンデリヤという名称は当地の商品名一（e，　その語i原

は普通σ）扇風機と区別し中：両専用ファンとして風を送る

ばかりでなく，客室の天月：に取付けて他の器具との調和

がとれるように，外観，意匠llにも，特別の考慮を払一，

た扇風機という意味で，ちkうと㌧t・ンデリヤが｝｛（｛明と

装飾とを兼ねていることからもじ．、て付けた名称であ

る．

3．仕様の大要
　中：両はかりでな（，多数び）人の集る場所に、換ぷの必

要なことはいう迄（，ないが，その場合の必要換気ぽの計

算は，普通次の諸条件からきめられている．

　　1，　室内のCO，の含有枯をある価以ドに押えるこ

　　　　と

　　2、人体その他からの発生熱枯による室内の温度．L

　48　‘522，　＊　手※休」剖：

　　　　昇をある1川以ドに♪ilえること

　　3．　湿気，臭気，細菌等衛生ヒから決めら］げこ換爪

　　　　1川数を基とすること

　こjnらから出Lた換気Illlは何れもノ＼体の生理上必要な

最低価であ．．て、四子を通じて変わらないものであり．

必ずしil、人が快感を覚える新∬空禄の必‘安吐ではない、

　特に夏期の満員氾d4：の中などでは采客の皮膚か非常に

汗は’み，更にそi．Lが蒸発していわゆる人いきれで耐えら

れない不快を感じるもので，とてメ、ヒ記の川窟から計算

Lた緩漫な換気沽では追、つかない．

　しかしこの場合でも窓際の乗客は進臼1川はかなりの風

速を受けるので爽涼感を覚える．こ2！は風に当ると皮膚

1・．面からの蒸発作川によって，1司じ湿度であって♀）涼し

く感しるからで，つまり等感温度が低くなるからである．

このように中：両内の換気は生理Lの必要換気肚の他に，

ある程度の風速を乗客の顔面になるべく均・に当てて，

皆が窓際にいると同じ†鳩惑を昧うようにL．なけれはなら

ない．地ド鉄の坑内淘度は路ヒと違い夏冬の差は少い

が，川度は若ド多い．（1図参照）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

〃η細“

餓刀

es！1

，S　fl　）　　fi　　／　　ti　　ρ　∫ti　、，　，．／tt　　．　　x　J

　　　1図　地．ド鉄坑内温度llll線

Fig．｜．　Temperature　in　subway　IU川leL

：菱竃機・VoL　27　N　o．12・19留



　特に地下鉄の申両は危険防止上の見地から側窓が路面

電車のように広く開けられないので，夏など室内illll度

40『C位に昇ることがあり，それ迄でなくとも湿度が高

いためにとてもむし呂く感じるので，強制通風はどうし

ても必要にな一、てくる．

　一例を示せば車内湿度29’Cで湿1ξ90　％の時，乗客

に快感を覚えさせる風速は次の通りである．

　　　　　風速　0．5msで等感温度27℃

　夏の快感温度は19～26CといわれているかC

特に，li：席の乗客の顔面に

ように送風することが必要である．

満員電車のl！：席乗客の分市，

計算すると実際に快感を与え得る必要瓜い［．が川て来る．

　　　仕　様

　　型式　　W社式有圧軸流送風機

　　送風亡　　　　10⑪mηmm

送風速度

回転数

最大径

最尺高

亘動機出力

風　圧

1　　1nls　　　　　〃　　　　　26．2’C

1．5m／s　　グ　　255C
2　　111．「s　　　　　〃　　　　　24．8C

　　　　（ヤグ1・一氏のデータより）

　　　　　　　　　　　　　，乗客

　　　　15～2mt’sの風が・様に当る

　　　　　　　　この数1直を基にして

　　　　　中：両の内容日首をぢ慮して

1．5　m　’s（拡風仮前り1niの距離に

　おいて）

900rPI11

700nll）1

215mm
200　W

8mm水柱
一車両に6箇を3箇直列に2組使用する．

　　　　　　　　　平一9　　コ限

　2図20inファンデyヤ1則面図
Fig．2．　Side　view　of“　Fandelia．”

4．構　　造

　ファンデリヤの構造は2図～4図に示す通りで，主な

部分は・モータ，羽楓拡風撤・よび取付台からできて

おり，全体を車体の天井にゴムの緩衝座を介して4本の

ボルトで取付けられる構造にな一，ている．

　モータは直流直巻式，2極全閉型で，枠は鋼板曲げ，

両側フラケットは鋳鉄でできている，炭素　ソシはド側

フラう1ットの筒型ホルダに納められており，簡単な装作

で外部から点検，取換ができるようになっている．

車両用ファンデリヤについて・柘植

，

　3図　　20in　フ

了ン　1ヤ（下部
よi）見ろ〕1

Fig．3．‘‘Fandelia”

i、1〈兀ver　9．　ide　vieyv、．

　4図　20in　ソ
アンデリヤ（．ヒ面

より見る）

Fig．4．‘cFandelia”

（upper　g．ide　v三ew）．

　動作屯圧は200Vであ’nが，600V電源を使用するの

で絶縁には特に注意した．

　羽根は硬質アルミニウムて作り，半「り球形のボスに10

枚のゾレートが鋲付けしてある．特にフレードの足部（

ジュ）　・Lミンの当て板を両面からかしわ1・1’けて回転によ

る振動音を防いでいる．なお新Lい試みとして羽恨全面

に塩化ビニー’し液を1iF：目にT1　・・一トして，各部の振動共鳴

音を防いだのは相当の効果があった．

　拡風板は風をドjJ’に’it：均に出すためのもので，ク1？∠、

めっきを施した4枚のコーン形銅仮を4本の取付パfフ

に［‘↓通させて同心円に配列させたもので，拡風角度は種

種実験の粘呆，20’　（垂線に吋して）と決めた．これはち

ょうど座席にいる乗客の頭部に風が当るに適当な角度

である．

　取付台は．L記のもの全体を体裁よく車体の天井に取付

けるためのもので，ド面は導風を良くするために大きな

Rがとてっある．材質は始め硬質アノしミで試作したが，

振動による音響を防ぐためと，タ↓見1二の重厚感を与える

ため，イC製とした．但しひずみをなくすために，多数の

細いセクタを貼合せ充分乾燥した後切削，塗装を行った

ものである．なおこの取付台の円周一L4箇所に，取付の

際の機体支えと，万’取付ねじが弛んで落ちた上易合の落

ドを防ぐために鋼板製の安乙金具が1寸けてある．

5、試　験　結　果

　28年611最初の6台（1車両分）を試作して工場試

験をした結果はほぼ予定の成績であったので，これを車

両に取付けて実際に｝璽転して戴いた．

　ところがその結果ては風量，風速分布等がかなり計画

と異ったデータが出たので，再び1：場に持ち帰三、て，車
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両の模型を作り各音ll分の・r法を種々変更して試験してみ

た結果，ダ’1トの寸法及び，天U・i：と羽根との距離が1二記

の数値にいちじるしく敏感に影響することがわかったの

で，既に完成した車両は勿論，進行中の車体迄も変更し

て戴く等，営団側や，中体メーカ側に，多ノ〈の御迷惑を

掛けJO月中旬頃やっと営団fHUの御承認を得るに至った

次第である．その風速分布図を5図に・」こす．

　風速，風量とともに問題になるのは換気の場合の騒音

である．地ド鉄は走行中仕甚だしい騒音（恐らく1007t

ン以上）で話声もわからぬ程であるから，扇風機の音響

｜立は間題にならないが一亨11澗◎紅でフ・プ。や励

ては，乗客は不快でたまらない．然し狭いダクトを通っ

て10　m／s以上の風が吹き出されるので，どうして’」、あ

る程度の騒音はまぬがれない．これはまた羽根の能率に

も関係があって，高能耕S措響力沙なく，風の出が悪く

なればなるほど，うず流による騒音が増すので，羽根と

拡風板諏胎の材質酬蛾等時沁をして，拡風板の

直ドて80’1’ン以ドになるようにLた．普通の卓ヒ扇

ては羽根の直前て6⑪～70　パン1、㌦のものであるから，

ファンブリヤのようにノく1卜高く，しかもil［体に殆ど埋込

まれて取付けられる構造のものでは，80ソォーン位でもそ

れ程，1恒こならないと思われる．

6、む　す　び

　車両用・ノァンデリヤはこの他にも前から12および16

inのものがあるが，いずれも普通の卓上扇の羽恨を使川

した，無圧式のものであり，今同のように有圧式軸流ア

Pの設、1｜’は初めての経験である．W社では羽根径23

inのこの禰．・γンを製作して二．，．・一　il　一一　ll　R）その他の

都市の地ド鉄に使用されているということであるが，軸

流ファンはダクト構造のいかんによって甚しい低能率，

高騒音を発するので「1享前に車体メーカ側と緊密な連絡を

とり，車体構造にマッチしたファンをそのつど設計しな

ければならない．今回の製竹：に当って車体1一力側の多

大の御協力を得たが，その間終始懇切にご指導下さった

交通営団の束理事，宇川ll課長外の皆様に厚く御礼を印

一ヒげるとともに今後の御援助をお願いする次第である．
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車 両 用 晶亀 動 発 電 機

神戸製作所

小 山 建　　次N

Motor　Generators　for　Electric　Cars

Kenji　KOYAMA

Kobe　Works

1，ま　え　が　き

　｛gB＄は地卜鉄用M－Gとしてとくに製作したもので，

その出力側は車両用螢光燈照llllに最適の交流200　V，

120clsおよび制御電源に使旧される直流36　Vの2種

類の電力を取出し得るようになっている．電圧および周

波数特性を良くするため，本体と別に磁気増幅器を使川

した制御器箱おLび一・般M－Gと同様の抵抗器箱を附属

せしめている．イく体の回転部分にははずみ車を附し，と

くに地ド鉄特有のセクション通過時における電圧保持時

聞を長くし，螢光燈が消えないようになっている．

2、定

電動機

発屯機

格

40kW（人ノ」），600V問｛）、45（lV），6．66A

2　1亟X　　ト夏・巻　（，凋整界｛滋f・D，3，600rpnl

完流側

＊技術部

　　1図　MG－47－S型電動発電機

Fig．1．‘‘　MG－47　－S”mc）tor　generator．

2図MG－47－S川転子
　Fig　2．　Armafure．

20kVA，200　V，2相，5A，120　c、　s，　p．f．・＝O．9

4　極，　複巻　（，｛周¶Z9；磁1本），　3，600　rpm

直流側

0．3kW，36　V，8．35　A，3，600　rpm，

4　拘i．　複巻　（，；j，i，1　＋Sik与雫磁f・『）

魁一一一…一一

3図　MG－・17－S制御器柏

　Fig．3．　Control　box．
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4図　MG　47－S抵抗器1，i’i

　　Fig．4．　Re：　ist〔｝r　box，

部マtt＋m

5図　MG－47－S　Jf，1］電動発電機接紅c要領図

F▲g．5．‘‘MG－47　S’”1mtor　generat‘」r

　　　　CC）nnectiOll　（1　ia　sf　ra　iTi．

肖iり　式　MG　47．S‖1望

　　　　閉鎖川己通風型　1．t－1み中：附

【E［　　量　　350kg

3，構 造

1Re

ク

o　nt）

v

　本体は混動機側および発電機側を同．’継鉄および同　・

軸ヒに糸ilv「ノ：てイイ鞘造にしている．発電機側は交流およ

び直流の巻線を同一’一鉄心に剤勺め複流発混機としている．

電機r一軸端に鉄板製は＋ノ叫1：を附し，はずみ中：効果が人

きくなる｝：うにしてある．イミ体とは別に制御器箱およひ

抵抗器箱を附属一［」一る．
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　　6図　MG－47－S型2．O　kVA，0．3　kW

　　　　　電動発電機特’1生曲線

F｛g．6．“MG－47・－S”2．O　kVA，0．3　kW　motor

　　　generat（．）r　charaCteriStiC　CUrve．

4，性 能

　本機は螢光燈照明電源として要求される特性を得るた

め磁気増幅および負荷補償装置を使川して竃動機および

発電機の調整界磁と剖llJ御している．ド機の接続要領は

5図である．図においてル／Aか磁気増ll｛，1器で、これに

よりF，，調整界磁を制ψ肌，人力竃圧変化に対する回転

数の変化を少なくするようしている．またC、T．電流

変圧器により負荷変動に対する電圧変fヒを少なくするよ

う作用せしめている．本機のf与性は6図の通りである、
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　戸 閉 装 置

伊丹製作所

管　田　恵　之　助：

Door　Operating　Mechanism

Keinosuke　SUGATA

Itami　Works

　このたび帝都高速に交通7；1団池袋線向新；口口中二川戸閉

装置としては，種ノrの新［二kと共に，応降客の混雑緩和

と停中：時間短縮のため，中：体両1則6f；日所の乗降日をとく

に幅広くしたヒ，新機軸の両開き弓［「ノ∫式が採旧さ豹た

ので，30年余にわたり戸閉装置の研究改善に努力を1F：ね

てきた当ト1：では．　1’分なぽ術資料と製作経験とに基いて

工悟を進め，　｝川良好な戌’”（を以’．、てめてたく完納丁る

こ｝：がてきたのて，こ：にその概要亡和介すろ．

　仕　　　様
1不〔ド条rI　JF多Jtこ

　乗　降　口

　引　戸　臼：

操作方式
　電　　　圧

　空　　　圧

戸閉機械

数

程

　　最大回転角度

両開き引戸連動機構

両「ヲ月きj・（引「「

2×3，”1両当り

2x650

庖磁空気式

　38V
　7．5kgi’cni：

差動式歯車型

1ユ5D

　中：体片側3筒rり〒の乗降口に設けられた各2枚宛計6枚

の弓1戸に対して，1∫閉機几は中［1811川両腕付2台と端1－il；

用片腕付2台の合計4台が設置さ2t，連動機構にユこり3

図の如く各引戸と関節結ご↑さオしている．

　すなわち，rい央部用戸閉機和田まその両腕に結合された

緩衝ばね付リンク・別設された軸受をもつレバーおよび

引戸に調整取1寸されたリンケにより中央部・端部lll疎降

口各片方の引戸を同時に連動｜ll］旧し，端部用戸閉機械は

そのll“腕に取付けられたレノ・一および引戸に調整取付さ

れたリンクによって端部の他方の引戸を開閉するように

なっている．

　これら4台の戸閉機民は優れた調速性能をもっている

ため，各乗降口間閉動ftr．にオ♪ける緩頂作川は適1ξに調節

されていると共に，時間的に両りP・iの開き終り，閉め終

りが一致するよう，澗整されている．

　戸　閉　回　路

　列車編成を変更する毎に，各運転室のWJ換開閉器を

＊技術部

1図　戸　閉　機　械

Fig，1．　Dc｝Or　engille，

2図戸閉機械
F｛9．2．　D〔｝or　engh1F．

「iiiL・「切．1・J｛ltこ2Lノξれの位置に∪」換操作『’s’ることによ

1）　，連結全中：両の操i！－i川路・信号同路等が合理的に作ら

れ，各回路共38V電源に接続されこようになっている．

　戸閉機い操作同路は一一投の弓合と同様で，最後部の操

作側にある中：掌スfッチの施錠を解き開閉操作すること

により，並列に接続された連結全中：両片側の戸閉機｝戒用

電磁弁が励消磁さか、各工降口の開閉がr詞一ノれる．

　運仏千知せ燈・車側］1日ぜ燈両［1｜！路とも，戸閉機械の開

閉動作に連動されている戸閉スイッチ｝こより開閉され，

（527）53



54（528）

巾

s’，1’

　F子」

　這

　㌻

翫㌧

1

e7

b一

「．1

§き．

li

ヨ　　　ペ

（ζ　＼
「一 　　　　、

＼

＼

一 鯉．一一

；

t’1

三．

t’1

　口
’、　トてげ

　増

　　／

1

／

／

H

」

『

｜

　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　　　　　

　　
　　 　　一 一

’ 一

1

「

　　　．．．／／．’1－－

　　　d・t”

＿L一

1

H・ f．

巴

肝

t　　　’．τ

　　 E

1

・・e

撃

睡

tsc‘

LE
已‘

s

｝三

1‘4’

Lr　　　‘．

11辿

r．／

　　バ
　　已
vr　　　’【t
》（　　、一

へ
　　　　
．，，；」

鵠1二
一一」　　　む
’s．／

　E
宅
一　　＝
　　　　巻一

　　口
h燭　L
自8
　　＝
匹L．．

　　o

　1斥品心些〔コ9！I
l

4

ノ㌻・

．／　．∨t」

　　　　　／　E
　　　　　／　　‘．〔1．

」
一

　
　　　　　　　　

・lf

興〆

1｛EJ

．i：」

＼

ノ．　　lv，．1‘．こ

／　lhl［憲

　　墓≧

　　　
　、　　　　　．、，．

　　　1贈
＼．　　　昼巨

＼，

tt．一一一1レ

1

y

匡
iそ

／／

i
s
1
t
／

三

・わ

宍

唇

＿

㊤

F
る

叉‘

§

七

く

区　rl

N　　Ch

　　丘

三菱電機・VoL　27　No．12・1953



Fig．4．（A）

　4図　（A）　．切　換　瞬4　閉　器
Changc　over　switch．　　　　　Fig．4．（B）

5図　（Al車掌・．イッチ
Fig．5．（A）　Conduct〈〕r’s　switch．

戸閉装置・管田

F｛9．5．（B）

前者はその側全車の戸閉スイップを直列に，後者はそ

の側各車の戸閉スイッチを並列に接続している点は一

般の場合と同様であるが，運転手知せ燈川匡名には非常

接触器（SMEEソレーキ装置参照）の接点が入tt　0ノれ，

非常プレーキが作用したとき運転r知せ燈が消燈する

と共に並列につながれている制御連動継電器をオソと

し制御川路を遮断する点と，戸閉スイッチによる車側

知せ燈川路の開閉とi司時に「1｝調整電磁弁（SMEEブレ

ー キ装置参照）が励消磁される点とが異っている．

　その外，列車最前部の運転者と1量後部の車掌とが信

号ブザーによって合図することができるようになって

hり，また非常報知川路を設け非常事故の場合は乗客

は貞先に乗務員に報知し，乗務員が直ちに非常処置を

とると共に乗客に応答するよう万全を期している．

　6図　・、A）　制御連動継電器

F：9．6－「A，i　Interlorkinsrrelay．

；蒸緊∫；、

　　鰍．．“、

Fig．6．（B）
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べ掃ll’1仙　　　　　＼ミ≡11｝ll！l≡襲．．”1『≡二D≡叢辰≡ミ　　　　　　　、’ytr　　　　　　　一i・，・ill：．　i酬‘一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r“”≒・亀．・・’w−　　　　　く　　　　　　、≡票�n，ヲ・・一　　’−t”　〃戸〃i学　　　▲結合蓄電器および塞流線輪　　搬送継電装置　　　▼（HKB型位相比較搬送継電器ll．．HKG型接地検出継電器武蔵境一一新鶴見変電区154KV併行送電線用一特長一1．　保護区問の短絡および接地故障に対しHKB型継電器　　IIKG型継電器および搬送装置の1組を要するのみである．2．3．4．5．6．7．8．高価な計器用変圧器を必要としない．系統の脱調によつて誤動作する虞れがない．区間内故障点の位置には無関係につねに1〜2サイク・しの高速度で確実に動作し両端の遮断器を同時に遮断する．単線送電線，併行送電線いずオしの場合もつねに同一条件で動作する．動作原理が簡単であり保守および点検が容易である保護区間両端の変流器問に相当の位相誤差をノEじる場合でも誤動作の虞れはない．高抵抗接地の系統においても支障なく動作する．＿誕甦鱗，聾咋誓　　　　u　　”f�f�jヲ　　　　表紙説明去紙ば　．内｛1　・，k　gL　］」速度交辿’tr　bi，　d　ul　ftL才琉リホ川，Ji紗｝1揃屯tちる　1　G｛s亘・1磯・）r叫齢機品　なりいF・1・1脚掲；は一］・い’Iff製品こL）　・．，請田・二八ごは本久をこ参ll　｛トさし　1｝�d体は全川製一・ψ州．ゲつ督1・1とな，こ」　［）．て」概略｛川は汐、）ご申．体ウト部JLこ定目両Sltl1111，｝t　：］こは・f，奴1‘　一り夕17，500nll112　7L｝01111112β10mIn　llO人　　｜ot　　30両Pt体製造社　白卓会社凡涼，日本卓向名｜�_�d近畿車向，川llJ車向台卓製造ri　イ1友G≧属　　　一一’一w∂鬼三髪電榔旅式曾爾t本　　社　東京都ffいU区丸の内康京ヒの　　　　Gじ〕　　利lIIエ倉（2｛｝）fVく　1631　　2311研　究　J，Ji兵f，lt県尼5ψ：r巾南白）水祈ロ恕竹所eg戸lb同・1・　IK和1【剛川1名子1ピ製伽ゾrff，占￥lb東区矢川1町伊月畏f］所兵「・｝パ川己1島巾南沽小Ss　14L　N　E’1所　」へ脇［IJ平戸小屋町旬噺機》ヒ伽折　兵r・｝・只尼排I」Th巾6�`小大船1場神奈川県鎌倉巾人舶世川谷丁場東京都｜tl川谷区池尻町郡II｜丁場　福鳥県郡山巾宇境梧町≒1川　1場　臼　山　sb　f中　野　ト　川1仙路　1陽　臼b県til」1路［1〕Y代田田」相歌山i場　和　払　［1［　lb　岡　川］ql津川丁場岐L詳県・いtV巾駒場’k’森福　岡　コ　場　　福　固　　dl　今　宿　　1〜　・｝・札幌修川］場　札幌　巾　北　　条　東12た阪邑＃c所　ノv阪巾北｜K　1’se北【il］8番地1　　　　　　　C竜1　知，Lら　t　15）　5251　　〔’名占屋�`：λ�dノリr名占屋［い1‘1・〈広小路凹　　　　　　（電1本局（2S）6231　5裾岡転よ所細岡巾ノ・神川（三妥［し｝　　　　　　　（電）　i吐i　（215821−　5825札幌営泉所札眠巾ノ、通11四3／5　　　　　　　（竃）　（2　2］78　　S911till台事務所　仙台　iiJ東　　番　」61　　　　　　　t7ピl　f山台　2573　　8057石川事務所　1・n山li」’女kJ　i1］23の2　　　　　　　i，貸£）　富【ll　db92　　5273広島事務所　広島山袋町1L明冶生命1，P｝　　　　　　　L電）　til　lf）5q　4824品松出張所　尚松巾巾紺陪町」4u）・，　　　　　　【電）17］1松31783250小倉出張所　小倉巾博労田163（富一1・ヒ・り　　　　　　（電）　ノ」、倉　3614rv｛利1　28　tf一　　第　27　巻　　第　12　5」一（帝都交通新線開通特集）目次旭袋　お茶の］＼問Pr線建ll如．’iv’fL成を前にして地卜鉄新線11ii川｜について東京地卜鉄新電［1｜の中体と台中ll↓ほ地卜八の電気り文備概要斯線P木vi1について帝都III　1（速度交通新線閉通に際して最近のア1　IJ〃の庖鉄MB　1447　A｝9t］iし中，U動機およひWN人IU働±ミ置（lil内「冒」速釣、口用いじ動機」辻ひWN↓Ul働装i紛ABFM　判】i」御歩ミ置SMEEフし一1艮置庖中用ノーヒ・一ス赴断器新人、塚イクナfトlt〆変，E所中両用フア〆一テリヤについて中両用竃動発厄機ド　閉　装　｛1’1鈴木パ」秀史　義胤了田1｜｜月己11月好己川間1川丸弘田実｜陪松田菊r巾35711131517i／i　ll湊　久　4文　　27／1、［［［著白　　・　32曽根塩｛1−　39［1白　　見　　　ρ乏　　44己iと1建二三良日　　47柘植正冶　48小川建次　51《1田恵之助　53（475）1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SUMMARY　　　Th…bw・y　i・T・ky・has　been・pe・・ti・g・1・th・li・・b・twee・A・ak・sa　and　Shib・y・・、ily，。xtendi。9°ve「　14・3　kil°met・・s・A　nexv　line・　h・wev・・，　b・twee・lk・b・ku・・and　O・ha・・mi・u．6．6　kil・meter・apa，t，ha・been・dd・d　t・it・・w・The・・w　li・・h・・been　c・・st・u・t・d　based・・the　best　techniq。e　i。　th。．ailw。yengineering　of　the　contemporary　world．　Of　all　the　high　Iights　electric　equil）ment　and　air　brakes　fornew　thirty　cars　are　the　pro（hlcts　of　our　company、　which　were　bllilt　exactly　aft．el’the　specification　ofnew　ca「s　i・N・w　Y・・k　S・bw・y・e・vice．　Ad・pti…　f　Typ・WN　d・i・il・9・q・iplllellt　a・cl　Typ。　SMEEbrakes　in　a　large　scale　to　electric　cars　is　a　matter　of　epoch−makillg　in　Jap2田．　　　This　number　g｛ves　all　Elc．c．ount　of　these　new　cars　together　with　substations，　electrical　works　andcivil　engineering　wo1・ks　of　this　llew　line．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　co］ltents　are　as　foll（，ws：★On　the　Eve　of　Completion　of　New　Line　between　Ikebukuro　and（．〕chanomizu．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Seis　hu　SUZUKI★New　Line　Pl・oject　of　Sllbway．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y∩shitane　HrGASHI★Carbody　and　Truck　of　New　Line．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Keizo　UDAGAWA★Outline　of　Electrical　Works∩f　New　Line。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yoshimi　SHIRAI★Civil　Engineering　W∩rk　of　New　Line．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yoshinobu　IWAMA★Opening　of　New　Line　of　the　Metropolitan　High　Speecl　TI’affic．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mitsuyoshi　HIROTA★Latest　Development　of　Electric　Cars　ir1　America．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Shinichi　MATSUDA★Type　MB−1447　Electric　Railway　Motors　and　Type　WN　Driving　Equipment．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hisakazu　SATO★Type　ABFM　Controllers．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Seiichi　OGAWA★Type　SMEE　Braking　Devices，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　YOshitoshi　sONE★No　Fuse　Circuit　B1’eakers　fりr　Electi・ic　Cars、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Shigeru　TAK−AMr★New　Otsuka　lgnitron　Sllbstεltion．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kenza．　buro　KOI★Falldelia　for　Electric　Cars．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Masaharu　TSUGE★Motor　Generators　for　Electric　Cars．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kenji　KOMATSU★Door　Operating　Mechanism．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Keinosuke　SUGATA　　2（476）池袋お茶の水間新線建設工事完成を前にして帝都高速度交通営団　総裁鈴　木　清　秀On　the　Eve　of（】ompletion　of　New　I」ine　betweenIkebukuro　and　OchanomizuSeishu　SUZUKLTeito　Rapid　Transit　Allthority　帝都商速度交通営1川‡，12JI　1くを＃、て都民侍望の池袋一お茶の水間新線建設illllを完成せんとしている．帝都における地ト鉄道の開設は，」Eに十数年以来のことてある，　今，都内にかける民間の高速鉄道建設計1｛liの跡を振り返ってみるのに，明治39｛卜川ilく桃介氏等が14ミ京地・！ぐ電気鉄道株式会社を、設⊥1’：して，品III一浅」∵川nか1：ひ銀序新宿聞に地ド鉄迫を建設Lkうとしたのが最初である．これに続いて雨宮敬次郎氏等が日本高架電気鉄道株工C会社を起して品川一南千住問および新宿一本所松代町三丁目問に高架鉄道を建設する計画を樹てた．しかしながら，これらはいずれも免許されるに至らずして単なる計画に終ったのである．　都内に地下鉄道敷設の免許を最初に得たのは，それよりff．Jlを経た大」E8年末，　lll・川徳次氏首の計lilliによるi」↓京地下鉄道株式会祉で，III川十浅草川．一］　’一よび中：坂町一南f住問に係わるものであつた．翌9年には，武蔵電気鉄道株式会社（東急の前身）が上日黒一有楽町問．東京i高速鉄道株式会社（小旧急の｜liJ身）発起人利光鶴松氏等が新宿一日比谷一大塚同，東京鉄道株式会社（三井系）発起人飯田義一氏等が目黒一押上間，池袋一洲崎同および巣鴨一万世橋間を，それぞれ免許せられた．しかしながら東京地下鉄道株式会社以外は，いずれも着工にも致らずして失敗に帰したのである．　東京地F鉄道株式会社は，地ド鉄道の先覚者たる早川徳次氏の熱意とllf’i心のドに浅1∵∫：一一ヒ野間を大正14年9月に着1：し，昭和2年12月これを完成した．これがわが国地ド鉄道開通の｜嵩矢である．同会社は，その後逐次工を進めて新橋まで全線8kmを開通したのてあるが，着一1：以来9年のHjiを要している．この地ド鉄道の開設は，都巾交通政策一Lまことに当を得たメjのであったが，同会社は新橋までの開通に全資力をつくしたので，これ以1−．の建設を進めることが困難となり，lluit）II一新橋間5kln余は，別に｝1（浜電気鉄道株式会VLと提携して；；（浜地ド鉄道株式会社を設、�d，1−，こli’1に譲渡Lたのである．しかLこの新設会社も何等なすところがなか一，た．　・り，東京巾は，大IE　14年5月都市言「1両高速度交通機関路線網の目黒　南．臼ヒ問，渋谷一巣鴨間，新宿一大塚間および池袋一洲崎問の4路線65km余に亘る地下鉄道敷設の免許を得たのであるが，財政上等の関係より長年の問これを実現し得ず，昭和7年10月に至って，その一イll；たる渋谷一東京駅問および新宿一築地間15　km余を東京高速度鉄道株式会社に譲渡したのである．この会社は，大倉系により計画され五島慶太氏が実際ヒの衝にあたり，渋谷一新橋間5km余を開通し，前記東京地ド鉄道株式会社と車両の相1「！t’i：通運転をなしたのは，昭和14年9月であった．同会社もまた，新橋までの粥通後は，他の建設工事を容易に遂行し得ない状態にあった．　およそ地一ド鉄道の建設は，こ0）ように困難なものである．都内における地下鉄道の建設計両が以上のように，4主体に分割せられ，渋谷一新橋一浅1∵・：間の開通をみたのみで，いずれも資金的の行詰りを上じ，しかも都内の交通状態は，地下鉄道の建設拡充を最も必要とするので，政府は，これに対処するため公共的なる特殊法人を設立して当らしめるのがよいとして，帝都高速度交通営団法を制定し，昭和］6年7Jj交通営団が設、ン：せられたのである．　交通営団は，設立後都内地ド鉄道の閉茱線」3よび免許（477）3線の全部を買収し，その整備拡充に当ったのであるが，設立後程なく突発した太’i《洋戦争の激1ヒにfl三い，一一部着f：した新線建設工1｝部政¢1・の勧奨もあって川止するのやむなきに至った．　終戦後は，戦時中荒廃した施設，申：両の復旧改善がまず第．’で，路面交通機関の復旧に先だち回復せしめ，さらに施設の改善，車両の増備をり：い，経営基磐を強固にした・かくLて昭和24｛「には，経済界の安定も得らZLる見込みとな・、たのて，ここに交通営団は，乏の設立使命たる新線建設を実施ナることとし，建設費総額53億余円をもって，最も有効適切と認める池袋線の建設に着f・したのである．しかして今回21卜有余にして完成せんとする池袋　お茶の・iミ間6．6kmは，戦災復興院において改訂した都瓶汁画高1虫鉄道網第四膓」線（，＊ll宿一H比谷．東京駅　池袋）の部にあたり，さらにり1続き東京駅，銀座JJ’面に延長じ市を行う予定とLている．　近時，都内路面交通は，自動中二の急激なる回復膓§展に1：り円滑を欠き，地ド鉄道建設拡張の要はますます痛感ti’られるところである．さりながら地ド鉄道の建設には巨額の資金を必要とし、建設後の運営は，その巨額なる資金の重圧により誠に容易ならざるものがある．交通営団は，今回の新線建設にあたり幸い政府より多額の財政資金を融資せられ，また交通営団のf訓」による民［i｜肢通債券の応募もそのつど予定額を超過するの艮好な成績で，終戦後他に類例なき大工事を完成することができるのである．　この尺工事をさらに意義あらしめるために，交通営団は，新線に運転する弓亙両において近代化を図り，他の電鉄に魁けて・新機軸を招1こととL．’」型高速度電動機を採用L，かつ特殊懸架ゲ法にょりまた制御装置も三這気制動も併用し得るL乏新式のものとしたのである．これらは，わが国電鉄「ll業において全く最初の試みであって，やがては国鉄電中：を初め郊タ十電鉄の中：両にも革命を箇すものであると信ずる．　交通営団は，新線の完成を迎え，その使命の屯かつ大なるを深くちえ，都内地ド鉄道網の完遂を図り，以って都民の交通の便益増進に遇進せんとするものである．4｛478）」．三菱電機・V（ノL27　No．12・195353−70帝都高速度交通営団　理事東義胤New　I」ine　Project　of　SubwayYoshitane　HIGASHITeito　Rapid　Transit　Authority　第2次ノく戦後川界芥都市の高1虫度交通機関は種々の面で新しい1揖浜に直面した．例えばその機構はほとんどがPublic　Authorityすなわち公有公営の形態にあった．僅かにマドリソドと一1fラデ・しフfアが会社として経営している，＝ユーヨーケだけが山運転局で運営されていたが，終にユ953年6月　New　York　Citv　TransitAuthorityと移り変った．　東京の地ド鉄も終戦後儲ES高速度交通営団法の改［］三で海外都市のそれと同形態になった．これは外国諸市のまねをしたのではたかったが同じ結果になったのである．この企業を遂l」：ti’るに謙llが杉えても一藩適当で！∬〔理がなく，またこの形態でないと充分にこの公益」h：業の日的に沿い難いからである．　海外諸都市の地饅ハ1は現今赤字経営で運輸収入で営業費を支払い兼ね、ニューヨーク地ド鉄の如きはその最も甚しいf列で収人は営業費の915％にLか達Lない．建設費の干1廿やノ亡舗て還等は思い8汲ばぬ］k態である．（1953イ1．71iから10　fl［｜の｝重賃をユ5仙にした、ただ目ヒ界ユ8都巾叩東ノ1（、ノミ阪．∵トリツド，シカーゴは黒字である（シヵコは20仙である）．　このような現況なので地下鉄の延長1二事は戦1〕ilあるいは，戦時中に着τされて未完成であったものを戦後再建して、開通させたのに止まっている状況である．　大阪地ード鉄は戦前1こ工事を施行した部分もあるが．天：1．1寺一西田辺川32klnを昭和271FユO　JIに開通したのは誠に1司慶の至りである．　東京地下鉄は昭和26年3月30［1に市tして，明29年ユ月中旬池袋　お茶の水間を開通の運びとなるが，これは各方面の多大のご援助のお蔭である．　現在，東京都の郊外から都内に人っているユ1の郊外電中：線は，国鉄川r・Skを終点とLてi’；　i）　i山手＄泉の内側の高速度路線としては，国鉄中りこ線と浅草一渋γミ問の地ド鉄があるばかりで，山手、中央両線の負担は1と挿：であり、輸送力はすでに1沢界に達しているので，この交通ヒの欠陥を解決し，都心への輸送難を打Ul］するために，池袋　身uil　新宿を相三ミ第四�a路線のうち，まず池袋から川］：した．これは終削隻後の計画当時，川手線各駅の釆降客を調査したら渋谷，新宿等は戦前の122％　にkljし池袋はユ50P∩　に達L，また山「：線は池袋一田立�g問が乗中：効率が最人であったので，池袋から着llした次第’ごあろ．この地ド鉄新級によって．池袋附近の混矧；を緩和し，都心への通勤，通学の時川を短看1：江，能率を酌進して，都民の便益に資そうとすうものであった．　その設備概要は次のとおりである．池袋一お茶の水間66km焙附は複絢和｛多燧道であo、一部は］也勢の関係で地ヒ線で堀割元Vあるいは高架式になっているが，もちろん，道路とはir：体交叉になっている．軌問1．4351n，軌条50kgであり，最少曲線’II径160mで渋谷　浅苧’間の現在線は90mであるので，これに比較すると遥かに改良された訳である．勾配は最急33％，直流6’）O　v，第3軌条式である’5・は現在線と同様である．停中：場はほとんどM・Bが1川llll・厭降場であり，長さ18nユW〔両の4両雨成の列車が停iヒし得る，；1うにso　mの釆降場を設備し，将来6両編成の列車が停中：し得フ膓ように設計したのである．信号設備は自動停止装置を有する三位式日動信号が・1＼部分であるが急勾配と，分岐の転輪器の防」護には五位式の信号機を設置して最同度の安全度を保有せしめることとした．線路容量はユ20秒間隔で列車が運転で（479）5きるように信号は設備した．連動装置ならびに列車停tE装置は16空式を採用した．変電所は3箇所で6，500kWを設備した．車両は差当たり30両で令鋼製不燃車で18m，従来のものより大型となった．こ」’iら機器類は全部従来わが国ではまだ採用されなかった最新式の寸，のてある．（詳細は宇田川課長の述べる新車の記事参照）　これにより朝夕3．5分，昼間4分間隔の迎li返をする池袋一お茶の水間の所要時分は11，5分である．　この計画の基礎は昭和24fi口21−1であったので，朝鮮事変の影響で諸物価は著しく値上りした．このためにたとえば頭初はお茶の水駅の如きも，国鉄お茶の水の駅の真下に工事する計画を，別の反kJ側東劇矢董噛科人学の側に変更して工費の節約をしたり，あるいは総経費的のものを節約する等努めて圧縮したが，終に頭初予算：の29％増にせざるを得なくなった．概算を申上げると（百万円単位）用地費土木費建物費軌道費電気費車両費電中：庫費機械器具費総係費3892，641155230581923　］4　ユ4　320で約5，267百万li］になり1km当た1，の建設費は約8億円となった次第である．　この資金は，25年度対「1援助見返資K2250百万円を始めとして，資金運川部資金合計3，300rf万円，交通債券にょろ約1，400百万円ならびに増資260百万Fリ等｝こよったのである．幸にも今回開通の運びになったが，これは政府を始め関係各官庁ならびに来京都庁のご援助によることはもちろんであるが，・1二事関係各会社の絶大なる努力とご援助によるものであって，この点，わオLわカは非常に感謝している次第である．附記　なぜこのような車両を選んだか．　楓鉄・国鉄を通1．て，鉄道1ト：両のr耐用fl・収は相当に長いものであるが，現ドの実情は建設費の高価のためにその年数以上を使川せざるを得なくなっている．海外でメ、同様で，シカゴの如きは高架・地ド線とも1947年には’1’i均中：齢が47年にな一）ていた．6（480）　ノ渡の新線ても相当長く1酬1されることと思わざるを得ない．海外の各地にあブ（は1947；1似後新Lい・抑llが｛釧Jし始められているが，これらσ）中：両を調べてみると、長年調杏研究した結果生れたもので，　・朝・夕にしてできたものではない．しかも両数においてほ，ニューヨーケ地ド鉄が使用し始めた760両が世界最人であり，これと同じ機器をストックホ・しムの地ド鉄が260両発注し，現在ナてに使刷している．欧州で8，各国にそれぞれ新しいものがあるにかかわらず，ストッf・ホ・しムから米国に発注したものである．西1はストッンホ・しムでも相当調査の結果，意を決して発注したのであった．　／ト度の池袋　お茶水間の建築条規と中：両条規はとキ，に，渋谷　浅1判削の現在線よりは大きくなっていて，共通には使用しにくく，また新旧両線はお互に線路が接続していないのて，この点からも車両の共用はできないのである．　前述のように相当の年数を経過［てメ）帝都の1：II央を走る地ト鉄てあるから，あ土り占ほ1けたt、のでは困る．　また新しいが故に故障続｛日した時は他から車両の応援はイ・i，∫能である．国鉄湘南電中：の場合ならば電気機関車て列中：を牽引して代行できたし，また近郊電鉄の特急車の場合ならば，既存の車両て代川も可育旨であると思われる．　／｝回の東京地ド鉄の場合はそのようなことはできないし，結局充分に経験ずみの，しかも新しい車両を選択するほかに道がなかった．　普通は製造会社からの推奨もあって，使用者がこれを決定するのだが，今同の地ド鉄の場合は地ド鉄白身が研究、調査し，また相r：の製造会社にも研1先をして貰って，その結果決心したのが，川：界中で最大両数を使川ずみのニューヨーク地ド鉄新車両となった理てある．　恒・その製造会社であるW目：と三菱電機会目：は技術的提携もできているので，今回地一ド鉄の新車が生れることになったのである．　なお，正直なところ，そう地ド鉄で決心して発注Lたものの未だ心配はLていたが，咋午交通営団総裁と　・緒に海外視察を1．た際，W社にもまたニパーヨーケ地ド鉄に」、臼⇒、て，その保守1ゴ）点を先；　5に聞いたところ，両者とも自信を以って在来のものより遥かに楽て安心（’あり，経費も安いと聞いて人いに安心した．　これで心配σ）’卜分は解消したがt開通した暁には残i）の心配も解消一」1ると思っている．三菱竜機・VoL　27　No．12・195353−71帝都高速度交通営団　車両課長宇田川錐造Carbody　and　Truck　of　New　LineKeizo　UDAGAWA．Teito　Rapid　Transit　Authority1．ま　え　が　き　帝都高速度交通営【」1では昭和26年3月池袋から都心に向って新線建設に着手し，江湖の協力を得て昭和　28年12月／ミにはお茶の水まで開通の運びとなった．　東京の地ド鉄は昭和2｛ドにヒ野一一浅・∵・：問が1剤通し逐次延長して渋谷一浅1∵1：間が完i，kしたのであるが，これはわか国における地ド鉄の試作の域を出ないものであったと考えられる．今度の新線は将来の東京地ド鉄網全体に景多響ある基本型ともなり得るから．各部門と8，充分将来を考慮して建設に着f：した．　本線は従来の渋谷一浅草線とは全く運転系統を異にし，相互に釆り人れすることを考慮されることはないから，高性能を持ち今後20年．30年後｝こおいてもなお見劣りのない足並の揃った電巾を製作することになった．　この電車の設計にあたっては従来の堅牢第・主義であること．隆道の断面積を最も経済的に利用すること，ならびに地ドであるための不快を低めること等に努力することはもちろんであるが，とくに従来の電小：に比べ安全度の向L，加速度制動度の川滑1ヒ，照明度の増加，騒音の防止，采心地の向ヒ等については一層努力LSMEE型竃磁空気制動方式，WN駆動ノ」式等を始め，各部門に亘って革新的な新機軸を取り人れてある．機器部門の詳細は別に述べられるがいま車体台車についてのあらましを述べる．2．車体（1，2図参照）　車体は従来の電車よりも一層高度の全鋼製であり，不燃性であるとともに絶対安全な強度を保持せしめ，かつ軽量であるように努めた．その概要は次のとおりである．連結器面間の距離車体外部の寸法台車中心間の距離車体外側の幅車体外部の高さ軌道面より屋根i二までの高さ定員18．000m17．500m12．000m2．790m2．610　m3．500m　140人　台伜の車端衝撃力を51〕トン以上として端染，中央染，側架をともに15�J×75＞く65mmの溝型鋼を1三体としてその他は概ね厚さ6mmのプレス鋼で組立て，全溶接を用　　　　　　1図　丸ノ内線新造電車一車体Fig．　1．　Out］ine　of　new　ear　budy　fer　Tekyo　Subway　new］ine．｛481）7　　　　　　　　　2図　：縄　　体　　　Fig．2．　F’ranic・arranふe1〕・em・r　car　b・）dyい台枠，柱ともできるだけ重妓軽減のため穴を明け帯篤’も合理的範囲で細くした．銅体用の各部材判はまず機；7gの位置に従ってその配置を決めた．すなわち中央架に制御器，空気圧縮装置，電動発電機等・「《�gの大きL・・〉機器を負わせて側梨の負担仙：世を軽減せしめ，かつ従来これらの機器に対する釣掛川の金只を減じあるいは廃止して直接中りど梨に取付けeフれるようにじ夫し，またプレス鋼の柱は細く数を増した碓本ならびに横襯とともに・体の結構として剛性を．’層ノ＼ならしめた．なお外飯には3．2mm，屋根および床ドにそれぞILユ．6mmの銅板を張りつめた．以ヒの鋼体の件け料ぱ特殊なV，のは使わないですべて普通銅材である．　　　　　　3図　床ド機器配置Fig，3．　Apparatus　arrallgemem　of　ui’ider　fiour．8（482）　1｝〔体内外部の見ト『けはなるべく’ド滑に単純化し車体の明るさと保守を容易ならしめる構造とした、車体外部は屋根上まで赤（スカーレットメジアム）一’色とし，窓ドに幅40mmの白帯を入れそのなかに25　mm幅の緩いi［弦波を相対的に2条組ムせた仁様を不錆鋼で画き，燧道内でも外部でも異色ある感覚を持たせることに努めた．客室の内部は大月：に白色を，側面には淡紅色をともにミラミン系樹脂塗料を以てifs　0ヒげるほかは他の色彩は施さないこととした．　釆客の釆降の際混雑を緩和するためili人口を幅1．300mとい1し側片面3飾」斤の引戸は抵抗の少ない保守容易な特殊な吊掛け方式による両聞き引戸を4箇のjf締装置によって操作させる．側面窓は強度の許す範囲で最大とし，かつηソスの経済的寸法を杉慮して幅770mmに，窓枠は細くして上ド2段とし⊥窓は降ド式とするが，暑気甚しい時はド窓も若干揚げ得る構造とした．車端の両端腰部には100W前照燈と30W（予備10W）の尾燈を一体に収めた高伺な燈見を左右1・C2箇を，また両端ヒ部には長方形のノ∫向幕とその左右に方向標識燈を収めた燈具が取付けられて，色別とともに列IPの行くノノ向を知ることがてきる．　運転室は半室で両tP端対角線上の隅に，またこれに相接して車掌室がある．この巾掌室は必要のない時はか易　　4図　運　転　室Fig．4．　Motorman，s　room．二三菱≡電機・Vol．27　　No．　12・19535図　車体内　部Fig頃　5．　　　II、1cri（）r　of　L・〈1rに新り畳まれてIE客の収容りを増すもので．既設の当営団独特のものにさらに改具を加えた．K月：中央線1川寸1‖；に約O．5H．P．の送風機6台を装置して，座っている乗客へも毎秒2．5mの微瓶［を中外から取りへjl，窓を締山っていても適当の換気ができる　この空気取人日のため屋根は：i5．：となり，見掛けかモニタ型の｝：うな状態となった．送風機の両側には乳白色のアクリ・し酸樹脂系のシ・n一トで蔽われた4｛｝W白色螢）t燈を・直線に合計22本配列し，運転室あるいは中：掌室の開閉寵から翁連結El｛両の　イ；・1点滅がit！iil’（’，これによる室内照明は’ド均：SOO　IXとなるが眩度は低い．長手座席は鋼枠にはねとtxア1・ックぴ）配列に新．1式L、そのトに優1推な紫色霜降の化繊製（ビニtlン）一ピノットを弓上《り，濃ilf色特殊練物の床と均衡を保たせて客室全体の調和を保たしめた．3．台車　（6，7図参照）　電中：の防振防音と頂埴の軽減には台車に負うところが多く，とくに地ド鉄と騒音とは一種の宿命であるとさえいわれているが，これらの解決には．’層の努力を払った・Lかしながら地ド鉄ではコンクリート道床を無視するわけにもゆかないので，剛性には充分杉慮して台車枠は端促を廃したH型一・体鋳鋼製とし，制動機構を極度に減じまたは廃止した．なお一層の｜蝕tの軽減と制動効果の増ノミ等に関しては期日の関係一ヒ後Hにt言套ることとした．この台車の概要は次のとおりである．軌問軸距心川1荷重（空中：時）最k長最大幅（台枠）中1輪直径1，435mm2，300mm　12．7t4，500mm2，140mm　860mln　4く台車は軸ばねとして中：軸箱の左右に直径122mmの輪はねと，台枠一Lに幅100　mm　8　十’sc重ねの板ばねを以て台枠を文え，揺枕はねは直径181mm二重輪ばね2剖と直径220mmの：1重ばねを揺枕の左右に配し，かつこの内ノ∫の大形輪ばねの中心にオイルダンパを装置するとともに各ばね座，揺枕側面，歯車箱受等に可及的多ni　　　　　　6図　池袋線新造電車一台車Flg．6．　Outline　of　Ilew　car　track　for　Tokyo　Sabway　new　line．東泉地ド鉄新竃車の車体と台車・宇田川↓483）gく尺然硬9tコム（硬度55〜60）を附り［1し二高II�`］波振動を除（ことに〆めた．軸箱守｛『］板横※摺板、揺iごt摺板ηには什綿練物（耐摩牟イ）を用い摩ほによる間隙のJW〈を忌避した．駆動装置は申1∫如こメ、線路にも好影響のある’ド臼：自在駆動式によるいわゆ”WN駆動、り」tを採円した．これにkるとピ電動機は中：軸には直‡妾関係なく台車枠横※に直接に取付けられ．自在歯中：抜r；を介1，て一体鋳銅の内包型歯1巨箱に収めら才1た減速歯［IL艮置に迎絡してWi軸を駆動すフ型式一こある．この自在歯中：接「二は1涌｛II：負12　mm，屈1111度11度の変1ヒに応じらi’Lる．1三電動機は高速度電動機であろからこの歯中：」・ヒはユ7：123（7．235）DPは5．25となる，　中軸は円筒型11師liの9十1〔紐川延鋼Pl：｝ll哲1輪・ぽ嵌Uた12トン軸で　ll｝lll当たり2筒複列に球面ころ軸受を装i；’1した．制動装置は一liとLてつねに電気制動を使明するのてあるが，動力源を異に寸る中：輪抱合せ制動ノ∫式にkって空気制動のみても充分磁1実な制動効果が得られる，kうに6fンチ制動筒を各可｜：W艀亘に1箇一ずつ，すなわち1台中：に4箇を装置した．これがた、’瑞IJ動機構もきli，うて1】『」略せられたので19！：はの軽減と騒1’？発生の減少に効果がある．　なお］．〈台中：にはつねに軌追面ピ芋問1；f，1を保ち得るユ：うに各軸距に電気絶縁処山を施した堅ポの梁を渡し．その中！1こに第二三軌条から600V電源を渠電する集電・靴と［・∫溶器を，また運転室ドノノの軸‡「眠部に自動列il｛停止装置が装備してある．4．む　す　びklE’中：はこのたびのi也袋　力茶のk川だ川一〔は充C♪．f＞7図　台d［装架・っ．｛三冠動機並にWN駆動生、置F’　ig．7．　Traction　m（）tOr　an（い’WN”（lriving　　　　mech三miSm　Ull　truck．裕のある十’�hヒL’有しているが，将来線を充；い5慮の糸、［漂困U工犠牲を�j1己服して30両製作した．これは現在線（渋谷一浅∫卜」dD　に使用中の庵中：とは根本的に異った性能を持っているので，同・線に混IIJすることを避けなけれはならないが，末だわがrl：1の製作剤使川川、経験のなバのであつたから川i幌の；じ巾こ近いものを別途製作して池袋線逆転llll始準備の一環として，去ア6「1かCノ現在線て試運転川であるがすべてにおいて概ね所期の「1的を達Lている，　これによジ実測の結果，従来中：に比べて鋼体のみで23％のd領軽減力1でき，また台中：の11ド動は50　，％以ドに，左右動は60％以ド1こ減少L，またビ・ノリ振動はほとんど現われない等箸しく改；辱の結果をみることができる．10（484）三菱竃機・Vol．27　N〔｝．12・195353　72のdi唱橿気≡ルfi又備概要帝都高速度交通営団　電務課長白　井　好　巳Outline　of　Electrical　Works　of　New　LineYoghimi　SIIIRAITeit∩Rt　pid　Traエlsit　Authorit｝’　伺湶の壱気i．J’式は［ミ！［設線と同様直ffil　600V第三軌条式てあって1＼体変わi｝がないが，細部の点は永午の保守の経験を生かして改良し簡素化につとめ止設費の軽減を図一一tた．　所要電ノ］は列中：の；主転計画を当分のIM一」3両3G＞間隔として3，300kWとなるので、変電所は既設神L［］変1E’所に」エ芝製エ000kW・：1．・F｝イトllン型鉄｝製氷冷式単極水銀整流呂1台を川設するilか．池袋の近くに新・た塚変電所を新1泣し，．一：菱製1，500kW　fグナィ　i．　lfン型鉄製fiミ冷式単極」く銀整流li：U台，後楽園スポー一ツセンタ1肘近の高架橋J）ドに後楽国変電所を漸設して、日、‘・1製1，5t．）OkW多極鉄製］（銀整流器2台を施設するこtにLた．後楽園変電所はこジ）線路の［1変氾所とし1；付帯川屯力の高！ll配電に500kVA　lミt相変圧器3台を，1左ける．なお将来各変電所にはおの，t）の，1’（銀整流器1台を｝曽設するほか，新」＼塚変電所は後楽園より遠隔制街1する計1山｜である．　電力は東tll電1川白変電所より　221＜V　1回線を以て｝JW塚変電所二　’括；旨時受電L，後楽園変電所とゾ）川に221｛V60　mm23心lllj蝕耐震型」，．一．ノ・しの連絡送電線1川線を布設するほか，電りの安合確保のため後楽園変氾所には〕�a備電源として，更痴じノコ小li川変lti所〔りなお1川線受電することにする，　屯中：線に川：流　6C）oV　第．三軌条式なOで給電線には500mlが　ttvil．’しン．’一．ノ’tしを使川L、その距離い変電所近1の万：軌条に接続一Sえ、のて．いずれも孜十t一ト・しを出ない．　給電り式は隣接変電所との併列運転，事故吋の速時遮断の長所を｛∫するπ　リ式とす幽る．　第：軌条は：fi：通鋼付1：り導電率の2倍メ、ある導軌条を使川L，腐．蝕を減ずぞ）ために約0．25　．9　，iの銅をその成分に加えた．　型は成IIllll加r．に容易なPS型とL，その単位爪：硅は5Ukg’mである．接続ぱ寸べてアーケ溶接とし．その・連長は地⊥500m，隆道内は］，ooo　mとし、その間には簡易化した膨脹継手を設けろ．　なお隣接変IE’所のほほ�j11問の第’1軌条にぱ〕き隔制御式区分間閉器をlll乏1十t後楽園変電所より制御てきるkう計1川した▽　高圧配電線は3．3kV　30　mm23心のケ川・ブし＞」一一ス鉛被1・一一−カしを，1こ区間を通じ2回線一ヒード線別の｝・ブノ内に布設する．負荷は各駅に設け’）れた変電宝で各高圧同路に均等さ2「L，いずれ享、他の同路にL；」」換えられ．る構造とするが，排つく六ンプilj，駅の非常僚信号川電il東等のIfi：要負荷は，その同路の1’・：iT：電のときド働的に旭の回路にLリ〔宇える’施1没とする．　低圧電線路は縫道τE燈川路，排ノlvホンプ「11路おllび信号妖圧川路であるが，燧道内は電燈川路を両側ξ151，その他を中央柱に架1設し．地ヒ部は線路の片但llに一tン’sり一ト．1ニーノしを建て一・括架設する．　変圧器は10〜30kVAの容品：！L、いず］［f、．輪般に使川される柱ヒ変圧鰭とする．　排Jl（ポンフ室は過去の川い経験に錨互常時3台，臨時にユ台増設L｛1，？る］∠，〈さとし、溜桝は湧ノkの流ぺ［1を2箇所設け，i流ぺ口には沈砂池を置き［lil守を容易にLた方ホン　ノは10H．P．ボー一∵1・一’L型全ド1動i聞御ノ∫」Vを↓和目する．　ll要駅の電燈設佃1二螢光矯による最も近代的な建築1ヒ照川を施し，そゾ）池の駅は取敢えず1’1熱燈照川とした．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日Ssl　ll燧道内は一ヒド線別に200V　1相3線式の配1｛［をし，動力用を兼ねた電燈回路を設けて施設費の節減を図った．　信号機の種類は三位色燈式とし，停止，注意，進行の三現示方式である．自動閉塞信号機の制御り式は全屯複式を採用し，信号機相互問に制御線3条を布設するノJ式とする．自動信号機にはすべて竃空式封1ご型の自動列｝lil停止装置を設備する．連動装置は池袋，清水谷，お茶の水に設け，その種類は第一・種継竃（電空）連動装置とし，継電連動機の方式は進路てこ式とする．転轍機の動i’1三ノ」式は保存の容易な電空式を採用し，割川事故を直ちに杉ミ出することができるようにポでントデテクタ付のものを使用する．なお池袋，お茶のつく等の終端駅には人件費節約のため自動連動装置を設ける．空気圧縮設備は池袋と車庫附近に設け，常時全線を2分して送電する方式である。機械は空冷式3気筒2段圧縮式，容ltt毎分1，370］」ットノし，常用気圧4kgである．電動機は7．5　H．P．三相誘動電動機と7．5H．P．直流複巻電動機の2種類を各ユ台使嗣し，気圧の変化により自動的に起動または停止する装置とする．気送管は内径38mmの高ll．〃1ス管を鉄道線路に添い露川配管をする．　通信設備としてはその亜要性に鑑み鉄道電話，屯気保安電話，jl』転司令電話，非常電話お・よびll〔庫出人打合せ電話の5種類とし，その他局線電話を各現場il∫要事務所に施設する．非常電話は16故その他緊急の場合に列中：躯務員が運転n怜所との打合せに使用するもので，釆務員が燧道側壁に架設した非常電話線に携帯1E話を掛けると自動的に連転司令所に概ねその位置を示し通lr舌できる装置である．　なお600Vの緊急停電を必‘要とするときは．運転室から直接変lti一所に停近警報を発趾できる装置を現営茱線と同様設ける計1山iである．通信線路はJl常電話．保安，起話を除いて”一ゾ・しとし，50対または30対の’・　v　v　L．t［ンシースの鉛被テーソルを2回線上一ド線別にトラフ，　または電纏棚にr∬設し，非常竃話，保安電話回線は2．6mmの裸銅線とL，非常屯話は隆道両1那伯こ，保安電話は中央柱に架設’3一る．ただし地1二部は低圧近線8Wと同一”　）y／i，1　一一・ド：・一’しにおのコt’）の1川線を架設する．f2↓486，≠菱1ξヨ：機．V《｝Ll♪7　N《），12・195353　73新線土木工事について帝都高速度交通営団　1；錐計課長岩　間　伸　義（】ivil　Engineering　Works　of　New　LineNobuyoshi　IWAMATeito　Rapid　Transit　Authority　池袋　お茶の・k川のPl線11　’is亡べ延長6．61qm　こあるf）1，　そび）　7　1巾1ヴ6ヨこ二1］プこる　4、8kln　カSLりil｝］∫V　llV」こk」：，函l！i！¢茎道である．残りの1．8kmは地ll多の関係で地表に出るのて，切取、盛土および鉄筋コンツリートの高※橋とし，道路に対しては立体交叉を必要とすろのて橋涜を加設した．　地ド鉄道の隆道叩］式は，その口通する位置σ）深浅にkって深部式と浅部式の2種に分類される．　浅部式は普通路面の下に造るのてこれを路ド式ともいい、構築はこれによく適合し最も経済的断i川である函型ヒ　’1るのを普通とする．アズリカ、ドfツを始めll［1パのノぐドがこの路一ド式を採用しているが、この新線1：事もこの例に洩れなかった．今これに普通の川陪随芭のL法を採用するとすれば，→被が少ないためJU月；のヒが緩みまたは崩落するおそれがある，したがって地表浅く埋設された水道管，下水管，カス管およびt・　’一．ノ・し類の1二作物を損傷し，また路面上の一般交通にも危険をYJI　9．るので，普通は地表より土砂を掘さくし，地表は板張りをして交通に支障をおよぼさないようにし，構築を完成してふたたび埋め戻しをする切開式L二法が採られる．ハリーの地ド鉄道が随道工法で撲型薩道を築造しているのは，地盤がとくに良好なためではあるが，その経過する道路の川設物をよく整理して施工を容易にしている点も軽視できない．　深部式を採用しているのはuンドン，モスソvであるが，他の都川でも地ll多地質の関｛系で局；「」i；的にこれを川いているところもちる．12ントンか深1”i−「1式を採川Lたjiiill1［は．同地は地ド鉄発祥のヒ地てあったたぬ，’1］時都山の内ll｛；に燧道を掘ることは破大荒の企てとして山民か〉，危険視さ川，なおその街区が付」］則でカ・つ狭俗であつたのて．この式を採らざるを得なかったということである．この式はエしべ一μ，エスカし一タの設備を絶対的に必以とするが，乗客の刊便は4、ちうん通風も簡単にできる点からぱ，何といって《、浅甜式が有利である．建設費，営茱費い也の條1’llが同…ならば浅部式の方が少額ですむ利点がある．　さてこの新線1二事に採）IJされたU」開式一11法とはどんなゴ，のであるか，以ド11旧を追って説明することにする．　まず構築となる部分の両側に1型の⊥留鉄杭を1．7〜2mの川隔に打ち込むのであるが，これは掘さくの際．Lの崩壊を防ぐユ1体となるものである．　次に路面の交通に如；章を及ぼさないために路面覆工をする．その順序はまず両側のヒ留鉄杭に桁受の金物を取付け，そのEに路面の荷頂を受ける主体となる1型の鉄桁を］．5m置きに架け渡し，さらにその、ヒに木桁を架し，板張りをして一・般の交通に供する．　路面覆工ができるといよいよ掘さくにかかるのであるが，地下にはいろいろの埋設物があるので，それを路面受の鉄桁にがっちりと吊り込む必要がある．掘さくが進むにしたがって1−1砂が崩れ川ないように土留鉄杭相互間にヒ留の板を挿込み，また両側の上留鉄杭が押し出されないように，その間を径30cm程度の丸太で突張るのである．　掘さくの完了した部分は砂利を敷き，敷コンクリートを施し防イ〈層を張り，側面には板張Dをして，これにモ）tクノしを吹付け乾燥を川ってそのLに防水層を施すのである．防弓く層は麻侑と．元’スフ・rコLトを交（ylに貼り付け一1・li：に仕ヒげたものてある．（4871　｜3　次に鉄筋コンクリートの函唱構築を底部，両側壁，頂部と順次に仕上げてゆく．　構築が完成すると路面受桁に吊り込んであった埋設物を構築からがっちりと支持し．跡川をして，路面覆Lを撤去し，ヒ留鉄杭を抜き取り．最後に路向鋪装を行って1：’1［着丁・前の姿に戻すのである．　巣鴨拘置所の一部および教育大学の前，本郷三丁ljの民地のドを通る部分では家屋を仮りに他に曳き移したり，居住しているまま仮受をしたりして施1：したが，これら曳家の数は35戸，仮受家屋の数は！6戸にノ之んでいる．　今回の地ド鉄．1事で新しく試みられたものとしては．前記の家屋ド受工法S，その一’つであるが，なオ）生一tンケリートの使用，：！ン7リート・ボンプの訓1獄特i記ずべきものであり，地一L線の掘さくを機械1ヒしたことも能率増進に大いに役i二1二っていた．　コンケリートを従来のように現場で練り混ぜることは，沿道に迷惑をかけるばかりでなく，その材料i置場を都内に求あるのに難点があり，その設備費も馬鹿にならず，練り混ぜも適正を期し難いうらみがある．ll場で正確に計縫し所要の強度を保｝］1三するいわゆる生一，ン’・リ…トは，これらの欠点を補って余りあるものというべきてある．　また巣鴨拘置所その他二三の箇所では．　，ンクリー1・打ちに困難な狭い箇所や足場の悪い所があ．、たの”（・’パイプでコンクリートを送り込むコンク］j一ト心ポンゾを使用したがきわめて順調に施工することができた．その容量は1時間に　10m3は確実であり，輸送距離もノ1・（・i・：240m，乖直30mは可能である．　地1：線は切取部分が多く．その1二ぱ130，〔｝｛｝0　mriを短期間に処理するためには，掘さくの機械fヒを図ることが得策である．ここには各種のフノしトー一ザ，ハワ・一ショベltが併川され，とくに前者は90H．P．，14　t，後者は75H．P．0）ものがよくその威力を発揮した．切開式の部分にも掘さくを機械化できれば相当の能率をあけ得ると思われるが，坑内には無数の支保工が存在して，こdLが利田を困難にしている．わずかにスクし一パが採用されたにすぎ14（　r488　’）ない．将）k小型で強力な掘さく機の1’“現することを期待してやまない．　次には・軌道工事の概略を述べることにする．まず軌条であるが，これはなるべく長尺のものを用い，その継flはできるだけ溶接するようにつとめた．すなわち半径500m以上は25m，500m未満はその’1；：分に当たる12．5m　のものを使用し，なおその溶接fヒを図って半径8｛｝Omイこ満は2本継ぎ，8001n以上は3本継ぎとした．道床は半径500m以上をコンクリート道床とし，それkり小さい’降官捌L条交換その他保守の閲系を編：し，て砂利道床とLた．コン〃り一ト道床の区！川は］こ部縦枕乍とじたが、これは他にあまり見られないものである．また．’部に枕木なしの特殊部を設けたが，ト1・ントの地ド鉄などですでに採用されているので，今後人いに期待てきるt、のである．なお坑外および坑内の一’部に防音のFl的てゴムのタイプレートを用いた．　停車場としては池袋，新大塚，清水谷　（仮称），後楽園，本郷二丁口，お茶の水の6駅を置いた．このうち清K谷、後楽園は地ヒの駅である．本郷ll’日の駅は民地のドに位置するので，その一部を買収して本屋を地Lに設置した．地ドの駅で中二階を持つのは池袋のみであるが、この駅は相対式ホームの仮駅として開業し、最も近い‡弼（国鉄下に延f申して幅員12mの島式ホームの駅となる筈である．その他の駅はいずれも相対式のホームとし，その幅員は新大塚の4．5m以外は6mにしている．これは国鉄秋葉原駅総武肇泉ホームの幅員に近いものである．池袋，か茶の水両駅のホームをタイル貼りとしたのメ噺Lい試みの一つであるが，縁端部はアスファノしトの7でノしを田いてたらないようにした．また各駅の側取おユ：び柱の装飾は色分けをしておのおの特色をti，たせている．なお後楽園寸一ムのヒ家｛こグfヤーC一ンド・1・フスを採川したり，お茶の水駅出人ロヒ家を〃フス張りにしたりして，ilくその環境に一致させるようにつとめた．　この新線・1二事に使田した上な資材は生めンクリートgO，｛〕OO　m：‘、型鋼9，000　t，丸鋼10，000　tの多きに達している．三菱電機・VoL　27　No．12・195363　67伊円・製1’日ド弘　田　実　禧＊Opening　of　New　Line　of　the　MetropolitanHigh　Speed　Tra伍cIXtlitg．　uvoshi　HIRO1’AIta111i　　“「Ol−ks　昭［II71ド春の占い思い出になる．帝都�g速度交通’i；1団の前身であった東京地ド鉄道株」：C会社で，当社の電車電動機の説明を聞いていただける了解が得られたので、直ぐ出てくるようにと，当時当1｛：製品の一r：販売を引受けていた三菱商嘱会社の機械li：1；から、神戸製作所のノノへ知らせが来た．1占虫私が出向いて，いろいろ説川を致した結．果，会Yi：で従来使1［JLている（｝．E．社製の105H．P．電動機を見取りして試作品を納め，その成績が良ければ今後採用してやろうということになった．私は，いろいろ事情を説明し，特性の他に消社品で互換性を必要とする歯中：とx’t　Jしを合わすほかは，増［独自の設計をゴ1張したが、最《1」はf中�k許さ：iLなかった．その後，随分ごたごた経緯をふんだ末，やっと⊃♪許しが川たので，試作品4台を製作して納入した．爾来．ずっとご愛顧を戴き，最近までに同甲］の｝じ動機合計90台を枯人しているのである．　私が昭和3午，欧米に川張した時．電中：電動機の特殊な駆動方式について調べたが．了X　1．Jカで11tエスチング・・ウス社のFWN｝・ライブ」という方式が．25　HP．電動機4台f寸のll∫街電市に実lljされていた．歯｝1“一力として有名なナッ知し会社も，現在ではウlllスチンl／’ハウス利の傘下に人っているが，’「］時は別個の会社であり，；WN．‘式とは，・）ノエスチンt”ハウス社の電動機と，＋t・ttt／／し社の特殊減速装置とを組合わせた駆動ノ」式の意味だと教えられた．私は，これをHドで実川するために．トラックの情造を充分承’1ミ1比てかきたいと思い，カナダの近くのあるトソ．ソ々メーカへ出かけ，川，’t．図面を貰って帰ったところ，ウエス羊：ゲの設計f酔は，ド�g♪追でさえ貰えない製作図li］1を、ビう1てぺ「できたか・：イぐτ禰ぼノ＊取締役・所L力た思い出がある．　フランス，パ1J一の市街電市では，いわゆるカノしグン中：が多数実用さカていた．　この新ノノ式が採川されて以来，業緕が頓に向Eした、是非この特許を買って呉］1と，ド？・ttクメーカから話を持かけられて困った．トラッンの構造にも．’部特．；］：点があったかと記憶するが，f，i∫i＞トラ・：ノクの後軸は一・般日動車と同じ構1告で，減速にべべ1しギヤーを使旧しているので，滅速度は普：通のスバーギヤーの場rcと同じであり，電動機を高速軽是の設llトにし得る特点がないヒに，べべ・しギヤーは歯切τ作がむ一1｝”かしく，噛合が厄f）な欠点もあるので，たいした興味を引かなかった．一・々，WN方式では，当時のものは一1段減速で．しかも歯型が小さいので，大きい減速比が得ら力る結宋，電動機の定格川転数も2，0001rll転となっており、川当軽量にできろ一一一歯中：は、鋳綱製のう’一スに納めら引，いわば密閉｝川秤liの中にあるので，ほとんど磨耗が起らなし・　　「封中：はべ］）ヵ1し’f・、z・リ・ソクスは村｜当メ＼きく，歯がつねに3K同時に噛合い．運転は円滑，かつ強度ゴ、・」〈きくなる　　へt“しカ♪しによるスラストは，2組の歯中：で柑殺する等の特長を認めたので，電動機と減速装置一・組をLLI　・Kに購人したが，帰朝後，宣伝に力の人れ’ノ∫が，足りなかったのか，そのまま服っていた次第である．しかしt2，3午前から，かかる特殊なドラfフノノ式がそろそろ実馴ヒさカろことになり，このWNドラ仁ノ与式が，’：i’数年llに帝都1笥速度交通営団の新計1両に｜’llぼLく登場できることになったのは、ただに私一人のb”：1びではたいのである．このノノ式の’ノしキシプ・しカ・・フ．リン：ゾとして，以前は朴一≡イド’iノップリングと称する，ゴZ、製川阪接「が川いら」，1ていたが、最近の設計では，巧妙t，18tり　15え丈牛与殊1可拷8［1将「lr：ξ左．f・1こなってL・る．　ま7こ，　絶jlまトイ」：十など1においても格段の進歩を・パしていることは川すまでもない．　　ここで当社の電申：電酬；幾の歴史を一・・」’顧，7jUると一一一50H．P．電動機40台ぴ）江文があり，移、とL．ては，設計《1」陣の責任に怯えながじ、，｛日・F．：にii1・画1こかかり，製作」、順調に進んで，ぼつぼつ納人しかけていた時，252台の引バが出た．当時｛1，未だ一・般に舶来品1」冒rの時代であり，当社も，当時の生産能力から山て，過分ξがら，5�J台位の分割受注を目標に1ノψ矧：のメ・一力に£っ’．ご運動を続O．たの’であったが，三麦がやるなら全tillを発注してもIlいとの同局のオ・Jl’　，“；，に反｝li：を抜かれ，大評”tになったのは，f，，∫日Sまづでも．亡1　sit已ILv・、1惑i必〔一ご・y）；膓、　　8，撒、え，／し，　イぐ4ξなカこ、�dぺvoと1受『1ヨこ二．’i尺し．，　璽21乍r・門己ll［｛．こ1｝U　r紅］〈vこミ戊ミカ：ULi　i），同局で多パのi9中：を唯：」〈一　Lた．�eこい，その削充として引続きjL｝iJigil三／ξをう｛ナ，　1司鰹c元）Gじ重：｝J機「†lli−「一ド「コご子rを；1刈葎］ヒト1÷とともに納人する記録を作ったのである．これ7ハ　当川iv；1コu’Tfl：ll］機諸1十を　1：「∠ξ’1ヨ）了ヨ幾1：�gゾ）　−f）．と　L　−：，り据・｛を　ぺAlることになった動機で．ある．　　ノ＼」E　14　：ド，　’」、引U5（，fSi、1」：1とLS失拐ミ∫Clk｝○「：Wi｝芝の［�gミ；t，　IU中：は甲シ膓lll：12　k［ri，乙Vil1：18両，1こ計30両のり1｛’こで，電動機は，それぞゴ1，ユ25H．P．65　HP．芥4台f寸で．∴1i’　1−120十「a）ほカ・，　i年卸、・罵元じ文（［幾堵；一・［」」σ）　寸陥・受川；をし、プこし7．）ttこ三9．ある．　　もナノ7．〃aノ変；じ｜り〒（7）’iじフく（も幾1刀こミ、丑良｜�j’乏｛ヒしオこ〆バ、これが　1、500V　郊パ．’」；l！’1｛」中川r・ll11．括受注のnr、」矢二もり，またノ＼型電動機，ぺ�g生1；「三σ）レコードであった、　　lll｛和4，5年L貝は，ご承知のわが［1・1ぱ’鞄パの非冨な下i｝己llii：一で，　竺］引：も；1ヒ三ξカミih黄一コて，　’ス（］三｝、奄　tr　c」）il．Jk　fLl・’（・あ一…）i｝二．　　当時，．1〈阪電気軌道iliil式会社の姉妹会｝：・：，参宮急ll近£大｛；：長Jft−　2ミ糾：カ�_1文11t：さ身し，　1E｜｝一，1言h山12�gifE　2Cさti　Lた．　30　E　l！：“itiの電動中，のほかに1目当数の附随車メ）．あり，各社の受注辿動こも，　ii　fi：fXこカミ‖与1��だヒナi’・Z力筏，鰍製をトfJ｛ンノノこ；うこ、　　こiし　も・当kl：カこ屯機品の・括受注をしたのである．電動機は．220H．P．で・，　〕フ｛1崎をi含め13�J子†，　tまカ、lrこ「6重fJ発1じ機，　’ノ已〜くU　E者1ヨ機j「」1［五1覧bト幾，　lli’IJ征凹4ξi言董　．−WJを含フみ，　ll｛頁」フ（人f［：fするトf半：｝・，　　、‘肩；tll1“ilま　1：IV−∫戊ミし　と｛fフう、り｜「1程「ξさ2し，　久し拓ミリ1こ｝舌言兄を’1．．1二；ことができたのである．．こltが電車関係！’llllとして第：の特華州牛である、　　」フ’f，　・1’1了片i三1ジ；ll虫「芝ノ（通’i；．1’卜i’ltC・｛よ，　　t’申［II　−1也袋1昔」のi：ili＄5i−『各「i’T」1じ！lil　30　［1　Li｛こ｛吏ll∫さil；51．9気｝幾片1寺1．こ支・∫して，　も苫1巨：二“研究の約果，加述のとかり，WNドラf’ノノ∫式を採川さ才［る．ことになり，10011．P．1｛こ重ヵ｝幾120台のほか，　絹1↓［加じ1動機、1別御装置など’，附属1‖もをCXむ　・括のこ川1文：こ戴いたのである．これが，第3同目の久Lぶりの記録受日1であ一・が，これまた3�J両というのも，淘に結｛苛な．，tl：　Lき川辛まと　：∴1：！ノし‘こ’L・4jtL（：1　’fti∨ご’あニニ．　　屯中：電動機に［U！らず，い一．1二れの機器に対Lてi，，f：：ノ、ども’10／’｜：K　k，　。差』レ�d一9tr川ンf，ピを糸・；jir，　　　・］碁　　・JL、の川」遥皇iiこes）‘ノ」をしているのであるが，川．ナまで，1、なく、技術の向トは，rU｛こセ』ドi：者’しア）妻貢�gるだ1ナーでず差Uξ寸とLsづi；，こ　とにLi．1、｜1’こt’）・・て．　’ド：素何かと．1・叱りやt；小言を戴きながらも、　．こ：川が育戊に格別のこノ町ぽドさる『1；要家のご指導に．1．　・；一がりll｜づ一｝i力川工なし・．　こしり〆こ乙ご，　・ソーエ．スチン　ソ“ハゥスk【：と当kl：の・｝ξ郁」『こ全：11’汀のこ“1言未∫iを異．kし・て，　．蒋ボ蓼』凸Ill・の一寸舌f〈1辻じ⊃ご注文をドさった営団ご当局のこリミ断に対幽しては．全社をン｝ξ1ずて2乏’〔｝∫悲謂手コう〔し『こL、る・｛よもt）7／／v，，　　と　く｛こ’L：．ド1三ザ」号但ljとiU〔して〔t，　こa）戊くT†と己｛ff：；こ；惑｛L改しなカミら6元，・慈1’Ll・臼こ遇進して参ったのであるが，すでにその．1く半を納ぺflSst（し、　　了＼1v〈　∫ニパ三と“−t、り’元三論勺づできるし↓」ムノF　v’（“，　弓「糸売きξ〜チノ」至ζL　．こL、　、？k°　」，fVであ」；．　　この川期的な新り．、・Cにkr遅巾が侵一ち幽な；止．転成泊を’」1一すことが営団ご｝と］局σ）格別のご高庇に報ゆる唯・の道であり，ひたすらその成果をr斤念改Lている次第て’ある．16（49｛川菱：1｛｛卜竜・、ア‘）L　27　　No．　］2　・】95353−68近のアメリカの電鉄伊月・製作所松　田　新　市三：Latest　Development　of　Electric　Cars　in　AmericaBy　Shinichi　MATSUDAItami　Works1，ま　え　が　き　昭和28年の3月ド旬から7月上旬まで，アメリカとカナダの電気鉄道を勉強する機会に恵まれた．　最初ウェスチングハ1’7スで約2箇月間電鉄用機器の設計製作の勉強をした後，約1筒月半アXVカとカ＋ダの代表的電気鉄道を見’1：：して，最後にアトランテ〈ッ川∫におけるA．A．　R．（Association　of　American　Rail．road）とR．　S．　M．　A．（Railway　SupPly　Manufactur−eres　Associatior1）との共同の会議と展示会とに出席できるという恒璽にも恵まれた．　A．A．　R．の会議は1トに1度の大会であり，　R．　S．　M．A．の展示会は数年に1度の展示会で，鉄道に関係のある工菜はほとんど網羅されて，現物あるいは模型で出品されていて，数i’社の製造会社がここ数年間の精進を競っていた．　広いアメリヵにM一ける短期間の見学旅行でもあるし，また見る人tcよっても多少の相違があるが，以ドは筆者の目に映じたアSリカの電気鉄道の実態と動向の概略である．2，電車　ア．路面電車　路面屯車といえはP．C．　C．であり，　P．C．C．といえばカノしダン式であることは余りにも有名である．ニューヨークだけは路面電車が無くて，都市交通の全部を地ド鉄に依存しているが，他の総ての都lliではほとんど全部P．C．　C．に置換えられているといっても過言ではない．すでに北米25都rhで4，500両におよんでいる．＊技術部電鉄課長　　　　　　1　図　　P．C．C．’ノー川一k氾動機　　　　　　　　　　WH−1432型　Fig．1．　Ty［x・1432　J　m・t・r　with　Westingh・u・u　Air　　　　　Brake　Co．’g　drive　shaft　brake，　軽娃高速の55H．P．の電動機4箇を台車装架とし，制御装置はWll：の99段アクセレL一ヌ型，　G．E．の整流fつ凶の2種があるが，G．E．の整流1�c型の方は過熱にあるトフーノ’しのために普通の多段式のものと置換えられっつある．　P・C．C．カーは釆用白動中：のように快適な巾街違巾で，1929年（昭和4年）に自動中：の進川に対lltすべく11∫街屯車を改善するたy）にPresident　Co�uerence　Com−mittee（P．　C．　C．〉が結｝戎され，5箇∫トにわたる異常な研究努力の結果1936年（昭i：llユ1年）に初めて出現したものである．早く（高加速度，il‘ll減速度一一6〜8km／hi，’s），静かで，乗心地が良く，快適なエァー・．ゴンディショニング，艮好な照明，美しい外観，重荷弔での短駅間迎転に優秀な性能を有し，標準化によるメく量’ヒ産，1日式の電t’　・191　）17Drive　Sheff　Srake　SE．2BrokeActvato　　　　　　　2　図　　P．C．　C．η一・，電動機，たよひ�d・1・フし　．�d．の配置Fig・U．　Ty1・・unting・f（II・ive　shaft　l）rake三md　　　　＼／ニー：1∴繰醐∵’一・一　　　、−1一　　つ〆ハ’・一一一一一tlliYSg2．；‘」Yププコー一い委r−一，一∵こy．．‘　　　　　　コ　　モ、　　　　　　・　　　　　、�u　4’　　i−　　　　　　　　＼∨　　　3　図　　最新ハ牝♪P．C．　C．Fig・1；．　Scht・in・ti・diagramaC山aωr．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／＜，ill．、　　　　t／y：i「、！　　　　ヨノー　．「．．…『一一・・＝・　　　　　1．IL‘　　　・：・≡≡」　一二　　lllll∵’．　　　　　　　　　＿　　　　　．一ゴ　ン　　　　　　　ノノー・．・換気、1暖房，1；己明図　　　　・「・・eniilati・川svSlem。n　cal・．MGYe’i，OPgtltt，ケMGStl’←ylPtqLGtVタoror（eeledor　ハゆ¢‘〜”itcト「“〆Owlng｛tltl�SOr　MGCo村to【IOsAo●／J　owContしefρcA“t舖　「．　t「a−’　�`r財’rtLy．P　t．［叫L4　図1　∋、　i　g　　　　　兵　▲　．　　　r’or‘　�`r’rX　　，知ow句　　c“，�t剛　　　　　　　　　　　　　　Mo’o’　膚●1’，「■ruM，∀【ロ…・w・h●Wl叩巾．．叩ud■畑Av呵‘‘オorワc側巾el，叩・’o．パA‘t−imkr贔匂■［竜Otbe衡禄　⊂o＾40【畑一ドカ・rノ見ノ三　P．C．　C．　カー・りililJ御21・；：・）一つ郁　　　　　　　　　　　（W社製）Ullder　Car　view　sh・wing　the　rvgulatur、auxiliary　c・ntr・）l　panel　and　accelerat・r，申．よi）も運転費が低1戊五等の特長を持りている．コム人り日元嘱缶をIIJL・，　1＄［〈動A／2illili｛よド1動中：と　全（卜dW：なも聾；口．でハ　でホイ　ト　・　1アー一，　trlil二ξt巧！1殊］桐とi容1妾とiこよっ一ζrl猶｛止fヒし，、・ムにkりて振動，衝撃を緩和Lて乗心地を兵くしている．　！し一キはタttイナミッt］・ノレ　キとドノノ、・ゾレー−！とを併1目し，　トーノック・フし一キ（非常日」）も11ド1庫最，fr（い席　数た・1〔体1くOmV・iiJL間（11m〕）　∫辻亜り」機箇数　　　　xH．P．駆動方式巾二愉i恒mm1歯　数　比運イ川肚始・i工両　数駅剛い．蜘ml停車u！」澗凶jJ［lj虫t隻lkI1コ　hl．Sl　　ノ　　し　　一　　・）　　L　　〃　　）表定速度　　　↓kmhl　・・ドjtj　2↓線丁江川：　　　　IV）　・斗ξ　授「　速　　度　　　　（kln　h、備考18〔492戊1　’ケB．M．T、　1．N．D．　1．R．T．5×16．5　　198　　7125連節「〜　〉’　1n，9　1、43512x75WN　　762　6．32　1936r）　〉・26　156．・「146．」4：1：s．856（［93．335．S　543↓∬）　　18．5　L4354x1“［　WN　　864　72351948−49　　舶07207−1，74019−2828　　　433．5　442【［n　13．05　1，・1354×10（l　WN　　8647．2351948−50　　：15（［　　　　　6（lI叡L1−《〜70　　　　　　　　　1、910　　　　　　　120．2030　　　　　　　　　　　44．8へ‘6．4・［4．S−、’f〜．・P29．8　27．9L）5．i）’U9．5ド39・6　1　1｛9・11　　　　11　　　　　　　‘‘　　8利　　　　8n1表」也　『ド　‘失B．M．’1、．3×lL5　　80　　3183連節3×821，4358×60力’Ltiン　　66〔｝　　7．17　194｛1　3＞・6ノ’　メ1．　N．D．　36．7　　54　　：lo（〕　工8．5ユ，4354×looV］’しダン　　864　7。17　1949　　　10制御器21八験・事営業t］・ずリカ新型竃「IT：シ3114　　　96　　251［3三止節3×98x55→］　IL　’9　f　　712　　7．17　1947　：｝x．1’ノ　　　コ“制御器？　　　18　　　48　　16∩（2迫結・　　］4．64x55．η・しタ’．　　660　7．17195f）−51　　2001．6ts．　G．1：1．9〜5235．596Jl一ノしtZしクトリ“）Vl一覧表　　　　　　　グTj一　ノJト　．ξ　ト　ノ　　　　　　　　ノン　ド　　L，1．6　　　　　　22．（s　　　48　　　　57　　　1　，SO！Ll　SLi」辛膓｛「L（2　jd　辛【1「　　】．1．S　　　14．8　　　　　　　‘　1，435　．1膓／55　　4×55ノ」・い’1’　」‘り・［ヌ�d　　712　1　　7．17　1　　7」7　　1951　1　　　40　　　　7（｝3．74．88L，r　　　　　　　　ノ　　　．タト［」ント　　　　　　　　シ，！ア27．4（4．2い　　］7．4　1　／）OO4x68ノノ’しゲン　　762　7．38lo．1　4×23．8　4×37　　　（1殉　　同．仁4辿鋤．4×ll．85　　1，4135　8y工25　　WNl　　793　　2．66　　1941　　・1ン’23．soo｜7　　　　km　　　　301　　　　　2　　　L．・16｛）　cSL？　f｝｛i550B7fト1’　フ　　　　　　　ルf？　　｝T1・｝・L　　　　　　ノ、rl517．7M4×ユ40「1、L）〉く］40WN84019」96　2MT蝋麟：：灘イ　ノ’ノソfrノノアン19．2　59125　　1’L85　ユ，581　4×75“rNtZ段1　　66（，　　4，75　　1Ytf　l　　　　I∩　　390　　　s．5；｝，いへt．h　　　7．Llile．35509：S．llPCCタfフ三菱電機・VoL　27　No．12・1953　　　　　　　　　　　　　　　　5図　　：・いジ」「）・・：・一・litノ・トー「）：t）トTf−・‥午・LFIg．5．　This　is　the　cl｝Tlt［・ol　panel《）f　the　しmit　assemb］y　of　the　、Vestinghouse　pト）wer　s）・stcn】　F‘｝r　the　Bogtいll　e：LT’1，Pii］；三ている．　起動およびi剛重りは’xグノしのa吉み・り川成に．kって解1単にll」汁｝iこ自重りn勺に｛i二われ；3．　　�_；iiこLていえは束川中．と屯中，との合いのゴのkうなものてある．　最近では更に一・1−IL・エし：ノトリッ’fの1600回が現われ，その優秀性にょり将来を期｛1・されている．この寸一ル・エレケトTJッケ式のものはL記の特六を史『に摺Fし進めたメ，の／ご，　2渋気（lll紐i［幾力：ラfぐノ斐・て，　｝逝，恒ミ，　コニアー　・＝’ンブ1’fシ　コ・ニン　｝ノ“．　旦ll｛川r�j全舟とに」i・プこ一．・て己k，善Yy　L施され一11ジH−　y　　ゾ’　イ．ラピッド・1・ランシット（市内高速鉄道’｝およひ　　　　郊外電車　　見’�e：した鍵失1口は　　・ノ　イ　『ノ　・ノ’ご　ノし　　ノ’　イ　ー戸　　　Philadelphia　S．　uburban’1’1‘allspO1’tation　Co．＿．J．　　−I　　lf　　　Pennsylvania　Railroad　（交流電化1，080　km，　　　　25　c，”s，11　kV，交流ぽ車481両，機関軍269両，　　　　　で’・’＋fトvン1酬・L｝ゴよび機関ll1：）．　　　New　York　Boad　of　Trallsportation（1，170　kln，　　　　　Il1・lllllぷ6，7341Tll∫，変竃所167箇所、］oo卜L　P．　　　　　ン）　WN　　川1刀1　75〔〕　i山工1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ttr，　　A　　／’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、　　ノ　　．　「　　　「　　ご三，　　　6図　x一ス’i，ア・ミ．Lr1川一1一鉄道の　　　　　　　　　、VN　l　づ　・’1∴」速’：E’　sl」：．95　t、・1連：ミitj］O柚　　　　　　　　　S！、1二511．P，、fl　1・ノ｛速度　16“kln　h　Fig．6．　Cliicago、　North　s．　liere　and　NlilwこlukeビRailn）ad　　　　l　∠1　（〜−　」〕　｛　l　s　s　e　｜　］　g　e　〕　−　　　　s　t　r　e　こt　｜　、　｜　｜　i　　l　l　Lさ　（　1　　　　　＾　1　　　　　1　　　e　L，　t　　i　　（　）　5　1　　　　　　1　1　1　　〔　l　l　t　　i　　L　）　i　（‘　−　1　1　｜　1　　i　　｜　　　　　　t　．　∫　l　t　．　，1辻10のゾメ　リ　�dLつ’1江釣、・杜U目　　Jersey　Central　Raill℃adい　・一ゼ’t電k（機関中　　　　152　kl，b．　　New　Yol’k　Central　Railroad｛、；・一・ヒ’（�g気桟ICl　　　　中．）．　ボストン　　MetroPolitan　TI’ansit　Authority（・睡�g一ノf’…卜・　　　　トラン　シッ　ト，　ト1∫lj−一・　ハス）．　トvン　ト　（カナ’）t”　＞　　Toronto　Transportation　Commission　　　　（建設中の・箕国製地ド3大104両，P．C．C．カー233　　　　jillj，こ）i　L　l−k　700｜Litj＝t｛甲ご」’！↓1　il｜：、ti−［｜ki｜11，　1・ll　り　一一・’v’　L／s）．　〃　り一一ノ・ノン　ト　　Cleveland　Transit、　Svstem　　　　（地ド鉄川とLてP．C．C．型ニノ1・ソト・トノンシ　　　　ット7�J両建設中『〆（”，これはボストンのものと川　　　　　・，　　卜　lf　1］一　・　パて4｛う111［；J）．　〉カr’　　Chicago　Transit　Authority（帖hllノヒ、．ド・トーノ　　　　ンシット18．5km，新式の200両，−W！i：製　　　　はP．C．　C．カーとh川ぷなもので更に250両！1・1中：　　　　汁画中．8両連糸∴で’t−iし・．Lしソトリ・・ハ。　　Chicago，　North　Shore　and　Mil“’aukee　I〈aih−oad　　　　（新唱のWN中，　d〈線160　km）．　　Chicago　Southshol’e　and　Sollthbelld　Rai｜road　　　　（D．C．1500　V、）’、r−　・Lデf・1．《ニンゲが特］⊃　　Illinois　Celltral　Railroad　（D，　C．1，5UO　V）．ヨ　u　re　　川illois　Terlnillal　Railroad，J’1．こあった．　これ等の模様は次のkうに要約できる．　　（1）　新しいものは全剖1’4−・しM編成である．　　　　　　　4×100　P．H．て自111：35　t�g，・い、55P．H．こド｛　　　　　　　e9．：20　t　I）i∫f受である．　　（2）　台中：ジミ架の高速P乏1じ重わ機．　　（3）　タヨナミッヶ・・し一・；の市川．　　（．4）高りU速度，高減速ぽ．　　t5）駆動ノノ式はWNかカ・しタ’�d式で一il　・1？“ン式　　　　　　　の最ノくは現在の所70〜75H．P．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（lf）：1｝　19．（6）〈7）（8）（9）（10）〈11．〉（12）tl：b（アxリカは広軌であるので，］OOH．P．級の新式電市は1表に示す1口りほとんどWNドノィー／が用いられ，55H．P．のP．C．　C．カーまたはそれに類似のものはカ・しダン・ドブイfが使われている，トvントの68H．P．はカ・しダンを採川している．）制御器は20段前後で，アクセしレータ型はIOO〜　135段である．→」一モスタティ・ソク・．・ントv−・しによる換気暖房がほとんど全部に力：われていることは注日に1直する．短駅問で重荷ln：のものはパリア・力し・ロード機構を持って，乗客の多少を自動的に検知Lて加速度，非當制動度等をilii」御している．螢光燈は研先途Lにあって決定版はない．電動発電機はパヅアー　・」一・『・ノローイτングでア・しカリ蓄電池を川いている．抵抗器はリボン抵抗．中：庫の修理ll場は，高速度電動機のf彦幽よメーカに｛衣仔し“てL・る．　これは言儂1眉レう；魚［；し、ことにもよるが　］．　電機品が高級化し．ている．　2．　t一力の修理．リ1一ビスが1「届いている．　3．　K一力が良い仕ll「をしている．ことによるものである．卜Trリー・ボーノtは全部スソイガを使用し，最高150　kmi’h位まで川している．　MMかMTかの川題に関する；’x］Jカの’Miii・は々左次の通りである．　　・般にMMが採川さかるが，その川山は（D（2）v3）c1）（5）η・である．少いという利点を持つから，長駅間の路線では，、T．・−rワーにはMTMTをij］い，融通をつけるのが得策な場合もあるという論もある．垣駅川で表定速度を1コ∫るために高加1速度，高減速．騒i’‘］を少くし．，ダ’イー｝一ミッ’1’ノレーキを7i『川寸るために小咽の台中：装架の電動機を必要とL，馬力の制限を受irる．ノ・tttシュ・一アソーと1対II孜ll与とQ）i？lilli［0］」ヒカ三メZ・‘異，（MMU）方が連転経費，端駅経費が安い）．’女li率が｜日い磯器の故障に際してf樹〔率が少くなる）．消極的な理由として，エアー／rンデfショニン’／”，自動暖房，通風，照明，｜寸Y席等のflttljがJ〈であるので，MM編成にするための経費高はHltt：たなくなってきている．lLもMTは電力消費，維持費，固定費がやや　　　　　　　　　　　　　　　　　ラッシ　　　　　　　　　　平常時はMMとしてWNかカ・Lダンかという問題に就いては，現在アメリヵで行わji　Lている代2ξ的のものは，ニューヨーt1地ド鉄20　〔・IY・｜［の100　H．P．，　WNとP．　C．　C．カーの55　H．P．カノしダ．ンとであるので，馬力・サービスに差があるから，にわかに比較し難いがアメリカにおける比較は一一般に次のようにいわれている．WN　ドライ／’円　滑広軌用にLかできぬ丈夫で作h易い現在　125H．P．c2）　が力た『ノこのもの．こ力以上は歯車加γに新工大を要する．力几ダン・ドラfブ振動が多い（1）．（軸より発す）ス　ー．こ　一　ス　等一一で．f｛：方・di）　な　v、場7｝｝こ月工いるカ1「1：己）精度を牛芋に・必要とするW社の　100H．P．，　二、．一．1一ク地下鉄のヰJのが1製度で，試験中てある．L注｜a）P，cC．カーの如く弾性車輪を川い、優｝れたハイボf　　　　ド・キアーが得られれば円滑’となるが，接千の磨耗，軸　　　等になおトラプノし源がある．　　（2）　イリノイ・ツーミナ・し鉄道に140P、　H．♂）tl、のがある　　　が，これは本格的な高速運転はやっていない．WNとカノし’x“ンとのll〔両数を各鉄道について掲け．ると次のようになる．New　N・ork　Boad　of　　　　　　　　　　　　‘　　　6，L」07　Trallsp・・rtali《）ll　　　　lChic…°T「lm“it・Autho−11，．177　rltyPhi］udelphia　Transp．　Co．　　　511M。・，。P。li，。。　T，、1n。i，　｜　　　　　　　　　　　　　518　Allth．い｝：ストン）Huds《川＆．　M三mh二Ltt：111　　　　　　　　　　　　　325　R，R．C’leN・eland　TI・三msit　Svstem　7｛｝〔建1没li川Nor亡h　Sh《、Te＆Mi｜wa11．　keeRR．InhN）is　T（−rminal　R．　R．　　　　　　　　　　　　　22　c‘）．T‘）ronto　Tr≡mSl）ortation　‘　　　1（14　Comm｛．gsion（カ→一ダ）　　1（建i没Fll）l【注1　｛軽）とちるのばP．〔＼C．全i電車数　WN式　ノ戸しタ’ン式1　　　　　　880　　　　　38Gs’ノ・一’，f‘ILづ軽情寸ヲニ．212（“f　’）40＞軽）70〈軽｝10・S　ニユーヨー〃地卜鉄のWN　自重35t　（乗客14．5　t，最．大ユ8　t），加速度　4km．↓h／s，減速度4．8　kmt’hls，4×100　H．P．，1，175　rpm，rn｝IL　800　kgの電動機，歯数比123，．“17．−7235，ダゾ・し・インターナ・し・エキスター＋ノし・ギアー・tlイプのカップ．iJングを用いた重｝i［458　kgの駆動装置，定格速度全界磁で225km／h，50　Y6界磁で30．6　km，！h．最大安全速度90　km，「h，電動機の過電圧は実に250％を超える．　この電車が1．N、D．線に400両，1．R．T．線に350両rヤ計750両人っているが1949年（昭和24年）に運転1堀始以来すでに30万kmを走ってトラーグノしも無く好成績を汗んでいる．これはそのまま最新のストックホルムの新二三菱電機・VnL　27　N｛，．12・1953しい地下鉄にも採用されL，1447−A型電動機，制御器，WN式駆動装置，　SMEE型制動装置はIiil・」、」高速鉄道用として最同峯をなすものと杉えられている．　なお60H．P．3連簡の軽己車も6両作られたが，サービスから除外されて，今年未発注される新jP：200両もまたヒ記と全く1司じ車両である．　帝都商速度交通営団の池袋．一神田間の新線もこれとほぼ同・の」、ので，屯機品の製作に当った当社でも非常な勉強となり，技術的飛躍ができたことを感謝している．3，変　電　所　　New　York　Bうad　of　Transportation（ニューヨー　　　〃地下鉄，167箇所の変電所σ）うち7割がイノチ　　　イ1・Ilンである．2．4　km間隔で3，000　kW，12　　　タンク，もちろん遠方監視）　　Metropolitan　Transit　Authority（ボストン，遠7図WH型．1442−・NI型140H．P．，600　V．1，700　rpm、卜｜1リ　ー　ノご　、，ij　　、　一へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　　てハーシリースー｛三1も動機Sg．7．　Type、VH　1442］NI，140　H．　P．6〔〕1）V，1，700rpm．　super−series　tr・Iley　c・ach　m・t・r．　　8図　　トロリーバス川工しケトロヵム式制御装置Fig．8．　This　phot〔｝of　the　electr《）cam　c‘）litroller　illust−rates　the　compact　arrangement　of　the　equipment，　thetracti・mn・t・r　it　unde・neath　this　c・ntr・）l　p・nel．　　　　　　　　kgs　Tcecfiveξ飾／ザ　　　　　9図　　ト1」リー・▽性能曲線Fig．9．　Speed−tractive　effort　curve　of　tro］ley　coach．最近のアメリカの電鉄・松田盲膏ミSteps　per　kilBmeter　　　10　図　　トVl　tJ一パス性能i‖［線　　　　　　　　‘亘吉ヒ　　9．5！t、♪ド」≒】乖苛rl！12．27　t　　　　　　型式　MBM42−N−・1Fig．10．　Perl’ormallce　curve〔｝f　tro1］ey　coach，｝，5ea1；棚η50θ2．8“　R6づ　曇　ξ1．　ti　i〃ヒ日一一一一．T一　　　　　　　　・　　　　　1’．　　　　　1　　　　　「　　　　　‘1一．一oたノ　　認7　　3ク　　　　　　　　　go　　bO　　　　　　即69　　70　11図　　スーパーンリーズ’電動機電知ll｜働力曲線の・例Fig，11．　An　example　of　dynamic　brake　force−speed　curve．12　図Fig、12．fi巻コイ）L一　　　　L−〈ζ　　　　　＼スーパーシ　リーズ電動機ダf−Lミ　・ソ　クー〆し一キの場含の接続lxlC・mecti・n・f　super−series　m・t・r　atdynaniic　braking．　　　ノノ監視ノ元式の1，0roo　kwイグナイトロZ’2基を備　　　えたものである）　　Toronto　Transportation　Commission（カナグ，　　　建設中の地ド鉄用のもので，アメリカの技術によ　　　っ作られている）　　Cleveland　Transit　System　　Chicago　Transit　Authority等を見学したが，変電所の傾向は次のように要約できる．（1）（2）（3）イグナイト1・ン万能である．最新のものおよび新設または計画1｝iのものは全部速方監視方式（Supervisory　Controll）である．完．全無人である．窓が無く，室温をサーモスタ（495）21　　　チッ〃・・rント1！一・ししている．（4）　ノ富杉ミ1よ1〜ノ2ノぐJiなL、し　1　ノ＼．」週科！1吏．（5）　イ7”一｝・イトvンの冷却はPumped　　　Water　Jノ式である．4，　トロリ’・バス　トSlり一・．バスは　］948年〔昭｛’［j　23　fOにおいてすてに約7，000両（193（〕〜471トの問に製造された］jの）あり北米55都市にフナ侑している．そのうち約13はW川：の電機品がIljいられている．　最新型はW社製のスーハ・シ1］　・一　7i・モータをエレクトu・カム制御装置で；削御するもので、例えばクリーブランド首に“tコいて見られる．　スーハ・シリーズ・じ一タは直巷電動機（シリーズ・モー’x）であろが、分巻巻線を内蔵して制動時には分巻発電機となってダイ＋ミック・・ノし一．！をかける．即ち力lj：N！f“Cは最も好都合な純粋の［ド〔巻電動機であり，制動時にはこれまた最も都合の、良い純然たる分巻発電機となって，ノッチレスで・定の制動力を自動ごi勺に発生する．電動機の分巻巻線を収容したために増加した1〈きさおよび厄最は極めて僅力・であって優秀な設計を誇っている．これからのトUリーハス川として注日される．（電力回生制動は30km／h以上でないと意味がないし，またその屯力を吸収してくれる中1両がない場合には，変電所設備が　　　　13　図　　綾新鋭の／一セ・L電気機口車1一　　し　　　f　　〆　　べ「　．∠　　ソ　　ー　，　　　ン　　ン　　ク　　．し　＿IL　ン　　シ　　　ン　　vt）　　2、−4（；C）　　！1ふ　1）、　　（う　　±1：lii、170t、　ノ∫育セ．　　セ　f　−｝・　こ　・　ク　ノ　レ　ー　〜，　li1」EliC　l愛力元“1’i”　f　ンー付、W社才〉よひフ1ア・・ンソ〇一く召：製、1基で2，400卜1．P，の大馬力が披大ψ）特長．　　　　　Fiσ．　lll。　　IVアersatile　lle“−　1（｝COIn↓）tive．　　　　　o倉15　図　　1’：7t．6軸、万Tiヒ、1，60C，　H，　P．ジーゼ，L電気挫　関車，W社およびホーtしトウfン社製Fig．15．　Diesel　eleetric　1・colコ1｛）tive　f…fl・elght　and　　　　　　Passepge「　9・e「VICCi・　　　　　　16　図　　WH　37（，型4三電動機　　二σ）’胆しつ’t、ノ）　こ｛よア　メ　リ　りfi2ノこギ弄IEI：，　5ユONご　1，020　A、　　66rPm，約650　H．　P．、，fil；：3t余，1，600　H．　P．以上　　のジーゼノし機関車，　1グー］’fトげン機関車，ガス？一　　ビンce気機ISE］li工等一Vこイ※川三さかる．Fig．16．　The　Westinghouse　tyl）e　370　traction　motor　is　aSerieS　w〔川11d、　f〈）rCed　Ventilate〈1，　aXle−hUng　mOtor　withsirlgle　redllcli餉gearing　t（ハ11ie　axle，　Blowen　for　cool・illg　tracti・i・m・t・rs　are　mounted《ltl　the　1・c・m・tive．厄介となる等のために余り川いられていない）．5、電気機関車　普通の電k（｛幾関中：はジーセ�_L電気機関中：に押さjHてほとんど振わない．現！iのものは一級鉄道で1，0001111沫満で年産数台とか1�艶泊艪ﾆかσ）程度である．W社製の］、のでみるべきものは　　New　Haven＆Hartford　R．　R．4，680　H．P．，交流竃　　動機．　Pennsylvania　R．R．4β20H．P．，11　kV，交流　　電動機．Great　Northern　R．R．3，660　HP．，11kV、　　電動発電機式．等である．6，ジーゼル電気機関車14図　　H2し411111、貸車IB　1、60011．P．ジーゼ・し電気機凹　EllC．写真は4両中．連して6，400　H．　P．とな・、ている，　W社　およびボー’しい：・・〈ン社製．Fig、］4．　Diesel　electric　locolnotive「∩r＞reight　oerv｛ce．22　（496）　　　機関叩：はジーゼ’し電ノ式〔機関中：が他のものを［｛1倒し　　　ている．　　　その川川は　　　（1）　建設費が電化と比較して安い．　　　（2）　標準化しているのでコストが安い．　　　（13）　アメリカのジーゼノし壱気機関中：｝よ頑丈　　　　　　　で素人lh］きである．　　　　（4）　蒸気機関中：から転II’・Jする使用者’が取1・1’　　　　　　　きやすい．こと等があげられる．したがって数1’トンないし300t位三菱電機・VoL　27　No．12・1953要≒こ違　　19　　図　　　　XN『　巨［：製σ）　4、「）0（）正1．P．二2・11　’ノ　1　2　一　　ヒン竃気機関小：Fi9．1Y．・1，f）D：I　ILI）．9？Ls・tLirbin．i．Lcriし’　lc｝coi］v｝tlve．十17　図　　6，0（JO　H．　P．・くチ＿　，・、’；＿Lン電気機関　ri｛の発電機（タ．ノノしアーマチ・ソ）Fig．17．　One　o（the　double　arl1〕aturc　generators　　　　with　auxiliary　general・r．18　図　6，叩oH．P一パー二弓一ピン電気機関　車け3、o↓｝r）ILP＿’）ソーヒンFig．18．　Side　view　sh（）wing　molmting　trulllliorls　　　　and　fo（⊃t　of　power　plant　assenユbly、20　図　　W！l：製4，f川｝H．P．ノノパーL．電気機関車ン功り一ピン、2∫，（）（｝H．P．，二hか2台搭．蔵される．左ノ∫はフさ電機．Fig．20．2、00｛〕　ILP，9as−turbine　power　PLlnt．まで，’級鉄道だけでも2ノ元両を超え年産実iこ3，0〔｝0両におよんでおり，急速に蒸気機関車に取って代りつつある．　元b／（一アメリカは燃料事情が最も良く．路線が長い鉄道が多く，少な（とも現在迄は電化して建設費を喰うkりもジーゼノし電ぷ機関中：を使うりか経済的であった．この電化に安する経費か宵け《；ことと，またノ「・つには蒸汽機関中に比べて機関中：の性能か非□に優れていることがジーセ・し屯気機掲中：σ）驚くべき発展を！，たらした’t、のとぢえられる．　ジーゼ・し電気機脚1・：は，ジー七・し機IUの川ノ」を川，発電機で電ノ」に変えて，その電ノ」て電動機引II1わして中：愉を駆動するのであるが，ジーゼ・t機関はその1（質ヒ利用�M�Mt�MLL三�P：z：ti∫K一9二t［，一一一⊥L−＿＿1）1’十甫ヨ違墜！　］rパ　　　，ノi””　−sこf：．・パつ　≡ジ　・ジ寸　ヒ、’／　　　　　　　　　　　　　　へ＼／　　　　　　　　　　　2｜図　　W社製4000H．P．ガ．c’1一ピン電気機関車　　　　　　　ll‥Lン　　　　　　　6；補機川．一　−t”’し機関　　11：蒸i’溌’蹴；　　　　　　　2：　i：発竃機　　　　　　　7：蓄電池　　　　　　　　］2：ノ1や．’t　　　　　　　　3：・1三電動機　　　　　　　　8：運転台　　　　　　　　13：燃料’・ノttt　　　　　　　4：ikU御器箱　　　　　　　9：空気圧縮機　　　　　　14：換短ll　　　　　　　　5：　亡電1動機冷却用一ノllソ　　10：　一＝アーノL−｝．装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig・21．　general　arrangement　of　the　locolnotive．最近のアメtJカの電鉄・松川c497）　2322　図GE製イ1，500H．　P．〃く？一ヒン電気機関坤〔の”／一ピ1ンFig，22．　Longitudinal　sectiol〕L）f　gas　turbine．◎（∂口口○一〇Ω一（ぐ＼○て）．（⊃23　図　　GE製・1，5uO　II．　P．，227　t，ガーくターピン此気機関車　　　Fig．23．　Layout　of　appl’atus　in　Iocomotive　Cab．Nif，　itgN　　gils｝c［i，sHeTfiftl賛6　　註　fiftム91C酬皿nx囮顧工］］］］�o皿�S圃工皿ANODEREAgl6賛5PtR菱v　co｝し8．μκノ〃8R［3｝STok6；醐δこ§≡≡≡≡§丁建ム踊Fo駐、四巳止　〜4ぼv　　　　　　xeeHeef部o《Dccぱf顧8紺職TAPS加翻RACK棚舵c9Kf3‖ADIftlDR刀〃fil　fiWfR旺翻o鍛　　　　■り暁9’一　e’＿7二4°．．一一ターげlo1　　　　　o・9−5一巧゜lE『一｝M．15−ig一一　13Lgt　　　　　　’一一　　！43’一　2一三。一　一52’−9Q　　　　　24図　W社製イグナイト1’tン機関車Fig．　LLt，　Layout“A’，　ullit，3．000　horsepower，25　cycle　rectifier　locomotive．24（498）二菱竜機・Vol．27　No．12・1953　できる回転数の範囲が⊥『ヒ較的狭い，これに反して車輪の　liil転数は0から最高スピードに相当する川転萎kに至るま　で非常に広範囲に変fヒする．したがってこの機関と車輪　とを単に直結したのでは思うような運転ができないわけ　である．そこで機関と中：愉とのliiZiの動力伝達法について　種々の考案がなされた．＿　　欧州が機械的（変這i歯中：，流体接F等，4×500H．P．位　のもある）お，11び電気的（発電機と竃動機）の両方に進　んでいるのに対しアメリカではほとんど電気式一・本であ　る．これはf達装置たる発電機と電動機とが，機械的の　　ものに比べて，一時的の過負荷（大電流）によく耐える　ので非常に低速においても威力を発揮して，都果として　は機関車が不川1できるスピード範囲が非常｝こ広くなる長　所がある、しかも制御が容易で，簡単でほとんど故障が　ないので観迎されるわけである．（アSリカでは一般に　　こσ）ように低速で特に大きな牽ljけ」を発揮するものが　　喜ばれる．）．2ノー25　図　　W社製6∫｝oo正Ll」．　fグナでト［tン機関車　　　　fl10t＞1ユ，0↓［oV，　A．，C▼　　　Fig．2「i．　Igllitrf）n　l‘｝con1（，tive，　11，000　Volt，25　　　　　Cycle　a−c．6，0｛｝（）h｛．，rsepOwer．26図　W社製f　−lfト［，ン機関llli：のfグ’｝’tト　ロ　ン装］荏．　−F．ノケに6f〕ノ）II］fl：i・」［i2，Z）・f　グ�d］一　で　ト　Tl　ンカ’；　見える．イグー）一イト1・ン2［・に5「）O　H，P．の電動機　1箇d’一ノに供電する．　　　　　Fig．26．　Ignitr《m　cubic｜e最近のアメ11カの電鉄・松田長2表　　　　交　　言飛　　f丘　　イヒ単相Il〜24kV　　50または60c，”s〈u））交流電化と直流電化の概略の特長f　グナ・イ　ト　ロ　ン　　’ノ∫式全交流式（り変電所および給・∪，1之備僅少．（これは特に長距離線｝こおいて，　また輸送｝li：の多い場今に有利）　　　　　　　　　　　　‘　　　　　一　交直両川．電気車の性能良．（ジーゼ）し電気機関車の60“．増しで．　低速に二おいても非常に強力）　電動機良、（直流直巻てあるので強力、安価，低保修費）周波数に影響されない．‘相不平衡．川i印1りために）通信線障11：・　竜気・｛：の性能不良．（高速において1‘やや勝るが低速日こおいて遥かに［劣る）i電動機不良．（直流直巻ン）如1　き満足な］生能を1有亡ず・複紺こ1ちる｝直〔　　言】髭　　’・丘　　　fヒ　　3，00nV電気車および維持費はfグナイトリン．方式上［）1割少ない直流変電所の必要．変，誼所元川：：メ給’・ピご窒備大【注1り交流直巻整i飛子電動機を川いるもの・　　2）1：の表は50csよたは60csの全交流電気1｛〕：か11j能な　　　ものとして考えたのて、tt，し下可能てt／’iirけ間題なt　　　　　、イ　グ→−　f　ト　1ゴ　〆　iJ”：話こカ：‖蕩三っ　　二L、・it・．　機関の特性と，中：輪の出力とをマッチさせるためにこれまた種々の〃式が杉案されているがW社，G．E．社のものは優れている．特にw社では簡単で優秀な制御ノ」式を誇っている．各メーカの生産］：を見ると性デ1ξkりも取付き易いのが蒔ばれる傾∬IJもうかがわれる．7，スチPム・タービン電気機関車　スチーt、・タービンは高速の川転機で、ジーゼノし・エンジンと比較して有利で，また刊川L得る川転左《の範囲が広い．したがってジーゼ・し電気機関車よりも1閉単で良い性能の機関中：が得易い長所を持っている．しかしf［炭をも利田できるとはいえ，燃判をたいてボfソて蒸汽を発七せしめねはならないことが厄介といえば厄介なことである．（499）　25現在あるものはChesapeak　and　Ohio　Railway　Co．の　6，000　H．　P．8軸（1948）で・1ミイラ改装中で42汽圧，500℃のものにな乙W社，ボーノしドウイン，パブJlックの合作である．8．ガス・タービン電気機関車　ウエスチングハft！スでは200万ドノしを使って4，000HP．8軸，224t，最高速度160　km／hの2，000　H．　P．のガス・タービン2基を備えたガス・タービン電気機関車を作った．このタービンのトップ・スピードは8，750rpmである．各所で運転して好成績を収めている．　G．E社でもAlco．と共同でユニオン・パシフィックのために4，500　H．　P．235tのものを20台製作し，5台が運転している．　ガス・タービンはジェット・エンジンと同様高速高温で設計・材料等難しいi’こ違いないが，現在すでに燃料費はジーゼル電気機関車と同君渡ということであるので，クービンの能率が高められれば発展するのは必至とみられる．ただアメリカの現状ではジーゼノし電気機関車が余りにも幅を利かせ過ぎでいるので，ガス・タービン電気機関車が喰い込む余地がない．9、イグナイトロン電車および機関車　イグナイトロン電車または機関中：は，単相交流電力を架線（11〜24kV）から受取り，車内の変圧器を経てイグナイトロン（単極水銀整流器）で整流し，普通の直流直巻．LltE’動機に供給する．　したがって電気中：刷に最1薗の直流直巻電動機と，最も得やすい配竃系統とを直接に結びつけたtl、ので時代の脚光を浴びている．周波数は何サイ”・しでメ）良いし，交直両川も”∫能である．　現在アメリカにあるものは　　　Pennsylvania　R．　R．（11　kV，25　c／s）　　　電車　1両　450H．P．　1950　W社製　　　　機1均d（　2「両6，000H．P．，12軸，340　t，および　　　　　　　　　　　330t　1950　W社製で，製造中のものは　　　New　Haven　and　Hartford　R．R．　　電車　　100両　400　H．P．1953〜1954　W社製　　機関車　10両　　　　　　　1954　　G．E．製26〈500；である．　ペンシルバニア鉄道のものは非常に好評で，今後の発注が期待されている．（この鉄道には従来全交流式の竃車481両，機関車269両があり，受電した3相交流を自家変電所で単相交流に変えて用いているので相不平衡の問題は勿論ない．また従来から通信線をシールドしてあるので通信線障害もなく，イグナイトUン機関車の直流チョークー一”，イノしに全然不要に帰した位である．）　イグナイトロン機関車は現在，直流3，000Vのものより1割位高価であり，また維持費も約1割高いから，この両者を比較する場合は，直流変電所数，輸送絃等のかね合いとなるが，ほとんどすべての場合にイグナイト1・ン方式が勝ると考えられている．　また交流電動機を使用する全交流式と比較しても，電気車の性能の優越，電動酬三能が優れかつ構造の簡易さ等イグナイト1・ン方式の方が優れている．（平滑何路に設備がいるが，全交流式の場合にil，相当する設備が要るから相殺される．）　fグナイト｜・ン方式，全交流式双方に問題となる相不平衡は相’ド衡用回転機器あるいはスuット接続変圧器あるいは同期コンデンーリ’によって解決できる．また通信障害防iLの費用も僅少であると見積られている．なお参杉のために交流電化．直流電fヒの概略の比較を2表に掲げる．10．む　す　び　短期間ではあったが，アメリカの電鉄界の事情特に技術的立場から栴当詳細に技術者と8、討論し，観寮しまた多数の資料をも集めた．　P．C．C．カーやトロリー・バスの全国にわたる普及，ラピッド・トランシットの驚くべき発達と動向，ニューヨーク地ド鉄の最新の電車の優秀性，ジーゼノし電気機関車の驚異的発展と普及，さらKニスチーム・タービン電気機関車，ガス・タービン電気機関車あるいは・fグナイト1コン電気機関車等その将来が期待されるもの等について，つぶさに観察でき，いかにして鉄道輸送を経済的に早く，安全で，快適にするかという目標に向っての不断の努力が続けられる模様と将来とを観察討議した．ここにその一端を述べて御参考に供する次第である．三菱電機・VoL　27　No．12・1953MB・t447・A型電車電動機および（市内高速鉄道用主電動機およびWN式駆動装置）伊丹製作所佐　藤　久　数＊Type　MB・1447　Electric　Railway　Motorsand　Type　WN　Driving　EquipmentHisakazu　SATOItami　Works1，ま　え　が　きWN式駆動装置は，ウエスチング・・ウス社が約20　｛1：前に製作を始めた日。ので，以後電気車車用高速度電動機の発達とともに改良を加えて，遂に1948年（昭和23｛Dニューヨーク地ド鉄に750両採月1されるに至｛），一つの段階に達したものである．　現在では，広軌屯車用台車也�d架駆動方式として店実に発展し，最も将来を期待せられているものである．　メ⊆邦においては，帝都高速度交通営団が，いちはやくその優秀性に着目され，折柄ウエスチングノ・ウスAiとの技術提携を1｝∫開した当社に，冠動機・制御装置・制動装匡1等ととq，にニューヨーク地ド鉄道の最新のものと同一の・1、のを31両分発注されたのは一大英断と申すべきことて，わが国電鉄界に画｝Ol的な刺戟を与えたものである．　ご注文を受けた際，先ず我々の杉えたことは，本邦一般E業の劣ること，殊に戦争による技術の遅れをいかにして取戻すかということであった．似而非なるものでなく，貞に名実ともに同一・のものを作ることを念願したのてある．　幸いにしてウエスチングハウス社の豊富なデータを全面的に入れることができたので，これらをもとにして設糺は勿論材料・エ｛’融に亙って慎屯な研究努ノ戊を1五ねた．例えば材料においては，（1）輸人を必要とするもの，（2）新たに国産材料を開発するもの，（3）現在の国産品を特別に改良して用いるもの，（4）現在の国産品で間に合うものと4種に分け検討をtglねたが，勿論新たに国産品を開発すること，現在の国産品を特別に改良することおよび工作法に最も多くの努力と日時とを費した，そのために材判メーカtcも随分ご迷惑をかけたが，技術向上のために積極的にご援助を賜り感謝している次第で，＊技術部電鉄課これらの研究の中には米国技術者にも賞讃されたものがある．　かくして着々と成果をヒげ，技術水準を一挙に10年以上も飛躍させることができ，近代的電車電動機を製作し得るに至った．ここに，かかる機会を与えられた帝都高速度交通営団に深甚な謝意を表する次第である．2，特　　長（1）WN式駆動装置（2）　己1速度IU動機（3）劇しいダイナミック・ノレー・ヤにとくに適する竃　　動機（250％の過電圧に耐える設計）（4）　7．235　とレ、うノくきな歯数上ヒ（5）スピード・レシオ（最高許容1”1転数／定格lrt］転数）　　の大きい電動機で，大きな加速度・減速度とと＞1，　　に最高運転速度をも保証している（6）絶縁はいわゆる完全B種（7）電動機・駆動装iともに最新の技術を存分に採り　　入れた近代的なものであること3，要　　目1．電動機　　1時間定格MB・1447・A型連続定格最弱界磁率最大許容回転数過電圧重　量100H．P．，1，200　rpm，（弱界磁），300V，280A，自己通風1，250rpm，（弱界磁），300V，250A，1’1己通風50％4，000　rpm250％（750V）800kg↓501）27　試験はA．1．E．　E　規ト1ilによる．したが一，て温　度上昇は1時間定格，連続定格共に次表による．、　　　　　　　　　　　　　　　よl　　　l1繊捲au字臓鍬整流こ才・よびブゾシlj・＃c　］）t　i」三　　　　　　120　　　　　1　　　　ユ30　　　　　　　　　　　　＿＿‘温度計法　　　　　90　　　　　　！，5　　　　　　　901図　MB−1447　A型．1：電動機Fig．　1．　　Type　MB　ユ447．tX　　　　　tractlon　Inot‘レr，イ、駆動装置　　（1）歯中装置WN−44　GS型　　　　　1’将乏く（⊥七　　　　123：17＝7．235　　　　　D．P．　　　5．25　　　　　1「村ψ品　　　　　　102nllll　　　　　1＼ノしカリ　・アンク・し　　2U　　　　　l巨：　1｝ヒ　　436k9　　（2）ヵッゾ！Jング　WN　644　J9’］！　　　　　グ｝．・L・仁ター3−　，t・⊥1スターナ・し・　　　　　�`．　戸・一　◆　二7　イ　ニ／　　　　　fll：　1【；：　　　44　kg4．列車の性能ドI　　　」∬　　　　　　4↓｝t［［［i〔械illl　l　i［：　（　iililj　i，　i）　57　t　　　　　（1�_｝一1疋Ll）　47．7　t電動機表定速度’ド均駅間距離’F均停車時卜【iij加速度減速度最高辿転速度架線氾圧’ド衡速度5・電　動　機　　　　（140　名）4べ100HP．32km／h1．28km25s32knピh、’．s4kn］／h．’s　（ダイ＋ミック・・ノし一・ヤ）65km／h600V65knユ�dh　（550V）　既に述べた通り新式の高速度電酬幾である．性能的に見れば次のようになる．28　〈502｝　　　　　　3図　駆動装置および電動機　　　Fist．　：S．　　Truck−moUnted　tracti‘）ll　nユot（レr　　　　　and　9・・ear　unit　wit｝・c・upling．（1）満貝の57tの状態でも’3．2　km　’h／sの加速度，　　4kmSh／sの減速度を確保するために，860mm　il　T：　　輪に対して　123：17＝7．235　というたきな歯数比　　であること．　　これは台中：装架で「，’ll級な歯中：装栢1を川いたことに　　より4h　v）て成し遠げられたもので、従来の釣掛式　　のものの2倍もの値である．（2）歯数］’ヒが人きいので，冠動機はll1ぴレ」・型の100H．P．，　　1，200rpmの高速度電動機が使川11∫能となった．（3）最高□転速度65　km　’hに対し20％の余裕を持　　って，最高汀容lrll転数4．0｛〕O　rpm（磨ト［卜｝［輪780　　mmの1時）を保証する．（4）バー・ホノしトを大幅に引ドげて2r）o　P6の過電圧　　まで11∫能な設計になっているので，ダイナミック　　・．ノレー！用として川想的て．ちる．　　その一ヒ閃絡防止のために種1“の杉慮が払われてい　口能主8ど）tfク％　7c7η504汐認2eノ9efoo　　　！oo　　30v　　　doa　　　50a　　　bPO　　　　電　流　A　　　4図　特　性　曲　線　　Fig．4．　Characteristic　curve．」，　2po／1棚ミ＞L｛：」　．k・　　引　　　了．〕2，000　　kaノ：鋤i，3s9tieoωo三安竃機・V（，LU7　Nn．12・1953瓢11墾闇▲．「「　！1〒iTl］−ff．．一／．て一．．一＝ここ1．i」．ノi　−：馳1いl．　一「一一／‘一　　　，A、「　　　療1⊥謄一llll！x−tiこ1lfl�_」　　　　　　團＿．＿　　　　　　トゴ：：−i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘベ　　　　　　　　　　　ザンノr−　．、：｛　・一一Xr　ぶ主：」「MB−1447−A型屯車屯動｝幾領びWN式駆動一II　ki置・佐藤却　1二�d＜渋�cざ＼　　　　　　　　．：・‘・∠．　　　　1、、ヒ　　　　1＼　　、　Vl一買ご二⊥　、○　　　’、尺、1霧椅lll　　　一曽一　　一一丁一一　　一　　一日ぐ｛ε，　／1躍冠．三ニピギ璽1　　　　�d＼＼　　＼＼d）11　　　r’一、べ1⇔」」⊂　　．　［　　�d．．書＼．�j1、＼．一　　三　　　　　　・r　　　　、．　　、↓＼　＼＼、！　　＼一二主三こ　‘　　　　　　　／＿＿↓一＿二z．∠二　　　　　　　　　　　　　ノ　　　．ノ　　／／�nllli”li＿⊥　　　日　　ξ　　　＝　　　8　’e　　碧灘ま縞f｛．，，　g癌蒔デ譲玲§ge図’1づ　き　菖↓503戊　29fiO5S速GO震L？o［鴉　3Bノ0eる．t：3　　　　　　　　　　　　　　ttg　　　　　　　　　　　　　　fio　　　　　　　　　　　　　　∬s　　　　　　　　　　　　　　TFI］　　　　　　　　　　　　　8苛　　「≡1　　　5ec　　　　5図　ラン・カーフ　　　Fig．5．　Run　Curve．ノtiノti4、oδ，　kmPtlo．　，・iLS．しi−−　　Jb．7　最近の電1事電動機には（1）台車装架，（2）rl］1速度竃動機，（3）ダイナミック・ゾレーキ常川が不1】∫欠のものと考えられてきたが，すでにご承知の如く，台中：製架（6図，7図にWNドライフの場合を示した通り，電動機を台卓の方に固定して車軸と直接に触オしないよう）にすると　（1）電動機の受ける衝撃が，釣掛式（8図）の場合に　　　比べ1／10程度になり，電動機の保修費が少なく　　　なり，また閃絡等のトラブルが非常に少なくなる．　（2）・体歯中：装置をlllSllJするので一馴｛の噛ζ↑せがYll　　　想的に円滑になって小型の歯1卜1が採用できるの　　　で，上記のような高減速比が得らオし，軽量小型の　　　高速度電動機が採川できる・　　　また飛沫潤滑の助けによって，長寿命で静粛な歯　　　1卜装・置となる．　（3）ばねド重量が人幅に少なくなるので，乗心地を具　　　くし，軌道の蒙る傷害や申：体に蜘ます振動を少な　　　くして保修費を少なくする．6，材　　料　設計・上作法とともに材料にも並�cなじ）ぬ苫心が払われている．そのため殆どすべての材質は面Hを一新した．　整流了片については，古河電工会社を煩わして1年以一ヒに亙る数次の試作検討を行い，終に米国品と同じ規格のものを製造して戴くことができた．　電機子導体のガラス巻線もまた改良宅nねて・メー一ヵに無埋をお願いした．　磁気材料・構造材料も，あるいは試作研究をあるいは製品の精選等に努力して戴いた，　絶縁材料は当社内で，あらゆる種類に亙り殊に整流∫・30↓504）電動桟　　　　　　dかノフリンゲ，　ノ　　　／歯車装置　　　　　　6図　『妃　　置　　1刈Flg．6．　Arrangement　of　main　m吐）tor　and　　　gear　unit　with　c・uplil〕9．関係について試作工夫を傾注して，A．1．　E．　E．蝿程B種中の最高級のものいわゆる完全B種に達することができた．　この間における関係者の努力は非常なものであった．　これは従来のB栢に比べて次のような特長・を持っている．　すなわち綿・絹・紙等の有機繊維を廃してガラス繊維を川いる．従ってマイカ・アスベスト・ガラス等の無機物がペースとなるわけである．またボンドや処理用のワニス類も従来の天然のセラソク系の代りに耐熱性の優れた合成樹脂アルキッド系のサーモ・セット・ワニス等を川いて寿命の増大，絶縁の高級化を図っている．これ等は現在審議中の　1．E．　C．　（lnternational　Electro−technical　Commission）のB種に相当し，これまてわが国に行われていたB種より遥かに優れたものである，　次に各部について概略説明する．　（1）　整流子　セグメント・マイカ及びV一マイカは新式の合成樹脂（アルキッド系及びビニール系）で接1口したitJのて．従来のセソッンのものに比べ強度が増し，高Xiilにおける安定が良く，整流了片も特ハ川りf究により完成した優秀なものである．　（2）　・ブノシ保持器　金凹｝こよる精確な鋳物である．　（3）　・ノフシ　特に整流子面との接触が良女∫となるように杉慮が払われ，スプリット（分割）型を使用している．　（4）　フラシ圧力調整　　調整がとくに容易な構造となっている．　（5）フソシ閑撚取団ユ1　いわゆるエンド’マウンティングで，取付け，取外し容易でかつブラシ接触点B］β］Mff［8［β　　7図WNドフfプ　　　　8図釣掛式Fig．　7・WN”gea・c・upli・g　　Fig・8N・se　　　　　　　　　二菱電機・V《）．27　No．12・1953「睡r、」9”　12図　カノブリングFig．12．　Gear−coupling，　　9図電動機断而図Fig．9。　Section　of　trilctio［1　motonにできるだけ近いところてンフンプしているので．’fラシ接触点が正確に保たれる長所をもっている．また．tx・一ミナルを外し，ボノしト1本をゆるめるだけで容易にノlf”liJa，iJ一能で堅牢である．　（6）．・ノ・シュ・リ＞t・’　閃糸各の際軸受に被害が及ぱないように保護する．　（7）　vノェッジ　高速度電動機ではバインド線が多量に必要て，従って損失を増すのでウェッジを用いる．　（8）　・フ．一ノuン・テープによるシール　　溝絶縁とつイル・エンド部の絶縁との接目を，そのli∫擁性により密封してクリー・ミージによる絶縁破壊を防ぐ．テソ1！ンは（C）級絶縁物で高湿に耐え，屯気i絶縁物として1，優秀で，しかも日∫擁性に富んでいる．　（9）　］E機J’・　・イ　’し｛．よノ∫　ノスときホ泉．　（10）　ファン　軽合金で，鋳鋼の1、のより丈矢である．　（11）　ソ了ン及び端蓋は軸受内φ｛6を抜かずに取外せる．（12）r／L・　一　！，　丸型の鋼材酪接のもので材質もil・｝味してある．　（13）　一体フし一ム　　整流r側の端蓋はフし一ムに溶接してあるので，軸受及びブ7シ保持器の位置が精確傷’蒙・こ’cぶ＄、　墜．　　　　　　ぢ差煕騨左““一’：1．7　10図　電機子Fig．10．　Armature．　　斗11図　歯　　車Fig．11．　GeurMB一ヱ447−A眺中：電繊共�cWN式駆，’脚，1・佐藤に保たれやすい．　（14）ベアリング・カートリッジ　整流子側軸受箱はいわゆるカートリッジ式で軸受を全然分解せずにluee子が外せる．　（15）（16）（17）近機1�c巻線，界磁巻線の絶縁はすべて完全B栢で，有機繊紺を駆逐してガラス繊維を川い，耐熱性の優秀なサーモ・セット・ワニスで処理してある．　（18）　引出線　　ネォゾレーン電線を用いている．　なお電機」�cの動的不釣r惰tは，充分少提にまで修111している．7・駆　動　装　置　剛は一糊三な蹴1製の剛｛箱に収めて，弼U」の反作用は，ゴムを介して台中：に受けるが，：rムに無理がかからないように，簡単で巧妙な文持法を採用している．　テー一・一一・ローソーベアリングを川いてあるので，歯中：の噛合いは，飛沫潤滑により円滑を極めている．　づビゾル・インターナル・コニキスターナノレ・キごアータイプ・カップリングは，軸長の短いスプラインを2箇連結したもので，内側の歯先は適当な曲面に丸めてあるので，円滑に可擁手の役目を果すことができる．　歯車，カップリングとも材質，熱処理，工作精度等充分に吟味してある．8．む　す　び　ここ数イ渓・本邦電鉄界は漸く三†噺脚こ入り，新型式の冠中：の試作研究の動きがみられたが，昨今特に活況を呈してきたのは恒琶動機の大量発注による影響が多分にあったと杉えている．幸いにして，これを契機として技術水準の一大飛躍を遂げることができ，近き将来全面的に採用さるべき高1鍍・1縄冠動機の設計・工作i2i・材料に亙って，最新の確固たる基礎を築き上げることができたことを喜んでいる次第である．｛505｝31F型制御装置伊丹製作所小川清＿＊Type　ABFM　ControllersSeiichi　OGAWAItami　Works1，まえがき　本制御装置は100HP．の1：電動機を持つ電動中：の総打1制御に適し，2〜10両編成で地下鉄のサービスに対し経済的で信頼性の高い運軋1ができるように設計製作した．　中：の重量は空II［で40　t，定員乗車で47・7　t，満員．莱中1で55．4tで，架線電圧は600　V，11電動機は：IOO　V・1�JOH．P．を2台永久直列に使JHしている．　制御器只は現在高速度電中1日」として最高級の電磁空気単位スイッチとカムスイッチが1三体となって，材料と構造に新技術を取人れ，磨耗部の信頼性と≠了命の増加を図り，維持費の減少を企図している．り口速度は非常に同く，ダイナミック．／レーキを持ち空気と伯：IUして減速度も高く，表定速度を高くとれるように工夫してある．2，運　転　性　能本制御装置はtiのような条件で次のような秀れた運転性能を有している．　起動時は直並列自動加速で，空車から満載の問で常に32km／h／sの一一定加速度が得られる・架線電圧　600　Vで満載の場合，直列最終で10kmlh，並万1」最終で22km．ノh，弱め界磁最終で28．8　km／hの速度となる・　制動時は自動ダイ’｝一ミックプレーキで，定員乗小：で2．05　km／．．h．．1．sから4．1　km／h．．’sの減；L！i度が得られ，更に空気ブレーキを迫ljllして最人5　km！h，．sの減速度になる・電気ブレーキと空気ゾレーキは自動的に併用され，ソし一キハンドルの操作だけで両方が制御される．全グイナミックブレー　・ヤは58km／hから15km／hまで作lllし，8km！hで無効になり，最後の停llこ1こは空気ブレーキがド1動的に追加される．50km／h以上では，ダイナミッノブレーキは弱め界磁で作川し制動力は減少する．ダイナミックプレーキの可能な最高速度は90km∫hである・7直5il工151．�dテ23tJ5b75丁1り10ノ1L51○○○○○○GltS12○O○O○○、○OoOI‘OO○○○○○○○○7」「　恒　tJI奎ガ「一OiO○○○○○○○Ol60百↑ノ2000○○ノハ　OFO　O［tS　1i’界三！01501770昔。ΩOi18012JS6557○○dqΩ○○MCrt工○○○○○○R＿−Er−FC．→B胴s一ド6−OO○oOOO○○OO○○O6○○厄o○　・」4．Ω⊥○○○o’○O○○56○0176○○910O○10○O〃／2○○一∪i316O○○151tiT］　L⊥○’○oo．OO○○○OO○○○QL＿　　11718OO○○1920Oo○OO○田二h2汁吉「；rrl一「一違丑�樺人i肝○○ノO○o2○○O○o3舌i！111」巨1↓T−iL　FF「［F「〔工］o○OO6○○　　1010105迩重罰J｛ノ51∫V16巾1T．：　　．⊥、」コ　ー’q　1−」一‘d〈’）lIo．Oノ7ノO‘QσO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理＿王円。　　　O潴・OOO亘．9OOO32｛506）＊技術lill電鉄課副課長竹三　川　　1順　　序　　表：菱電機・VoL　27　No．12・1953・越・tl　1．1’．t　　　　し　コ．・　／−1，’・i．2．�o．、　　　　重t‘’t　、．（t？・・　　　iM　Lt　　　t’　障　　　　　　　　　Lx．『L‘�_［ゴい1．．こ　　　ド　　　　　　　　ヒ　1　．9「コ…’1・il己．笠芭L1図・ヒ1▲11路つなぎ図Fig．1．　ConnectiOn　diagram．3、制御方式（1図参照）　ア．起　　　動　加速度が高いので川滑な加速をするために，加速ノッチを多くしている．直列8ノッチ，並列5ノッチ，弱吉「！脇ζぷ、i’．Lli’2、　図　　戊」イ丁ノ　・ノイ．ングiUl糸皇Fig．2．　NOtChing　cul・ve（P・werin9）ABFM型制御装置・小IUr−、θ1訳　　過負荷継電器c1ぐ　　限流継電器　　RC郁助コィル　　βC　制動コfノしSR　　限流継電器〔惰イj’、2ス，ト・ソチング）BR　制動継電器（．ノレーキ作川中）LO　　　運動締一切継電器／，R　　　低電圧継電器∫・℃　　　界睡弱め器Dv　　速切電磁弁LO．II　連動締切電弁ERBI》EMv非常接触器制動保護継電器非常吐出電磁弁・　　　　め界磁5ノッチで；ノこ計18ノッチある．直列の　　　最初の4ノッチはいわゆる捨ノッチで，起動　　　時のショックを除去し，弱め界磁が50％まで　　　　”∫能なために界磁をli秀fg分流器で弱めて，5ノ　　　　ッチとし低速度で高加速を得るとともに高速度　　　　運転をri　s能にしている．抵抗短絡と組合わせには電磁空気単位スイッーf・を使川し，加速度は減流継電器で決定し，単位スイッチのインター1・ックで1’1動ノッチ進めを行う．制御電源は蓄電池をフv一トした電動発電機から供給され，電圧は32Vである・弱め界磁は電磁空気操作のカム；｝jlj御器で行う．3．2　km．h∫s　の一：−t　iJil速度はゾし一キの可変荷屯機構で変化する加速抵抗器を限流継電器の補助：・イノしに直列｛こ入れて，荷重にょり限流点を変更して行う，　1：幹制御器は3位置あり，1におけば全抵抗を挿入した起動で，2は直列の最終まで，3は並列の弱め界磁の最後までとなっている．直列から並列のわたりは橋絡法で，牽引力を変化させず川滑なわたりをすることができる．　イ．ブレーキ　起動時に使川されるスイッチはノし一キにおいてもすべて使川し，．ノレーキli］として高速度からブレーキがかかるように充分な抵抗器と短絡用スイッチを追加している．ソレーキノッヂはユ8ノッチある．　ヒ幹制御器洲魍1の位置でノし一キハンド’しが連転位置にあるすなわち惰行の位置では，ダiナミックブレーキ回路ができ，60km／h以ドの速度では弱め界磁ノッチがスホ・ノテfング継電器の制tiiijを受けて低フレーキ電流で逐次全界磁になるまで進む．速度の変化に対し弱め界磁ノッチを戻しているから，フ1レーキをかけると迅速にブレーキがかかるようになっている．速度が70km／hより高い場合は最初の電流が大となって，下り勾配で電車が過速度になるのを防IIIする．　・ノレーキ弁が運転位置で主幹制御器が尚1の位置においf507）　33も置e34（508｝　　　　　　　　　　　　　300　　100　　　　　　　20fi．．−　　Amp編OP　3図制到ノップ・ンクilll線Fig．3．　Notching　curve（Braking）uaoて，フし一」弁上部の’電気部分でダ’イナ”’ソケ．ノレー，1・をかけ，スボッテtングの結線にする制御kli路を閉じる．フレーキ位置では，ダイナミックフ’レーキがかかり，減速度はプレー寸ハンド・しの位置できまる1〔［通空気圧に比例して選択できる．このために，直通空気圧で動作するアケチュエータで変化する可変抵抗器を1堤流継電器の補助．・イノしに直列1こ入れて，限流点を変化する．　定員釆中：で4．1km／h！s以」．二のil戎速度を希望する場合，速度が15　kin、．h以ドの場合にはいかなる時でも空ぷノし一キが直ちに併用される．空気ゾし一キ装i置に連動締U」電磁弁があって，冠気制動が有効なときは卍磁弁が動作して直通空苅S；と中継弁へ至る管の；・t9．絡を断ち，直通空文（管から連動込め弁を経て中継弁へ1．　’）たる管に連絡する・すると減速度4．1km，1h∫sまでは連動込め弁で空気圧を空気’／レーキのかからない圧力に減圧し，4．1km／h・s以Eの減速度にする場合は直通空気管圧をあげれば比例して空気ブレーキが附加される．速度が15km／hから8km／hになってダイナミックゾレーキが無効になるにしたがって連動締切弁がirl磁され，直通空気管が中継弁に至る管に連結されて完合に止るまで空気ノレーキが閂：llJし，　ダイー・」一ミ・ソクゾレーキと望竺三（フレーキの’／レー十力をr†せているから，切換の際もショックがない．　．ノレ…「弁，中：掌弁，一｝1幹制御器のデッドマンスなどで非常空気．ノし一キがカ・かると，竃ki回路を開き7”　fナミッソ．ノ1し一キが作川しないようにする．4．制御器具ア．　主幹制御器4　図　　Kl、−281　）f，Ll　　　．．主幹制御器Fig．4．　M三lster　　　　cuntreller．　ll幹制御器は1リ筒が2つあり，　〕逆1止di　J　fi’flと　1三1」ll；∬カJij’〔二・・1〔lllに組立っている．この円筒が制御回路の動作に必要な回路の開1羽を行う．接触指は軽合金鋳物のプレームに取付けられたユ列の接触指台に取付けられ，鉄阪のカパーで蓋をする．　円筒の軸はヒ蓋のヒにHlて，11ハ〉’ドtLは非常弁をf動かせるためにばねによって唯直に押Eげる運動と，川筒を川転するliil転運動をする．逆転川筒は機械自勺にiヨリfflとfンターtt・ソクされ，　1：IO筒が断の位lie｜1になけれぱ逆転川筒が動かせないように，また逆転円筒が断の位1’f￥iiではEiiJ筒が動かせないようになっている．　　イ．接続箱　鉄板製の接続箱は床一ド取付｝こ適する構造で低圧回路の各器具三．菱電機・Vol．27　No．12・1953とれり線の接続をする．　ウ．　主回路ヒューズ箱　第3軌条靴ヒュー’、箱は台車の狭い渇所に取付けるために小ni−Llとして，迩断能］Jをできるだけ人きくかつ耐振に留意している．1三ヒューズ箱とともに銅片と庇気吹ii’iがあり，耐弧性の内箱にノ）っている．ヒューズ片は両端のハンドルを川わぜ目．簡単に11ζ外せる．噸　　5図集電靴可溶器Fig．5．　Fuse　box　for　collttlct　shc）es．　エ．主開閉器・接地開閉器　充分な通電容量を有する刃形スfッチを木箱におさめたもので，ll川路を間き1三川路の点検や作月川卯1弓を試験するのICIUいる．　オ．断流器箱　2箇の遮断容匿の人きい電磁九ス（単位スイッチがあり，川路の開閉と過負f；『の保護をする．i口位スイッチは空心のr1欠消コイノしと改良されたアーク案内があり，必要な所には耐アー〃性σ）絶縁物を川いて5mHのインダffンンス回路で　3，000　A　の遮断容是がある．インtx一ロックは甲！造絶縁物のカムと，不銃鋼の接触指を有するもので，接点は銀で充分なワ1プを持っているから，磨耗や汚損による接触イミ良がなく、寸ヤップて回路を｜n］くかe鉄粉の附首でリーシを起す虞がなく，動作確実で点検を必要としない．iil位スイッチは鉄板製の箱におさめ蓋との間には　7t／しトの防1」；⊆パッキンが挿入してあ　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろ．　　1一tli　i滋プ・ド｛よ　一・　イ　ノし6図　　ML−2　】32　型　　　断流器箱（【｜ヨ貞いFig．6　　Line　brctakei・．ABFM∫iil］llill御妾Ul’ll・・N　H部分と空気部分を分割してドレインが一Sf’しを侵すことがなく，弁座は特殊の材判を川いて，動作確実で寿命を長くし，かつ1輻品の取替え1：丈容易な構造になっている．インター1．rックの改良と竃磁弁の改良と相佼って単位スfッチの動作を確実にして，かつ保守にほと！七と‘ドノ亘1をし7図　M2132　r！　　断流裟翻11（側ifii　）Fig．7．　　Line　l〕reaker．　　8図　UP］32　ibl！　1．i5．位スf”r・　　　　　（断　流　器〕Fig．8．　Unitぱwhch　f〔・r　line　breaker．ないでもよいようにしている．　側面には2箇の過負荷継電諾幸があり，これは各回路に人り過負荷の場合の保護を完斜こしている．材料の改良により，軽1L小型となり，構造ヒ調整容易で高低圧混触を越さないようになって1いる．低竃圧継電器は同じ側面にあり，軌条のギ・、’ップや停電のときに400V以ドでWJtLて，速切電磁弁の回路を開き過負荷の時も11ilじであるが，断流器の排気を多くして迅速に間く、継電器類は点検容易なように配列してある．　カ．　主　制　御　器　　　9図　　VM　200型　　電　磁’弁Fig．9．　Pt・lagnet　valve．〔509｝35　断流器箱におさめた以外のすべてのll要器具は各側面が蓋で開閉できる丈夫で防塵の完全な鉄板製の箱におさ．めてある一1映部には9　flgfの単極1｝1位スfッチと，6箇の2極単位パー・　’i．を・；パ丸組合わ・せ抵抗1三締の側｜をする．単位スfッチほ断1充器と同じ構造で，アー’／・llッ・lfスが箱の外に出ないこと，人きさと容：�gが川路電流に適当にしてあることが異っている．2極1｝∫位スf・．・・∫・ぱ左右のチソフの磨社が連うときも接触を同じにするド1動、澗整機構がついている．　右側板には鋼川筒の電磁空気｛梁作の逆転器と，ノ」行とフし一キにかいて自動ノッチ進めをつかさどろ限流継電器と，惰行時に弱め界1正三のス・1・・．「）’fングをつかさどろ10図　CB　10191型．1：制御211｛正ψD　　Fig，］0．　Main　co川r〔｝｜k・！・，スホッティング継電器をおさめている．限流継電器は球軸受のある特殊’ド衡型で，ギャッフを変えないので感度が鋭敏で，また接点は充分人きく銀とカーポンを使川して，接点の荒れがなく接触確実で，かつ耐振型とLて優秀なものである．　左側板には電動機の界磁を制御する弱め1ゾ4磁器がある．屯磁空気操作のカ∠、軸式で，ヵム接触器は小型で電流を遮断するものにだけ吹消機もlllを付けている．電磁弁は単位スイt’・チに使用Lたものk同じである．8”　　　h巳ξξs　11図　CB−　15．］91刑・1：｝lilj御器1イf側図）Fig．　ll．　Main　C・、卯・1｜1・i’　U’ighi・ide　vieW）この側面に力行と制動にかいて制胡1川路を切換え二二荊助継電器がある．　キ．主　抵　抗　器　起動と制動の抵抗器｛Xり36（510｝ボン型で，抵抗材料は1耐躍｛耐12図　CBユ5−191型一1三制御器（左｛llll面）Fig、12．　Main　contruller（］eft　9．　id　e　view）振のものを使川し，枠は熱膨脹による変形を起さない構造にしている．容枯は最も．1’1‘i酷な条件でも過禦1しないように充分とってある．起動川と制動ll1’・（”は・j’法を変えて全体としてi5．：�gの軽減を図一1ている．ε投　　13図E、V−11−34・型）UL　9蓮ll　ISk　iSt孝f、tzFig．】3．　StartiT〕9　　　　　　reslst《）r．　　　14図　EW　IOI　33　，fi・．1　制動抵抗器Fig，1・1．　Resistor　for　　　　｝’，raking．15図　CX−103型誘導分流器Fig．15x　Inductive　s．　hunt．三菱電機・Vol．27　No．12・1953　ク．誘導分流器　ll電動機の界磁は高速度に．t）　L　i　一（50％弱め界磁となる．全界磁から弱め界磁の各ノッチにたいして，抵抗管と組合わせた誘導分流器をIUいる．（15図参照）　ケ．　主回路接続箱　台唯を電動機をつけたままi｛し体から外すために，申：体配線と台中．配線の｝ajに設けて，箱の蓋を外すだけで簡単に回路をフ♪離いか味奏触には充分のワ仁些1自i積を持たせていろ．爵n血鱈　臼　　16図　TW一ユ61　t，tl　−1：川路按続箱Fig　l｛〜．　Juneti“n　t｝｛）x　　　　i“1’m：1hl　cir。　　　　cuit．コ．アクチュエP夕箱ダイ．ヲ．ミックノし一キのド祭に，減速度を　2．05km．，，h．s　　li図　AC．48型アケーヂー1t−L．箱Fig，　17，　　Aetztごttt）1・．から4．1km！h／sに変fヒさせるためのア；1チュエー’1と”∫変抵抗を納める．アクチュエータは直通空気圧に］1｛）動作し，レパーを介してrT∫変抵抗の軸を回転し，この抵抗は限流継電器の拘li助コイルに直列lc　1’【Tj　4されて限流点を変更する．　この箱には非常一ノレーキの際に電気制御回路を1］1：］く非常継電器が納めてある，これは非常．ノレーキでll働管が減圧すると動作するものである．5．試　験　成　績　池袋新線の開通にlt　，’tlって既設線で2両試5寒車ができたので，その試験の紀果について性能を検討Lてみる．　試験中：は空車で35．7tで，荷屯時は42．3tである以y↓はピ電動機，1聞御装置，プレー一「装置は新線用とII1］．・ll”1｜である．　ア．起動試験　起動試験の才シt・の一例を18図に示す．これは空車で’r坦線におけるものて，起動時の最初の牽引JJは28kg　tであり，ノッチ問の牽引ノ」の変fヒも25kg．「tで全然人体にその変化は感じられず，スムースな起動をしていることがわかる．限流値も確実で，各ノッチで限流継電器の動作確実でノッチ飛びは見られない．この場合のiJ［1速度は3．4kln／h∫sである．中：の重量が新線川とERなるのでIJIr速度は異っている．弱め界磁率は最終で49％で，川路宙流の変fヒの少ない所からみて．誘導分流器も充f，〉　tlでンタ“ク！xンスを持っている、　イ．制動試験　制動試験の1シμの・例を19図に示す、これは中：両ln：�g42、13　tで，’1｛坦線において　50　km　h　の速度かe、’1”f十1ックフし一1をか｛　．rたものである．最初．ノL−1’・ント’しを操作＋るとO．7秒てr・い一ジ・J＞”／“［こ空t〈（カ：ぺり々台きノ），　　｛〕．5　‡’Y！二つと　ニビイ　ー｝’ミ　ソ　ケーノ　し　一　iカ：イ∫効になり，・レー1・i　Tlンタの空ご（圧｛tドり始め，　U川口ご三・・．tピ，1　　　　ノ　　リ　　　〆　　　吉”1−．、＿⊥＿＿」」．＼ぐ＼＼＼N−一’一一一””’”一”一一一一R，∫：イ．屯元9U」ゴL当L　　　　・±　　　　　：1三lr．二毒圧酋同「1、18図　起動試験の一例　一力行（PE−IB｝Fig・18・An　ex・lmple・f・tarting　test・P・werillg．ABFM　型制洞膓き置・・1・iil1511♪　37RCコイj［．電iig”L�@◎E一η電流Bc二」イ1し．言汎限．．司矩．言霧箴二こF尋汽連観拒腫：巳≒ξ三逗　這　菅三　汀一　／一一N一＼｛／．、．、二　ごe＜�_．ト．ご》、丈ブ「、　　．一　一主ミ丁一／．E、ゴ＜⊆三．ミフL．一．≒．．シリン？己口Qモー’．�h三子．嵩圧一一一＝丁一一一一＞s、．＝．〜　　ヘユ∈Lb．速プし、一．牛jLンド）｜．↑亘置　芦　　　　阿1bL！siiu：r→111I　　　I　　　l　　　｝1‘　　　　‘　　　1　　　　　　19図　電　空　併　Jl）時　iliU動　〔BL．．1−2B｝Fig，　IY．（・｝・cill・9ram・f　e｜eCtr・・t’，lu．Ulコ・Etic　s（・r・ice　b・’・ke　aPl）licati・1・．t　　　　l　　　　l　　　　lえにあたってショッ：．ケはない．グ．fJ’ミッ．t’一ノ1し．一一・1．がユoo％になった時の1三電動機の端｝1’・電川は最．1く405、「で9（⊃km／hからダイ＋ミ・Y　’i／フ．レーキを有効にか肋’得ることがわかる．．ノッチの刻みとゾレーキノ」ロ）変化については起動時と1．司じ．くTE確でシ・ヨソクを！惑じない．電気’／．し・一・、・i【1はーノし．一キシリン．タ←1｛：jjは　O．7　kg．CI1や　！ご’ノ｝そ三〔プし一キは待期の状態になっている．電気プレーキ最終ノ・ソイ’では，庵気一ノ．し一キノ1がill支少するにしたがってゾ1レーキシリング圧力が1．｝仙Uして，｛Y・s’のゾし一　・1．力を’定にし．て電空併川ゾレーキの妙味を発揮している．減速度は4．6　km・”h．”sで，これは．新線川に換算する．と4・］km．’h／sになり，電気一．ノ．し一キの最一ノく減速度の設計値と．一致している．6，む　す　び　以ヒ述’vsこノ三ll則郵lll生ミ『斐の等寺！こをそ塁．ピノる．（1）．起動にあたって，充分な捨ゾ・ヂ・と橋縞1‘芝りと相侯って高．加速度，ショックしスであり、弱め界磁を50夕もに日引日し高1虫1辿｛云力こて1きる．（2）　負荷によって加1；虫這流を変fヒ［．．　り日速度を・一’定iこ一ポる機｝績カミキ）る．（3）　　ノ　ッチ逢隻めは口力感度の艮艮病i剰］葺E；�gと，　硝1：だな　イ　ン’之一・・．・1・によってノッチ飛びの虞がメ真い。（4）　惰｜：」：川は制動回路ができて，常に弱め界磁．ノッチを速度に応じた位置で小電流を流しているい身，ゆるスボッ．元”　’fン．グを採用L，制動が迅速にかかるようにしている．（5）　制動はゾし．一三ニハン．ド戊し］d〈の操作｝こ］1り，電気ソ．レ．一キを常旧とL空ヌ（ブし一キをド1動l！l勺に川：則Lて各’：の特色を．刊川して，高減速度を円滑｛こ得ら才1る．（6）非常プし．一キ1：よ空気ゾレーキで安2確実にかけ．られる．（7）　担1打［スイッチ，斜．L合わせスイ　ツーf・IX　［llX�gノミぞもllヒで，各部1粘は信頼f／1｛を」・曽加し保修d，r・がかからない．特｛こ．fン．’9一ロワヶ，電「磁弁の故障を絶無にするkうに．｝マ｛意している．（8）　．ll抵抗；！9は軽邑而」久性のリボン型としている，（9）　剰把E器警糞は材“ネ：｝片積巴を［没良し，　i怪ぱで」友1；ψ1をrLlさないCのとL．ている．　　以ヒ「要糸勺すかば；1司街珍ミ｛醍とし一．．f，　i1獅申1イだ・．で・経；�gfヒL，かつ故障を起さないものというべきである．38（51　‘2　）：．菱1｝1：機・V（，1．二士7　N‘）．12・．lt）53ブレ一新．：，菱｝臼1．：，原d臼｛f・1製作所もタ曽根嘉年：キ装Type　SMEE　Braking　DevicesYosllitoshi　sONE，Mitsubislli　I｛eavy−lndustries，　Reorgallized　Ltd．，　Mihara　Lecomotive＆Air　Brake　Works1，概　　要　ぷ渕動装置は，帝都高速度交画；「団殿池袋線の新造促中・川とLて，ABFM発電制動付制ill・｝1装置とともに装備さiしている．本装置の1三な特長二（a）　　！fij中：」」蜂r�dli可‡k｝こ1匙1し’こ日：，　1　な1．、し　ユ1　11吋‘相IJ．1〔．lg　に適している．（b、　常川フレー・1．作用は1箇のゾレー1弁・・ンド’しの　操f’トにょって，fE電，空又（両制動が川S’F’；に併川できる　にうになっている．　　十なわち発電制動と空気制動とを連動せしめる装置　を備えていて，ハンドノし角度を進めるにしたがってま　ず発近制動が次第に強まり，さ£）に制　動度を高めるために・・ンド・し角度を進　めると．最人発電制動ノ3に空気制動が　附加さ1t，最終の］こソレー・〉位置では，　そのときの釆客f：」　ill：に応じた，i！l容最人　減速度が得られるようになっている．　　とくに空気制動に関しては屯磁空気　自ル目を伴うセ1し『ノラップ式ソレー・！弁　を川いているため，緬成全中：両のツh気　lliil重JJノ」もハン　ド1ノしfrj匡どiこLじ：じ毎女鉋8　iこ∫曽　減される．また発電効果がなくなると　同時に同効果の空気制動に切り換えら　れるから，敏速適確で合理的で融通性　のある制動作用を行うことができる、（c）Jl籠『ルーキ伯三用は自動空気制動＊技術部長　のみで行われるj：うになっており，．ノレーキ弁操作以　外にブレーキ管または連結器☆一スの破損，f　1〔C　iii．：弁操　作・突当コツ’1，ll幹制御器（デッドマン「ス装置）に　1：り何時でも適用される．（d）　乗客荷重変動に対する自動的調整により，加速度　および非常一ノレーキを含む最大減速度を常に一定に保　つ機構を備えており，釆客荷百の変動が行われる戸閉　き状態の問だけ調整作川が臼：われる．（e）電重腔気｜�給@，第一つ亡空ぷ溜一f渕・i†−1：ノ」調　整器，その他圧縮空〜く（源占二lliil］11を一一体として申：に取付け　中：体ドの管系を簡lll各にしてある．2．プレPキ装置各部の説明rこ蹴まぞ「，ミ　1図A−1圧縮機装・置Fig．　L　A．I　Compressor　un三t．〔513｝　39（2・ユ）　A1川縮機装置　　圧縮空気源胡；品を川枠にのせ’て1事体に取付けており・　また圧縮機の振動が中：体に伝わらないよう防振装置を　fl川えている．（　　i　）　　　　　　　　’t　ti　重力　’ノR　　父（　｜　　1　：　看1�`　i　卜幾　3Yc空気圧刊1機形式・lo’LYリ1膓メ　　　　　　　2rttk　l　l：縮シ　リ　ン　．iiw　i：　ユ27mni（bグ径　　’高圧　63．5mrn（hス　ト　1「　：8911〕nl一ク吐川E．9．5k9／ノCm2にノJ　　　　’．t3一いてト川広‡k：51i〕1”pnl空気・【t：570　Vmin氾電電Iili｜転数Yl｛ollA屯助機重．り：601｝、ifi［　：　　6．8」＼川1：　3．7｜LP．　　：2．10｛［rPm　　a．〈電動空メ（圧縮機はとくに小型軽肚で川1速1［11転であ　り，『ド記の部分は従来の車両ll川1縮機に比らべすぐ力　たW］［造になっている．a．構造．上筒形弁式で｝よ開閉のオ・くれをヒじ�eので一r　板をば1ねで押えた白動弁式としている．b．　回転数を高力ると各部温度ヒ昇とく｝こ弁蓋の温度が　高くなるので，耐久性を杉えとくに効率の良いものを　得るため2段圧縮としている．c．二1三軸受は滑り軸受を廃めて球軸受とLている．d．　各甜潤滑は従来の飛沫給汕式を圧力給ilil式に改めて　いる．e．電動機の動肋漣方式は騒1�_紡1ヒのたL内！榊：伝達を　避け，ベノしト駆動としている．f．　始動アンv一ダ装置を，没置Lて．電動機が全速に達　する迄圧縮行程を好｝めないkうに保11隻装置を設けてい　る．　仁装置は給油圧力の低い問は無負荷となるから，　澗滑．不充分にkる・事故メ、防1ヒできる．（ii）　冷　却　装　　置　　圧縮機よりal：出される空気は高温であるから、元空　気溜に流人する迄に充分冷却寸るため，r「．ノタ／Lつ　と称するソtン附管を使り1して冷却効果を挙げてい　る．（iii）　　　　［　1：　　　戊l　　rJ員　　［整　　k、÷　　S一ユ〔シC型をJHい，電動機制御1ぱ調整川ljJ人位置　8．5kg∫cm2，　UJ位置　9．5　kgi’cm：　にてrfわれる．　また　この澗整位置で白動抄［水弁を作動きせる．（iv）第一元空気溜　　　L部に安全弁あよび圧力1汁を取付ける．’交全弁調整　は10．5　kg：cm2であり，圧JJ計は圧力調‘鴛叱器および安　全弁の作動検査を便ならしめている．一ド部には排水r・　　ツクおよび自動排水弁を取f・1・け，川動排水弁は圧jJ・；｝・’・1　整器の人位置isよび切位置におい一こ元空気溜内のドレ　ンを排出するように作動する．排水　・’rックは残余のド　レンを抜くために附加さかている．40（5141（2．2）　　；）’y2J亡’i；旨三（ih’｛　（ユ6’「x42’”ブXl武　120　リ　ッ　1・ノし）　　8．5kg／cm竺ないし9．5　kglcni　L’の圧縮空k（を貯え空b｝しフうツフ加罰“．＃里田接触611／巳1しフニう1リノ遠『・訓Llijfdf｝i．L：’t2図　ME　42　『　し　一　．｝．弁　　Fig．2．　Br“ke、ulN・い．　気／し一1．装置，その他の作用に供’1・る．（2．：S　’｝　　f共糸∩？と三（i｛￥｛　（ユ6”×42’f�c☆己　120　リ　ッ　1・’し）　　ノ亡空気溜の漏出に女」’して保護されて常に7．5kg．］Clll　’：　の空圧を保ち．ノし一キ装ii戊の作用に応じてll三縮空禄を　’／し一キシ・vンダ．直通空気管，ソレーキ管等に供給　する、（2．4）　ME　42ソ‘し一キ弁　　本フし一キ弁は列車ゾし一キを制征1するために各連　1転十掃こ，没けられている．　　・／し一層「弁’・二い1位i；’1；は弛め，運転，常用一全ブレ　ーキ，非常，ハンドル取外しの5位置仁り成っている．川弛め位置（ハンド・し1収ぴ）　　直通空気管圧縮空気を【白：接排川して急弛1｝”ノiVIJをfi’　う．（ii）　　；追‖シ　1｝�d：‖’｜1　（s・・ン「ドIL　frj　l更　12∨）　　運転中は常時こe）位置に一ンド・Lをi川．この位置　一ごは空気（セル『ノラッ’ノぽ」はり也ダ）f、‘d置となり，　／ミ・ト’川分ba’）　排気弁は開かれている．’圭た　・般に常IU．ノレーキ後の　弛・心に川いられる．（iii）　　tSll’lij　1≧．／　し　一：Lf　f、1川i鵬　（ハン　ド’しftj匡ど20’　］：　り　75”　迄）　　常用一ノし一キ作IHを行う位置て，．この川の・・ント’し　角度により制動減速反を決りじすることができる．この　問で発電制動が作川し，空気セ’し．ノ．ノッゾ部オ♪よび電　気セノし．ノーノ・ソノ、耶の｛乍用により，直通空気管圧力をO　より5．5kg∫cm2迄ヒ昇する，　　・仁ノレーキ位置　　　ハン　ド’ル寛ll豆75・’て全フし一キ1乍1月力〜（　］：才ノれ，　ll’1：　角空気管圧力は5．5　kgi’cmL’となる．またこの位置で　」ピソレーキ管に給気弁調整圧力を．i5める作川がf了オノれ・1菱電機・V‘，1．27　No．12・1953　　る．（iv）非常プし．一キ1、1《置�gジド．パ・’渡］1助　　　1選転．．手が事故を発見し，速’やかに中：両を停止せTし．め　　る必要が生じた場合｝こ，・lt．位置を．使lli　−1；＿る．この位置　　〒では発’rE‖frJ動効果を1新ち，　．／し一一1．弁［ll：II．｝1［より・／．　L　　−．ll管空．気を急速’に排出せしめ，空気制動のみに1：る　　非常’ノ．レー．、．｛’1川をlyi艸：に．伝1圭する．（v）　　・・ン　ド’L月※ケ十L．．f・「，1　iXi．　（・・ン　ト’．・L．　frl　l芝　150’））　　　　ソし一∵弁一ンドノしを取外し．得る位ii」ハ1であり，他の　　位置．ではハン　1．・’・しを取外すことができない、　この位置　　．ではノし．一キ弁内の待弁は閉じらメ1，fE　’i　tl制動ならび　　；こ’rじ磁ナトiロロ［各m＊jtたオtる．　　管座の各管接「：はド記の如く数字により川］示してある，幻ゾし．一．；・管，＃3．k幹制御♂≠案内弁管，＃ユ0車；｝9：丁「�di1了，　ニユユ　パ〔」庄iソ巨’ス（午了、　ti2ユ　£：〕．’べ（寸∫ゾi’1；〔、2．ii’）A．1川日」装；；’11　　3つの管取付卜］こを4d，（　v’）ボ・し1・て　・体として中：f．ドドに装備せられ各弁i．丈それ．ぞ．Aの管取1・1邸に・il・　a酬1川てい：；．（i）A管取付座　　　　ノド管取1］座｝．こはJ形濾過器，M3給気弁，球形逆　　止弁，非常弁，Bli二ろli1紺弁が取1柑ら21ている．：．J型濾過器　　　　元空．気溜管空1スてをA．1iili用装置内｛こ導き．人れる前　　に，元空気内に合まれる塵埃を充分濾過するため，渦　　・巻．［1：多i慮」也生≒；i’10．こよ　り上ヒ小交n〜1．ノくきL、1皐｛巧ミを「余ヨミし，　　さS，　　に．／」．・しト製濾過装置により細粒を完全に除去する．　　元空気溜管llζf・川1に締∪」パソクを付け，　ド部に排’i〈の　　ックを取付けていろ．b．　　糸鳶　　ヌて　　弁　　　∫’11S　　　元空．気を本弁にて7．5　kg，．／Cm2に減圧LてA1作　　川装置．供i；．T’！；；k（溜］II’）ぷ弁仰こ送る．c．球形逆止弁∴：i；　　　給気弁ICり送人せら・れた圧縮空気を供系r↑．気溜に送　　り，その逆流を防止して空fぺ〔供給源故1；ILiliの際に供給空　　気溜内空気が，元空気溜とと1，に流出することを防．止�O，．門つ逢鋤「1．コ電泌　　．ナる．d．非　常　弁　部　　　非常ブし一キ．η1川において，シリンダ圧力急ヒ昇才♪　　．にび・ノ．し一キ管減lll急動作．川をつかさどる．　・kた’乍気　　．ノし．一∵装置の最《ljの込めを制衝卜］一る・e『・卜　継　弁　部　　　　常用プレーキにす・いては直通空：気管kり，」卜’il∫ソ．し．．　　’＿．ヤ．｛こオ♪し、tごiよ」卜’ill’プ下臼□目｝．こよ　り（共糸r�dノ：旨〜式i留より）］三Cノ　　か．，可変荷ln調：を通った作川空気川力を受けて供給空　　矢［溜空気を／し．一キシリンダに送・ぺすることを中継　　し，また弛め作川では作1ば／1竺気圧りが減ぜられるにし　　たがい1情ll空気i留と．・．し．一キシリングli�O連絡を断　　ち，7’レー−1シリンダ’の圧箭：i空気を排川する作lljを行　　うtこれは相当人きな流ぽを有し，・ノレーキシリンfx”　　Q）ノ＼きさ才．トよUパ敦にtf，〕」・レ・・ず．　急」主なる．］ム、η伯lllj・い｝二　　こ．てリ［Dピ）伯ll｝」を臼：う．（ii）　C管取付座　　　　儲・取f・脛に1ま込めプ．ゆよびiljl澗整電磁弁い「M　　：．；ユユ）　カ；月《りr寸1すらtil，　f事ト勺1こit　2．5　　リ　ッ　ト　’tvづ，急、璽吻　　ツ；旨気C占くカ�_；雀け’；ノオ↓てL・る．aa込　め　弁　部　　　　最初の込めの際に（共給乍気溜が充り♪．；ムめられる迄づ　　　し．一．．1．シリン．グを1／ll川せしめておくため，非常弁ヒ．く　　　トンを非常位igtcに留めて．心くように作川する装置で，　　調整圧力は2．�Jkg．JCin　L’にしている．b．再調整電磁弁部　　　　来客荷1乖：変動が行才・れる戸開き状態のir，］だけ．励磁さ　　れるもので，｜1∫変荷弔：弁川を1‖1］’枯するためσ）供給溜空　　ぷを結排気制θ‖する．（iii）　　D　：1丁：　Lk　付　丙≦　　　　焔・取｛・脛に｝ま1・1三ll拐．・．］：τ馳y・1．臓弁（VM30ユ1）連　　動締切電磁弁clVI　，i312）連動込め弁，可変1河弁才・　　よび逆止琳1当板力；取り付けられ，かつ1臓弁一11変　　担ξむt｝器に女・」．づ　る閂じ線端｝」�c子「カ�_没［’rら4tてL・る．a．作「｛．1および弛めlti磁弁部　　　　　・．し…．．弁の電気セ・ビ・ラッ．．・部にlii’｜脚せ川「．、電S入．1EE　．／し．・一キ膓ミ1；弓・“’A艮　　　　3図Al作ill装置Fig．　ll．　A−1（1）peratln／g’　　　　　　mnit．1515，・41　磁一空気作川により直通空ス（管川力の込めおよび弛め　を行うものである．b．連動締切屯磁弁部　　発電制動が作川Lている問励磁せられ，直通空気管　の圧力が川：接中絹；弁に送られないように締切って連動　込め弁へ中継しており，発電制動が消失するとともに　消磁さjMて，直通空気管圧Jjを中継弁・へ通じる役日を　する．c．　　」上i．1．動JtLy、ピ）プ：ド音i；　　発電制動作月1中li’［通空気圧力3．5　k9℃1が迄は連動　締Uj電磁弁より送られたlll［通ウ院k（を0．5　k9，　cmL’｛・c　Li・il　圧Lて中継弁に送る、Lたがってフレー．1シリングは　41胸に制輪j”を軽く押付け空苅li【働の準備をしている　ことになる．最大発電制動力以1二のフし一キカが必要　　とな力にi　／し　一へ．弁；築竹川こk　り，［［‘1：通望｝三文（希�h1十三ノ）は3．5　kg℃m2」：り5．5　kgi’cni2迄増加されるので，．ノし一1　シリンノ圧VJを0．5　kg：Cm2より　2、5　kg／Cm2迄｜「liめ，　空メ（制動力を附加iする役目をする．d．可変荷重弁部　　戸開状態の間励磁される臨凋整電磁弁より送られた　供給空気溜圧力によって，可変荷市弁が作川し調整機　構が動かされる．叩1体荷玉：は揺枕は’ねのたわみ量によ　り計測せらかるようになっているので，これに連動し　て加速月1可変抵抗器の抵抗値」？よび作IH圧ノ」調Mはね　が荷亜に相応する値にH動調整される．したがって加　速の均合は限流継］｛［器の動作電流値が可変抵抗器にlt　り調整されるので，荷屯変化に拘わらずノ定の加速に　を保ち，非常フレーキを含む最大ノレーい削塒のノ　し一キシリンノ圧］Jは東客荷iW：に相応Lた1直に制限、凋　整されるぴ）で，荷爪に関係なく　’定の最ノ〈減速度を得　ることになる．　　調整弁による．ノし一キ’；リンメ制限IEノ」は次の通り　である．　　　二空　　中：4．O　k9、3cm：、　満日中15．5　kg”cni：e．　逆止弁付⊥｜板部　　侭装置は空気供＄1〕源がliik障の劫；合．供＄1’空気溜への　供給が絶たれるので，直通空気管より｛lll給空気1留に圧　縮空気を供給する作川を行う．（2．6）　　メ〈　引’　LLI　ノ」　1汁　　各運転台のゾし…キ弁の近くに設けられ．・し一キ任　および直通空，気管圧．ノJを指・」こすふ（2．7）車掌弁（B3．C）　　各1工転台のプし一じ弁の近くに設けられ，車掌が非　常事故を発見［た場合，非常．・L一冒’i；川を力：うたv・　に日1いる．（2．8）　　」卜∫i「1じf滋プ「　（VM321）　　各中：両に1箇川いD・れ，運伝台のソし一　弁の近く　に山けられる．福じ磁弁ド．・し一キ管圧川こよって動　作するS−30型，1卜常継1じ器に接点をイ∫し，ゾし一1�dぼ　圧力が3．5k9／cn〕二以ドになった際に．sレー1管の非42　｛516，　常減圧を行う．すなわち，非富プレーキ作用の伝達促　進および供給空又（溜の不ilSの圧力降ドに対するプレー　キ装置を作動せしめる保護作用を行う．｛、2．9）　突当たリコック　　台車に載せられ，列車の進行に対して軌道突当たり　部にょって作川される時，ゾレー　・1’管を非常減lllせし　め」卜常プレ・一キ作月」を行う．（2．10）　．ノし一キシリンダ（UAHT）　　各台中：に4箇取り1寸’け，車体からゾレーキシ・リンダ　ホ・一スで直接辿結せ品）れる．（2．11）．・い一キンリング締切・ッソ　　．ノし一ぺ；リンダ管を容易に閉閉し得るように中：の　横側にしパーを出してある．本・Tックは二，ケ　ックに　なっているので，閉めた場合’ノし一†シリンタ「内の空　気は排とHされる．（2」2）　　］）−5　菖Y3｝よ〔バ笛弁　　警報するたわに［1〔の芥端｛こ設けられる．　　5　　　J’1．　　　　〆チ亘　」　　2τ〕ko　’．　tiir　　e　　　　　　　　八ン日し角度degree4図常川・し一tに，；rlrる：プし一ヤ弁・ウ！；　’t　　　角度と作川空気圧力との関係　　Fig．4．　Relation　of　brake　valve　hanclle　　　　　position（md　uir　pressure．ノftiilL妻nISCi巨．11f9（1、’（l　　　　Iso　　　　J／t／　　　　　5ti　　　制？ij川S．巨k句h．一‘一＿↓＿・一一一．．一」・7ノ！1／／†」コー　　　一一7　♪三i5／遷�b←」o劔　　　　　　車　iil，j　l’1　〔褒　40　t　　　5図　非常プし一キ作川効署kFig．　5．　　1うffect　of　elnergCIlcy　brake　service．三菱’］　£機・　、「）1．　27　N《，．　12・　1953（2．13）　，i∫変荷重作川機構　　可変荷重弁により連動され，台車標準面に対する1；’il’　枕ばねのたわみを可変荷重弁部に伝えて中：両の荷1巨：度　合に応じた自動凋整を行わせるもので，戸閉め後は車　体側に折たたまれる．（2．13）　AC　48型アクチュエータ箱　　S30　il’V．，Jl三常継電器え弐よば〔｜∫変抵抗器IJ’AC　2　H型　アクチュエータを1箱に収めてある．非常継電器はブ　し．一キ管に辿絡し，非常’ノし一キの際は発電制動回路　を切り，作川電磁弁回路および非常電磁弁川路をJI多成　する．1）ング圧ノ」として示す通リO．5　kglcin’zであって．単に制輪子を申W§に押付けているだけの力であり制動力にはならない．一弓∫アクチュエータは直通空気∫i�k1王力ユ．7、3．5kg！Cm2の1−lllで作川し制動川1｜∫変抵抗器を調節して発屯制動を漸次強める．直通空気管圧ノJが3．5kg／cni！以ヒとなると，発電制動JJは最Jcに「Nた」Lたまま連動込め弁の作旧1こより・’　L一キシリン」”が増lllされて、電空「†成のフレーキカが得られる．　列弓「速度がトって発電効果がほとんど消失すると，連動締切電磁弁が切となるので，直通空ぷ管圧JJは直ちに連動締切電磁弁を通｝）中継弁に作用するから，　ノAIgtl2−iし一緋鯖臨‘にし＼　　　　　　、な』き畦‘可術ヰ雄，g酬≡糧一≡，　ab　�uぽ顎　　　　　　　黒il　．示ξ†　　　　　　　狽♪　βρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　董荘蹴）　　賄　　・ぽ　；嚇1；］剛灘・　　　　　　　　　　一一一　　　　　　　　　　　　一＝ぐ　　　　　　�S「門　　．・！s＼鞍　　　　　　　　　　　�j劇〕，・万網コ，ク　挺酬御鷲僻　　・1！：碗艘謡　　、ゴ砲伝，，管．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ∀’v　ti一ぶ6・1　　　　　∂宝　　　　　　　　．捌酬囎丁接手　　　　1秘β（直遅□緬1辮《　％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％’」‘、ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（示働劇34う．∈剛害閤配」ン；L．’響叱ノr「冷　　　連肪器醐竃匿気ホー二　　　κ15’x　L61編空笥繭：◆・狛，1η1。　°o4ε↓isi’，「1i一二］ニー「］E垂1醜“　　　　　　　％P　P一ハ筆馨装置1nユ・ドア　　・；φ’一ト・川悉”一『一鵬　　l　　　l　　−←一一一一　　w　　∫　　　￥　　　・　　，’is　x42寺二元室気語　　　　”8tg〆ぎ”　r鷲■，膓毒野ホニス・　　　　　0冥当リコッ’ワ蝸ホーヌi　．「フ　　・％撒木コ、リク　　　　　　　4一ノ圧編桂妾置破　　　　　　f“fl∫UIL｛榊1ηコ・ノう｝’TLu−．ドホーヌ万“’，t締切コ・ソク　’　　　　　　　　　　　、トtiZx　7×9Anri’し一キ三リジダ‘　　　6図　SMEE　／　L　−　1装7rc配管図Fikr．　6．　Piping　ditigraun　ef‘’SMEE”　brake　e｛lui1川lelコt．　アクチュエータは直通空気管に連絡し，直通空気管圧力が1．7　kgi’cm2ないし3．5　kg．／cm2の範囲内で動作し発電制動を強める作用をする．3．発電制動望気制動連動作用　発電制動用回路は常用ブレーキ範囲（ハンド’し角度約28〜93°）で作られる．列lllil速度に応じた発電制動が有効に作用している問は，同回路中の連動締切電磁弁は直通空気管圧戊」が直接中継弁に作用するのを抑えている．この電磁弁の作用で連動込め弁が直通空気を減圧して中継弁に送る．その圧力値は4図のブレーキシし一」シリンタf圧JJは直通’ノど気管圧力と等Lくなる．この連動締切電磁弁が切となった際のブレーキシリンダ圧力による制動ノ」増加は，そのときのプレー　’1弁ハンド・し位置に応じた直通空気管圧川こより定められる発電制動力と等しくなっている．したがって辿動締切電磁弁切の時，冠空併用プレーキから空気ブレーキのみに移行する場合，制動力には変化がないので不快なショッ7を生じることなく「1動的，［iJigに行：われる．　故に運転f：は発電制動，空気制動の差別を意識することなく，列中：減速具合に応じハンドルを進めあるいは戻して所定位置に停li：させることができる．SMEEブレー−V装置・曽根↓51714353　77用ノ一ヒユ一ズ遮断器名llゴ屋製作所古同見やけぷ〉盈No］Fuse　Circuit　Breakers　for　Electric　CarsShigeru　TAKAMINagoya　Works1，ま　え　が　き　車両関係に才3けるノt一ヒュース遮断�bの｛吏川は，米国では占くから普及され目新らしいものではないが，わが国では昭和25年1到鉄の・等寝台1］［空気〔澗和装置用制OllI鼎に初めて採川さti’1，その後国鉄納ぺのDD−50型ジーゼ・し電気機関車の補助川路に，さらにこのたび高速度電車にも進川し得たの二、この機会に屯中川ノーヒゴーズ遮断器の特殊性・特長などの概略について紹介する．2，直流600V用ノーヒューズ遮断器　ノーヒューズ遮断器（ノーヒューズあるいはデアイ6ン遮断器とは商品名で，IL式にはNF型気中遮断器と呼ぶ）についてはこれまでたびたび紹介されているのでその詳細については省略するが，標準遮断器の定格冠圧は600VA．C．，250VD．C．（50Aフレームは250V）以ドであるため，電車・列車などに用いる場合には回路電圧によ一、て制限を受ける．　般にわが国にオ”ける宝苞中：への供給電圧は，直流600Vかあるいは1．500Vで，その剤助「「il路電圧は供給電圧そのまま直流600Vかあるいは100Vが大部分である．したがって100V　llll路には標準遮断器をそのまま適用てきるが，直流600V回路には直接用いられないのでドr記のように特別の上夫を講じている．　（D　50Aノし一ム遮断21こは3極用を1図に示すよう　　に各極直列に接続Lて用いる．すなわち600VI）．C，．　　1．極遮断器として川いる．　（2）　100および225A　プレーム遮断器は直流600V44（518）＊技　術　部デノ’イー1ン消弧室を目jいる．（2図参照）3，特　長電中：用ノー一ヒューズ1遮断器としての特長をダ1」挙すると次のとおりである．（b　熱式要素（パftタIL　］二Uは反限時の引外動1ノド特　料を有し，瞬時的過電流で酬ノi：せず，持続過氾流に　　k．、て動作する．この動作持性はヒ：，．　一　J・〈の溶断特　性のようなばらつきはな（ほぼ◆定である．（2）　電磁引外要素は危険な過電流あるいは短絡寵流　　を瞬時的に開放する．｜図　5ぽ、　ノい一∴IP，↓YOoVD．C．15〜5帆遮断器F｛9．1．Dei、川「usc：菱電機・VoL　27　No．12・1953　　2図　10｛ハ及三225A−．JL＿∴，6f）OVD．C　　　　　遮断器川一：．ドf〕ン消弧室Fig．1・terivr　vi・W・f　a・c　h・X・f　dei・1・breaker．（3）　引外動作特Vli（．t取付を変えても，ほとん．ど影響　を受けない．（4）　ハンド・‥たよび’．一一スはヒー’tド製のため操作　か安全である．（5）　　ノ、ン　1，’ノし　機午措i．丈弓11S・1”liiPfg．　〔　ト　llツ　r〆．　ノ　リ　ー　3fプ）である，（6’）遼断器はlll入，早山式トッゾ・し機構’であ，て、．，　ンkノトは・栢溶S？’i性の銀合翁よりなり．かつ・’tアf　オン消弧室付のため1耐久度は人である．（．7）　過電流あるいは短絡屯流によって動作Lたとき　には，　ハン　ド’しは　tt　ON”　と　t’（）FF”　とのほぼ中　間の位置にきてトリッ1ノの，s（　・；kをし，またそぼ）原因　を除き・・ント・しを　“OFF”のノ∫向に倒すことによ　ってiいヒ・．・トできる，したがってヒューズのように　いちいち取換えるr・放が省けるため電申：の逆転能率　を高めることができる．t8）　多日｛遮断器はりこ通引外機構を．有十るから，い’11ー　れの極の過電流にk、て」、1こ極1司時に開路する．（9）　多極遮断器を寸1三列接続した1極遮断器では。同　　．．・L．＿ムで電流’走格を2〜3倍に増人十ることが　できる．11表参照）Lたが’tて取付」易所が節約でき　る，4．性　能　ノーヒューズ遮断器の性能に関する基準は，米国の火災保険協会かよびNEMAの児定に川ずるが，電ll）1円の場合にはその特殊性に鑑みそれらの規定とは　・致しがたい実情にある．このたび帝都交通池袋線の新中：に装置さilた50Aフし一ム、600VD．C．，1極，15A遮断器の性能の・端を紹介するとの次とおりである．　（D　’F均引外動作特性：3図の川線に示す．　（2）　耐久度：60�JVD．C．，15Aで毎分20ir］1の速さ　　で6，000川おkび無負往；1で4，000川の連続Vi・1閉をK　／，．．Llごlt’化l，．．珊拠11．．び「，．xe　　　　　」二’肪I　l：］o’f±1董∫↓1；蕎こ　ai　�鞄�．．一し一一二1．rl一］一一↑一一干　　．1．TLヨニ．←一在Fig．一一」一一一1．」一一コ　　　1−L口　「コニ†一寸」一幽L」一＿象　r．．　　⊥一．．　　　　　　　　　　　　　t川一’　−e　．．一一−−！−．　　　　i　　　I一一山↓一一1＝［；−1！一∫1二�_司　　　　§　≧’i”蓑き　　　ミ　；　　　　　　　ミ墜鳶；言みヨ1：．F　　3図　NF型テーrぽン．遮断器c，）特性ご1．Charavteristic　curve　of　llo−fuse（leion　breakei・一「1−一きlJ1，iill’．1｝i　うも各部に異状は認めない．（3）　周囲温度の影響：定格は周囲温「匡25Cを100　�`　とし，そtlより　1C　ヒドすることに定格は約　1．5．Ooの割r？で減少あるいは増加する．（4）遮断容｝ま：約1，000A．4図に850A試験［「｜1路　の遮断試験オ’ittグ’フムの　・例をrS’す，（5）　1耐衝撃電圧波：　泣低5川｝OV．フレームFN　5nANF・『10｛、ANF　225A極　　数12、：t　　12，3　12，31表　電鉄川ノ・一ヒ、一．パ盛断器一・覧表　　定　格　電　圧　　　600VD．C．　　　125VA．C．D．C．　　　125VA℃．D．C．25｛IVA．C，125250VD．C’　　　6（．）｛｝VD．C．60（［VA．C．D．C，250VD，C，　　　tio（［VD．C．｛YoOV　A．C．　D，C．、250　VD．C．：議監壷、5慰含；15，2亘），30，40，5（115，　2（，，　30，　4f｝，　506（，，　7｛．［，　Sf｝，　10f）15，2ユ｝，　3（〕，40，5012�J，　140，　180，20f〕60，　70，90，　1｛，（」250，　30｛〕，　35↓），　40n．　450125，　15n，　175，2f［り，　L」25備3桃遮断器をILil：列に接続する標準遮断器2擁遮断器を並列に接続する標準遮断器600VD．C．2榔遮断2涕を．並列に接続；．る600VD・C．川以外1：よ鶴ll準遮断器600xt　D．C．2←llY遮断器を、脆列に」妄続．1・る600xTD．C，川以外は操準遮断器備考　各遮断器t：f．最大1［こ流定格二自動引クト装置なしの開閉器ヒ［て川いることかて±乙、卍用申’ノ’一ヒ、一ズ．遮断器・高1，、t151Y）45nt　　　　4ORCIj｝了c（｝191）ITI　ON…s9◎A．箕dy／xz　D’−c，　　　　・一璽rT．，、r…r　￥・ft　．．．，　　　　　　　　　　　4図NF　5［い洲V　D℃・1P，15A遮閥器，遮断試験i；リフムの・一・ttill　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．4．　Oscillogrtl｜11．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機用五動機，電動発竃機，・パ・ニラ．リヤ，軒聯，暖房5、応　用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ilJピーち・‘川一一P一ラなとがあO、帝都交通池袋線　ノーヒュー．ぐ遮断器の電申：に，1’）ける川途の分野（よドと　　の新中：にはして簡助回路関係一C’．違k（設胴の充実とともに増加の傾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11’〉屯動発電機川路：向にある、そぴ）llなものには制御川路iibE源，空気圧縮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50Aフし一ム，600VD．C．，1P，30A・1箇ぷ煽パー・「・　　聴、，，．．　・2同気圧縮機電動機川路・；ざ・　奉　蹴雛　，3い竺�f；各1°°VI上C’1P／5A　1箇　　　　　　　　　　、　　　　バ・　　　　　　　芸　　　　　　　50Aフし一ム，600VDC，1P，15A　2箇　　5図Fig．5Nい　　　　　　　　　　　　　ぷご輪帝都交」追池袋線，新巾二川、崩助川路ノー‘二’一・．分電盤141口｜路1Llse　swit・h　hoar・・［・f“u．xi川iars−cirC・it．を5図に示すkうに・つの鉄箱に納め，・・ンド・しは操作を容易にするため箱の麦両｝二露出L，運転室のL川に没！￥．t＿レ　　　　＿，’　．　　　一t［ri．tEL　＿H；万．6．む　す　び　電鉄関係におけるこの種遮断器が従来の保元菜装置に比べて優れた性能と特長をf∫するため，この戊∫川への発展は相当に期待されるが，今後の使川実績を杉慮L．さらに1：い遮断烈の提fllξを念願している次第である．46v52（」）三菱電機　V（，L　27　No．12・19531〕3　78イグナイト口ンfJt一月・製作所己　斐　健　三　郎：New　Otsuka　Ignitron　SubstationKenzaburo　KOlItami　Works帝都高速度交通営1・］1で！ド川新設せられた新ノ＼塚変電所は去る1�J112H官庁監査を完j’　L≠こ．1「1］所は［1動変電「り1として将ねよ後楽園変lt［IJi　kり逮万監視制｛1・IJせられる’1、ので，受電22　kV、1白：流給屯4川線の新鋭イ’1　一｝．川・lfン変電所である．　使用整流器は：菱GN型水冷式fグナ1卜1�dで，600V，1，500　kW，　IE負付公称定格のメ、のてある．ユセ・ト6／／；・より左り，脚こ予備イ川一でト1，、？、シ2ポが設肘きかており，将」（は2セ・・トに増ll「乏ぜられる筈である・−1三変川器その他の機器はすべて屋内川として浦酒な二階建建屋（18×10m）内に設置せら2rている．1図は所内の�g・＋〈卜ロン整流器，制御盤および配電盤を示すものである．　村ハ⊥臼叩・整流器はノ＼容嗣蛉式の最鮒1ゆもので一ノ刷設川苛1告を始め附属装1岸弓・にも多くの改善が加えら」，Lて宕り，従来のfグナイトロン整流器にさらに・層の優位杜か加ノーられ一ている．　　1図　新大塚力・｝・川一∫．変電所Fig．　L　Ignitr｛っn　set　and　s、、itch　1）“ai・d　F（，r　　　　Shin・Olsuka　su1）stutiOII．＊技術部爾轟“・一，、，�mざ≧詳墾2図　イ／．▲1い�d整流器　　Fig．2．　Is・niti’011　s川．　　これについて略述すると、まず性能的にみれは，新L．・内；∵｝；構造によ．て電流’容量とLて4、000A連続、5、O〔｝OA（L）OO　．06負荷）5フ♪川オ｝よび7，500A　（300％負荷）21）［ii，」の｝∵f酷試験において熱的，電気的に充分の余裕を・］こしている．また効率としては　97．�J〜96．6％のrl’IJい1直を有している．冷却ノノ式は水冷」Vであるか、同容肚の風冷式に比べて非常に小型で1ボ「（llk±1は　1，470パ2．200nmピごある．一・ノノ騒音発生がなく静粛であり、かつ変電所内が蔓F一過熱せらかない．これらぴ）点をヒ記の負荷特性とと’1、に杉慮すれぱ600xr，1，500　kWあるいは2，000　kWの人電流の場合はメ＼冷式に多くの利点があることが小される．　とくに本イソナでトLtンは、　rグ子イトvン乍体はもちろん水銀ぷ．ノその他一3一べての通つて部に銅製ハイ／を使旧してあるため耐蝕性が」1：常に強：，かつ人なる傾環メc流速の採lljと桐侯．、て／k垢堆日も実績iLほと入どなられない、　Lかも本変電所ではさらにfli冷2�gか設置旦られているため、づC冷式の最人欠点を完全に角干決している．その他排気装置関係としても高温度において高性能を発揮する新型水銀吉ンプと，新たに川1発せら豹た’・T・一ズ型コ・・：・か採川一む、れてポリ、この結果は1ヒ成所要時間の非常な短縮とな一．て示されている．1521）4］，、3　7，＄フ　ァンゴ　アリヤについて中津川「場柘　植　正　治SC’Fandelia　for　Electric　CarsW｛asaharu　TSU（jE，Nakatsugawa　Facto1’y11ま　え　が　き　∫（中：や電中σ）客室に扇風機を取卜1’けて乗客に快的な旅行気分を味わせるノ∫法は，1？から行われていることであるが，その扇風機は，殆ど・般市場に川ている卓ヒ扇を畔掛型にLたものか，または小型の大1卜扇等が用いられており，従、てその効果もノ〈して期侍されていなかttたが，ノ｝般帝者il高速度交通営団の池袋線に使用される新型中：両に，JOI・‘1．の有圧送風機を｜Uいた強制換気り式を採lllぜら由ることになり、その送風機の製作を当｛：場にごド命戴いたので．以ドその｛1椋、構造、試験紀果等についてのべる．2，ファンデリヤとは　ノァンデリヤという名称は当地の商品名一（e，　その語i原は普通σ）扇風機と区別し中：両専用ファンとして風を送るばかりでなく，客室の天月：に取付けて他の器具との調和がとれるように，外観，意匠llにも，特別の考慮を払一，た扇風機という意味で，ちkうと�dt・ンデリヤが｝｛（｛明と装飾とを兼ねていることからもじ．、て付けた名称である．3．仕様の大要　中：両はかりでな（，多数び）人の集る場所に、換ぷの必要なことはいう迄（，ないが，その場合の必要換気ぽの計算は，普通次の諸条件からきめられている．　　1，　室内のCO，の含有枯をある価以ドに押えるこ　　　　と　　2、人体その他からの発生熱枯による室内の温度．L　48　‘522，　＊　手※休」剖：　　　　昇をある1川以ドに♪ilえること　　3．　湿気，臭気，細菌等衛生ヒから決めら］げこ換爪　　　　1川数を基とすること　こjnらから出Lた換気Illlは何れもノ＼体の生理上必要な最低価であ．．て、四子を通じて変わらないものであり．必ずしil、人が快感を覚える新∬空禄の必‘安吐ではない、　特に夏期の満員氾d4：の中などでは采客の皮膚か非常に汗は’み，更にそi．Lが蒸発していわゆる人いきれで耐えられない不快を感じるもので，とてメ、ヒ記の川窟から計算Lた緩漫な換気沽では追、つかない．　しかしこの場合でも窓際の乗客は進臼1川はかなりの風速を受けるので爽涼感を覚える．こ2！は風に当ると皮膚1・．面からの蒸発作川によって，1司じ湿度であって♀）涼しく感しるからで，つまり等感温度が低くなるからである．このように中：両内の換気は生理Lの必要換気肚の他に，ある程度の風速を乗客の顔面になるべく均・に当てて，皆が窓際にいると同じ†鳩惑を昧うようにL．なけれはならない．地ド鉄の坑内淘度は路ヒと違い夏冬の差は少いが，川度は若ド多い．（1図参照）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●〃η細“餓刀es！1，S　fl　）　　fi　　／　　ti　　ρ　∫ti　、，　，．／tt　　．　　x　J　　　1図　地．ド鉄坑内温度llll線Fig．｜．　Temperature　in　subway　IU川leL：菱竃機・VoL　27　N　o．12・19留　特に地下鉄の申両は危険防止上の見地から側窓が路面電車のように広く開けられないので，夏など室内illll度40『C位に昇ることがあり，それ迄でなくとも湿度が高いためにとてもむし呂く感じるので，強制通風はどうしても必要にな一、てくる．　一例を示せば車内湿度29’Cで湿1ξ90　％の時，乗客に快感を覚えさせる風速は次の通りである．　　　　　風速　0．5msで等感温度27℃　夏の快感温度は19〜26CといわれているかC特に，li：席の乗客の顔面にように送風することが必要である．満員電車のl！：席乗客の分市，計算すると実際に快感を与え得る必要瓜い［．が川て来る．　　　仕　様　　型式　　W社式有圧軸流送風機　　送風亡　　　　10�Jmηmm送風速度回転数最大径最尺高亘動機出力風　圧1　　1nls　　　　　〃　　　　　26．2’C1．5m／s　　グ　　255C2　　111．「s　　　　　〃　　　　　24．8C　　　　（ヤグ1・一氏のデータより）　　　　　　　　　　　　　，乗客　　　　15〜2mt’sの風が・様に当る　　　　　　　　この数1直を基にして　　　　　中：両の内容日首をぢ慮して1．5　m　’s（拡風仮前り1niの距離に　おいて）900rPI11700nll）1215mm200　W8mm水柱一車両に6箇を3箇直列に2組使用する．　　　　　　　　　平一9　　コ限　2図20inファンデyヤ1則面図Fig．2．　Side　view　of“　Fandelia．”4．構　　造　ファンデリヤの構造は2図〜4図に示す通りで，主な部分は・モータ，羽楓拡風撤・よび取付台からできており，全体を車体の天井にゴムの緩衝座を介して4本のボルトで取付けられる構造にな一，ている．　モータは直流直巻式，2極全閉型で，枠は鋼板曲げ，両側フラケットは鋳鉄でできている，炭素　ソシはド側フラう1ットの筒型ホルダに納められており，簡単な装作で外部から点検，取換ができるようになっている．車両用ファンデリヤについて・柘植，　3図　　20in　フ了ン　1ヤ（下部よi）見ろ〕1Fig．3．‘‘Fandelia”i、1〈兀ver　9．　ide　vieyv、．　4図　20in　ソアンデリヤ（．ヒ面より見る）Fig．4．‘cFandelia”（upper　g．ide　v三ew）．　動作屯圧は200Vであ’nが，600V電源を使用するので絶縁には特に注意した．　羽根は硬質アルミニウムて作り，半「り球形のボスに10枚のゾレートが鋲付けしてある．特にフレードの足部（ジュ）　・Lミンの当て板を両面からかしわ1・1’けて回転による振動音を防いでいる．なお新Lい試みとして羽恨全面に塩化ビニー’し液を1iF：目にT1　・・一トして，各部の振動共鳴音を防いだのは相当の効果があった．　拡風板は風をドjJ’に’it：均に出すためのもので，ク1？∠、めっきを施した4枚のコーン形銅仮を4本の取付パfフに［‘↓通させて同心円に配列させたもので，拡風角度は種種実験の粘呆，20’　（垂線に吋して）と決めた．これはちょうど座席にいる乗客の頭部に風が当るに適当な角度である．　取付台は．L記のもの全体を体裁よく車体の天井に取付けるためのもので，ド面は導風を良くするために大きなRがとてっある．材質は始め硬質アノしミで試作したが，振動による音響を防ぐためと，タ↓見1二の重厚感を与えるため，イC製とした．但しひずみをなくすために，多数の細いセクタを貼合せ充分乾燥した後切削，塗装を行ったものである．なおこの取付台の円周一L4箇所に，取付の際の機体支えと，万’取付ねじが弛んで落ちた上易合の落ドを防ぐために鋼板製の安乙金具が1寸けてある．5、試　験　結　果　28年611最初の6台（1車両分）を試作して工場試験をした結果はほぼ予定の成績であったので，これを車両に取付けて実際に｝璽転して戴いた．　ところがその結果ては風量，風速分布等がかなり計画と異ったデータが出たので，再び1：場に持ち帰三、て，車（523）49＿’・　　1議．　べ遡込一一〕一　　　　＼纏ヨ野．入［」一一、／戸〉1／v＼　監＼＿＿！20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥loa　　　　se　　　　　sD　　　　　　di　　　　　：9x＿＿tt−．（「、�`／＼竃　　　、已四…　　　　　　　　　　　　jIL　　　、　　　　　　　　　」壷　　．ノ　　　　臨，　一・！y　4ti　田＼＼　、　．［丁二≡‘τ‘　　　　　w灘　1ω　溜　　　E　“「−」11…」一　　5図　20inソァ．元．11、．風速分fintO線Fig．5．、Vind・speed　distribution　cllrve　of　20　il1　　　　　　　　’‘Fande］i［i”．両の模型を作り各音ll分の・r法を種々変更して試験してみた結果，ダ’1トの寸法及び，天U・i：と羽根との距離が1二記の数値にいちじるしく敏感に影響することがわかったので，既に完成した車両は勿論，進行中の車体迄も変更して戴く等，営団側や，中体メーカ側に，多ノ〈の御迷惑を掛けJO月中旬頃やっと営団fHUの御承認を得るに至った次第である．その風速分布図を5図に・」こす．　風速，風量とともに問題になるのは換気の場合の騒音である．地ド鉄は走行中仕甚だしい騒音（恐らく1007tン以上）で話声もわからぬ程であるから，扇風機の音響｜立は間題にならないが一亨11澗◎紅でフ・プ。や励ては，乗客は不快でたまらない．然し狭いダクトを通って10　m／s以上の風が吹き出されるので，どうして’」、ある程度の騒音はまぬがれない．これはまた羽根の能率にも関係があって，高能耕S措響力沙なく，風の出が悪くなればなるほど，うず流による騒音が増すので，羽根と拡風板諏胎の材質酬蛾等時沁をして，拡風板の直ドて80’1’ン以ドになるようにLた．普通の卓ヒ扇ては羽根の直前て6�J〜70　パン1、�jのものであるから，ファンブリヤのようにノく1卜高く，しかもil［体に殆ど埋込まれて取付けられる構造のものでは，80ソォーン位でもそれ程，1恒こならないと思われる．6、む　す　び　車両用・ノァンデリヤはこの他にも前から12および16inのものがあるが，いずれも普通の卓上扇の羽恨を使川した，無圧式のものであり，今同のように有圧式軸流アPの設、1｜’は初めての経験である．W社では羽根径23inのこの禰．・γンを製作して二．，．・一　il　一一　ll　R）その他の都市の地ド鉄に使用されているということであるが，軸流ファンはダクト構造のいかんによって甚しい低能率，高騒音を発するので「1享前に車体メーカ側と緊密な連絡をとり，車体構造にマッチしたファンをそのつど設計しなければならない．今回の製竹：に当って車体1一力側の多大の御協力を得たが，その間終始懇切にご指導下さった交通営団の束理事，宇川ll課長外の皆様に厚く御礼を印一ヒげるとともに今後の御援助をお願いする次第である．50（524｝二三菱電機・Vol．27　　No．　12・195353−−76車両用晶亀動発電機神戸製作所小山建　　次NMotor　Generators　for　Electric　CarsKenji　KOYAMAKobe　Works1，ま　え　が　き　｛gB＄は地卜鉄用M−Gとしてとくに製作したもので，その出力側は車両用螢光燈照llllに最適の交流200　V，120clsおよび制御電源に使旧される直流36　Vの2種類の電力を取出し得るようになっている．電圧および周波数特性を良くするため，本体と別に磁気増幅器を使川した制御器箱おLび一・般M−Gと同様の抵抗器箱を附属せしめている．イく体の回転部分にははずみ車を附し，とくに地ド鉄特有のセクション通過時における電圧保持時聞を長くし，螢光燈が消えないようになっている．2、定電動機発屯機格40kW（人ノ」），600V問｛）、45（lV），6．66A2　1亟X　　ト夏・巻　（，凋整界｛滋f・D，3，600rpnl完流側＊技術部　　1図　MG−47−S型電動発電機Fig．1．‘‘　MG−47　−S”mc）tor　generator．2図MG−47−S川転子　Fig　2．　Armafure．20kVA，200　V，2相，5A，120　c、　s，　p．f．・＝O．94　極，　複巻　（，｛周¶Z9；磁1本），　3，600　rpm直流側0．3kW，36　V，8．35　A，3，600　rpm，4　拘i．　複巻　（，；j，i，1　＋Sik与雫磁f・『）魁一一一…一一3図　MG−・17−S制御器柏　Fig．3．　Control　box．（525♪514図　MG　47−S抵抗器1，i’i　　Fig．4．　Re：　ist〔｝r　box，部マtt＋m5図　MG−47−S　Jf，1］電動発電機接紅c要領図F▲g．5．‘‘MG−47　S’”1mtor　generat‘」r　　　　CC）nnectiOll　（1　ia　sf　ra　iTi．肖iり　式　MG　47．S‖1望　　　　閉鎖川己通風型　1．t−1み中：附【E［　　量　　350kg3，構造1Reクo　nt）v　本体は混動機側および発電機側を同．’継鉄および同　・軸ヒに糸ilv「ノ：てイイ鞘造にしている．発電機側は交流および直流の巻線を同一’一鉄心に剤勺め複流発混機としている．電機r一軸端に鉄板製は＋ノ叫1：を附し，はずみ中：効果が人きくなる｝：うにしてある．イミ体とは別に制御器箱およひ抵抗器箱を附属一［」一る．52（526）蕎≡直ミ　・�_主亘1「ミ　　ロ　　t．T　　二≡　転電電藪鼓圧〔f．i36i2［fiJLIv：脚i泌綱汲‘蹴jL、2三元H1iIoRti4日ev56rifi、？，a？flIfio　　　　　　　　　　入†〕電E　　6図　MG−47−S型2．O　kVA，0．3　kW　　　　　電動発電機特’1生曲線F｛g．6．“MG−47・−S”2．O　kVA，0．3　kW　motor　　　generat（．）r　charaCteriStiC　CUrve．4，性能　本機は螢光燈照明電源として要求される特性を得るため磁気増幅および負荷補償装置を使川して竃動機および発電機の調整界磁と剖llJ御している．ド機の接続要領は5図である．図においてル／Aか磁気増ll｛，1器で、これによりF，，調整界磁を制ψ肌，人力竃圧変化に対する回転数の変化を少なくするようしている．またC、T．電流変圧器により負荷変動に対する電圧変fヒを少なくするよう作用せしめている．本機のf与性は6図の通りである、三菱電機・VoL　27　No．12・195353−78　戸閉装置伊丹製作所管　田　恵　之　助：Door　Operating　MechanismKeinosuke　SUGATAItami　Works　このたび帝都高速に交通7；1団池袋線向新；口口中二川戸閉装置としては，種ノrの新［二kと共に，応降客の混雑緩和と停中：時間短縮のため，中：体両1則6f；日所の乗降日をとくに幅広くしたヒ，新機軸の両開き弓［「ノ∫式が採旧さ豹たので，30年余にわたり戸閉装置の研究改善に努力を1F：ねてきた当ト1：では．　1’分なぽ術資料と製作経験とに基いて工悟を進め，　｝川良好な戌’”（を以’．、てめてたく完納丁るこ｝：がてきたのて，こ：にその概要亡和介すろ．　仕　　　様1不〔ド条rI　JF多Jtこ　乗　降　口　引　戸　臼：操作方式　電　　　圧　空　　　圧戸閉機械数程　　最大回転角度両開き引戸連動機構両「ヲ月きj・（引「「2×3，”1両当り2x650庖磁空気式　38V　7．5kgi’cni：差動式歯車型1ユ5D　中：体片側3筒rり〒の乗降口に設けられた各2枚宛計6枚の弓1戸に対して，1∫閉機几は中［1811川両腕付2台と端1−il；用片腕付2台の合計4台が設置さ2t，連動機構にユこり3図の如く各引戸と関節結ご↑さオしている．　すなわち，rい央部用戸閉機和田まその両腕に結合された緩衝ばね付リンク・別設された軸受をもつレバーおよび引戸に調整取1寸されたリンケにより中央部・端部lll疎降口各片方の引戸を同時に連動｜ll］旧し，端部用戸閉機械はそのll“腕に取付けられたレノ・一および引戸に調整取付されたリンクによって端部の他方の引戸を開閉するようになっている．　これら4台の戸閉機民は優れた調速性能をもっているため，各乗降口間閉動ftr．にオ♪ける緩頂作川は適1ξに調節されていると共に，時間的に両りP・iの開き終り，閉め終りが一致するよう，澗整されている．　戸　閉　回　路　列車編成を変更する毎に，各運転室のWJ換開閉器を＊技術部1図　戸　閉　機　械Fig，1．　Dc｝Or　engille，2図戸閉機械F｛9．2．　D〔｝or　engh1F．「iiiL・「切．1・J｛ltこ2Lノξれの位置に∪」換操作『’s’ることによ1）　，連結全中：両の操i！−i川路・信号同路等が合理的に作られ，各回路共38V電源に接続されこようになっている．　戸閉機い操作同路は一一投の弓合と同様で，最後部の操作側にある中：掌スfッチの施錠を解き開閉操作することにより，並列に接続された連結全中：両片側の戸閉機｝戒用電磁弁が励消磁さか、各工降口の開閉がr詞一ノれる．　運仏千知せ燈・車側］1日ぜ燈両［1｜！路とも，戸閉機械の開閉動作に連動されている戸閉スイッチ｝こより開閉され，（527）5354（528）巾s’，1’　F子」　這　�n翫�d1e7b一「．1§き．liヨ　　　ペ（ζ　＼「一　　　　、＼＼一鯉．一一；t’1三．t’1　口’、　トてげ　増　　／1／／H」『｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一’一1「　　　．．．／／．’1−−　　　d・t”＿L一1H・f．巴肝t　　　’．τ　　E1・・e撃睡tsc‘LE已‘s｝三1‘4’Lr　　　‘．11辿r．／　　バ　　已vr　　　’【t》（　　、一へ　　　　．，，；」鵠1二一一」　　　む’s．／　E宅一　　＝　　　　巻一　　口h燭　L自8　　＝匹L．．　　o　1斥品心些〔コ9！Il4ノ�n・．／　．∨t」　　　　　／　E　　　　　／　　‘．〔1．」一　　　　　　　　　・lf興〆1｛EJ．i：」＼ノ．　　lv，．1‘．こ／　lhl［憲　　墓≧　　　　、　　　　　．、，．　　　1贈＼．　　　昼巨＼，tt．一一一1レ1y匡iそ／／is1t／三・わ宍唇＿��Fる叉‘§七く区　rlN　　Ch　　丘三菱電機・VoL　27　No．12・1953Fig．4．（A）　4図　（A）　．切　換　瞬4　閉　器Changc　over　switch．　　　　　Fig．4．（B）5図　（Al車掌・．イッチFig．5．（A）　Conduct〈〕r’s　switch．戸閉装置・管田F｛9．5．（B）前者はその側全車の戸閉スイップを直列に，後者はその側各車の戸閉スイッチを並列に接続している点は一般の場合と同様であるが，運転手知せ燈川匡名には非常接触器（SMEEソレーキ装置参照）の接点が入tt　0ノれ，非常プレーキが作用したとき運転r知せ燈が消燈すると共に並列につながれている制御連動継電器をオソとし制御川路を遮断する点と，戸閉スイッチによる車側知せ燈川路の開閉とi司時に「1｝調整電磁弁（SMEEブレーキ装置参照）が励消磁される点とが異っている．　その外，列車最前部の運転者と1量後部の車掌とが信号ブザーによって合図することができるようになってhり，また非常報知川路を設け非常事故の場合は乗客は貞先に乗務員に報知し，乗務員が直ちに非常処置をとると共に乗客に応答するよう万全を期している．　6図　・、A）　制御連動継電器F：9．6−「A，i　Interlorkinsrrelay．；蒸緊∫；、　　鰍．．“、Fig．6．（B）（529）55f二こい　　　　　　さ　　　　　　　t・f：l　　　t’．−lt．：・一一一一　一一一一一一1�_　　1ミ彪‘いt’日口卜1▽・‘1．i−．’「L⌒一｜＿＿J■（「：1ト、L＿＿＿＿＿＿＿＿＿ミ1洪拒畷脚i〜　＄、11ミ蜘：⊆｛にごぽ菜1　　±1．i　自　　　fi’ひ1卿二「一一一一一一一一一　（！；，．1：ず刷〔r，隠±E惑［n　「−1−：．1＝「　1−−　　l　L■　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　∋　　　　　　　　　　　　　　　　T−　『　一］一＿　　　＿」．一　　　＿」『脳1　．1」ooL垂　　　　　　　　∨副［1ピこ『．ヱ迄〆垂−詞こ∴．己；兜1賠ト≡‘1．，t”置型噺．；・・一Si．．15ほi1／1・渦縛匹■＿」●「「L1粋「i　−1i　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　lLL＿＿」「’L一一11Lll111hlI．1＿」L’・．．t、go「’．qe．口へ∨10心［1・巳1一L＿＿＿＿m＿＿＿＿ぐ∨　　　　　　　　　　　・さ、　　　　　　　　　　　　N「L　　口．．、一コ豊剛．，t．．蕊．　　uミ　　　1、」モ≡｝〔≡｝∈ヨ　．1二il＿L　L土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1一」≡ヨー十　　　　　　　　　　　　　　　1ミ「「べ1i／tli’「1　ζミ§、Rミぺ＿」ミぺ一一1一一→．箋ミ〜ト▲「プ吐撃●些，韓1墾図巳：1「1i江、已’：’・FJE・1｛三に1亡剛．恥｝←’V＝1．．i1・1ト．「・r．一二．・バ；［．1「二・i叉：．4‘e．t、Lい巨t±筑　　∩・ト1　　−．1・、1＿　　1：“）．＿一」i「・，．1．｜き■　きli”Fl1喉R1し．．二．1・・x一1tlで・心　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　幽一一1　　　　　　　　　　　　　　　　　　11荘コミミ｝1脳止ll；‘il．lfil、1．Lご培hl，nご垣閤倫訓n1岡　　鳳巳li．・eFr，樵・泣Lミ一‘�求Eゴ昧；一t「eqK〜？N“Ll一n＿」○rltO＿コざ　　　　　　℃oトト」司；．tゴ　亭「．ぺ．咄曇　　orL一つ＿」凄Nミ　、K．4〜「冬□§屡ltlll匡1亘蓑L．＿」「L一7＿」NfiL］＿」　ト≒幽．1。塁：ト∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［　�g1．　OhU’　　　．T．1　　　　　　i9」　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t「：Eヨ．r・r．‖剛：‘痢．一＿魎幽こ　一一一一一一一一］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l区竃註越箋いこ窯56↓530）キ歪e、二：．’．itl「・旺擬　≡：口こ警」ミe’v目q）「T．・t‘h−・唾「樹嬬醐毎麟1oN　　　　　　ミ　　　　　　　込　　　ミミ　　　　　　　　　c’）　’s「、　　N＿＿＿＿＿＿＿＿」sizt”’tf．三k言凱‘三E＿駕ぎ山日竜さ≡巳切．雪て芸．：．ち磐三〇ビ泣迂三菱電｝幾・Vol．27　No．12・1953一一一菱EI1i亀機第1号第2号第3号第4号第5号第6号在汕、，品質全仕の二菱宛機也ノ］　SE　til用1し機品　　発「E機に凹丁る川フ七　　火力川発也機　紬磯　　水中発竃機　　配磁虚込配1じ，変iLl用電磯品　　変［ヒ器　　電力用畜屯器，同別調相機，周改数変換機　　込断器，遅し姦その他機器　　fクプ　f　lL」！蜜痴允呂＋山動力応用品　　一般　　製杁用屯機品　　）’k、川川庖機品　　船朋用屯機品　　　UJ1貞，　　（ヒゾ∫　1業fij昆L機｜11占　　脚1−1計幾品　　一・レへ一μ，L働階段　　冷凍冷1ん　　電装品d，両川山機i「1∴　　屯気機閲中，電気中川電動機　　／一ゼ・しヰ用屯機品　　屯気⊥｝・川制御装置無線機器と屯∫五螢光瓦」照明II只4、巳用，じスV品川究所の概尻ノオームツイノ1変1工器け）f1ロノ整流♂；・ノ」9・U、つ、頑釜イ11製玖所狛5，0〔10　HP　fルクナ設偏」アフノクス螢光ノンフ扇風機の静電塗装法同till，」司曲茸ぴ一∫已動方式市口∫心卓川制1日］長置1／Lンク・ウfノチtfr　iL＋）り単相f1“拍しノJ訂MD型特殊銅の口川波焼入tti放1磁』を使用すfクナイトロン変換器力・i�d弧回路ABFM形多段式一匡峰・制御袈置v　H　F　ゴ｝［r線｛幾TSl［，！］　）fムフ、イノブN瀬発工所水中について夏瀬允し所の允し機β儒い鴨己「口盤綿紡織工場にお∪る動ノJl則りし形式ノキ120大物車について名白ドξλ」並稿勺カノしタン・　1／fへし中錆物1ψ型の同周波乾燥・り基｛菟又験について口1�_j波鋳型乾燥機6r粒目動変し所についてW　｝5Llメヌノし　ノ　ノ　ノ　tDH型侮ぷ已断パUR型負荷時也且調整器20kVキュー一ヒクルC型空気遮断器屯ノJLt断器の才ヤノくノタiリノブ昭和28年第　27　巻総目次常務取締役　’r山謙三郎　　　　　　　　　　　　　　引一L　イ▲　　　　　　　　　　　　　加藤又彦　　　　　　　　竹内真一・片岡高示　　　　　　　　河合　登・」仁丁’P三川　　　　　　　　磯村久通・川L千秋　　　　　　　　　　　　　梅乞茂y」　　　　　　　　　　　　　日烏　正　　　　　　　　　　　　　　川田義脇　　　　　　　　佐蔭貞雄・⊥野　弘　　　　　　　　　　　　　佐々静男　　　　　　　（故ノ浜山　賢・　’IL塚　包　　　　　　　　　　　　　　松田新巾　　　　　　　　　　　　　岡谷重雄　　　　　　　　　　　　　高見　滋　　　　　　　　　　　　　水Vt　寛　　　　　　　　鈴本正材・松尾　爆　　　　　　　　　　　　　臼1日長一　　　　　　　　　　　　　　杁川元節　　　　　　　　　　　　　松田新市　　　　　　　　馬場文夫・汲辺文明　　　　　　　　山田武彦・泉田孝彦　　　　　　　　　　　　　水野勝己」ilコ風｛言一・lii水良大新1いL元・五1頑芳雄・志賀貞雄・lu永LE　｝く郎　　　　　　　　　　　　　田杜艮斗　　　　　　　　　　　　　　占岡昌昭　　　　　新∫｜正兀・五卜戌芳剖・志賀貞雄　　新戊桓L元・’F田康大・，t罰j勅・阿1登一只341478111113141921212226‘303S35373941424244454（）495255586475828794Jt　9106109117124］301371431531b41b817617Y182186194198209216226232239（531）57第7号　柳津水ヰ発亘機の無拘束速度試験一一・・一・・一・一・・一　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木正材…244　　　　日本国有鉄道納DD　50形ジーゼル電気機関車…・・・…　　　　　　　　　　　　　’松田新一・1圭越泰男…249．　　　　ロートトロールの応用・・…・・…………・・一……・…一……・・・・・…　…一…　　　　一紙谷鉄男・田中三郎・高月　一・・262　　　　歯車マイクロメー幻こよ1）uJぎ歯厚を測定して生じた問題の幾何学的考察・　　　　　　　　　　　”nt藤定臣・・266　　　　高周波焼入によるヒニオンの変形　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・百崎忠士・270　　　　製品の機械的破損とその包装…・…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀　直昌・274第8号80・5kV　3，500MVA　M型碍子型高速度避断器・・一…・……・・…・・・・…　…　tt新井正元・五十嵐ヲ；雄・永田秀次・・280　　　　最近の風冷式イグナイトロン整流器………　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・加藤又彦・中村幸雄・・288　　　　短絡試験用発電機の短絡時の過励磁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田栄一・一・296　　　　周波数分析icよる糎波周波計の較正…・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『・戸田哲雄・29．（J　　　　超！」、型ヒステリシス電動機について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋重彦・・302　　　　カゴ形誘導宅動機の回転子試験装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・E二1「H長一・梶谷定之…307第9号66，250kVA水素｝lr却タービン発屯機の完成｝⊂際して一・・…・・一一一…　　　　　　　　　　井⊥八郎右衛門314　　　　水素冷却器の一般的門遺一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・進藤貞和・・316　　　　水素冷却発電機の経済性について一……　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・フk野直彦　320　　　　九州電力66，250kVA　3，600　rpm水素冷却タービン発電機　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・加賀貞広…325　　　　55，000kW水素冷却タービン発電機用水素ガスおよび密圭・1油制御機器　　　　　　　　『『矢幡源三・今北孝次・・333　　　　画期的な鉄道輸送について…・……　一一……・　　　　　　　　　　　　　　　・［川Ill不知人・新井興美・・344　　　　　特別寄稿．　　　　大型タ・・一ビン発電機ロータシャフトの製造について　　　　　　　　　　　　　　　谷日豊吉・阪モ啓喜代三．346　　　　九州築上・相ノ浦発電所納55，000kW蒸汽ターピ’ンについて・…　　　　　　　　　　　　　　　　　津田鉄弥　356　　　　九州電力帽ノ浦発・瓦所納三麦長崎CE水管式汽罐について・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・吉見　呈　・360Pt　10号　送電線閃絡点提示装置………・…・一…・・一…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊田準三・・366　　　　低圧屋内配線の保護……・・・……　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　篠崎善助　375　　　　積算電力計の電圧寄生振動・…・・…・・一…・・・・…　一…　　　　　　　　　　　　　”．ll野　弘・武田克己…382　　　　コンデンサ起動用単札1誘導電動機の起石力特性’　　　　　　　　　　　　　　　　　　臼田長一・梶谷定之・391　　　　三菱MA−430型高速多気筒冷凍圧縮機……　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ii．i村長一・原田真吾・・400第11号　製鉄圧延機田電気設備持集ξ溌1：ll．こi；祭して　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一宗村　平…403　　　　　三菱電機製鉄］］E延機月］電気i元乏血街製臼�_；己録　・一　・『・…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40Y　　　　分塊圧延機用電気設備…………・・…・・…………P・……・…一・…　　　　　　　　　　両月　一・伊藤嗣郎　4］0　　　　分塊圧延機補機用電気設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1，ii月　一・生原春夫・田野和夫・・420　　　　辻続式熱問圧延機用電機没備・・『…一・……・一・・…・……・・『・…　　　　　　　　　　　竹内真一・片岡r’i示…42y　　　　帯鋼の酸洗，清浄，醇断設備用且ズ、；窒備・…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹内真一　147　　　　最近のix延機用誘導電動機および同川電動機・…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　片目1仁八郎・松村敏三・451　　　　製鉄用イグナイトロン整流器…・……’…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・己斐健二郎・455　　　　製鉄用k殊笛「1御装置一・・・・・・・　・・…　　『　・・・・・・・・・・・・・・　・　・　・・・・…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新谷f呆次…　460　　　　モータローヲ………・・…・…・・…一…tt・・…一…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高松茂利一464　　　　自動洗浄型電気式空気清浄装置・・・…　一・・・……・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・斎ぶ　寛・466　　　　圧延機用電気設備の製作経歴表・一……・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・473第12号　池袋一お茶の水同新線迂，J　I二事完成を｝lill（して…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・鈴木め秀　477　　　　地ド鉄新線計画について・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東　義胤　479　　　　東京地ド鉄新電車の車1本と台車　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・宇田川≦田告・・48ユ　　　　東京地ド鉄つ電気‘設‘苗概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’白井好己　485　　　　新線土木丁事について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・岩間伸義…487　　　　帝都高速度交通新線開通に際してtt・・・…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弘田実禧・・4S9　　　　最近のアメリカの電鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・松田新市　491　　　　MB−1447−A型口車竜動機宕よびWN式駆動装li！t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・佐藤久数・・501　　　　ABFM型制御装置…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小川清一…506　　　　SMEEブレーキ装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽根嘉年…513　　　　しs｛1用ノーヒューズ遮断器・……　一一…一・…　…・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高見　滋一・518　　　　新大塚イグナイトロン変氾所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・己斐健三郎…521　　　　車両用プアンデリヤについて・一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・柘植正治一522　　　　車両用屯動発電機……・一・一・…　　『「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t・小山健次・・525　　　　戸閉装置幽”…’’”…”…’“……”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・管田恵之助・・52758（532）（車両用一齊点灯）’一一一1　FD−’401R　型，・∴（灯器は車両における40W螢光ランフを一一齊点灯するためとくに開発したもので，1車両に1個の継電器と各ランプ’に対するそれぞれの点灯器と組合せて点灯するものである．一特　長（1）　スイッチを入れてからL8秒後に全灯が・齊に点灯する、乗客の日　　　から見れば瞬時点灯である．（2）　ランプに無理を与えず一齊に点灯を行うから点滅回数の多い路線川　　　にはとくに．適している．（3）　ランプの寿命はグμ一スイッチ式に比して大である．｛4）端子電圧は350Vまたは380　V程度必要であるから電源電圧が　　　100Vまたは200　V　tP．“llの時には昇「Eする、また三相4線式のMG　　　を使用する時は20�J｝3Vまたは22（，13VO）線間電圧を使用する　　　ただし実際にランプにかかる電圧は100V程度である．（5）変電器は構造簡単で動作確実である．動　　作｛1）鰍∫器内には予熱変圧器・安定器・力率改善・・ンデンサおよび放電　　　抵抗が納められている．（211Ul源スイッチを人れるとA・R継電器が動作して予熱変圧器に電流　　　が流れるので螢光ランフのフィラメントが熱せられる．（3）約L8秒の後D・T遅延継電器の動作により予熱変圧器のIU流を遮　　　断すると同時に安定器側に切換えられるので螢光ツンフ放電を始め　　　て点灯する．昭和28年12川20U印刷1　　　昭和28年12月25　H発1　i：　　　　　　「禁無断転載」　定価1部金60円pm　「三菱電機」編集委員会委員長岸本久雄委　員　浅井徳次郎　荒井　潔　安月塞三二　石橋英樹　　　市吉惟浩伊東祐義市村宗明岡屋精二　　　梶谷万亀次　川田勝利　小林治一fti〜進藤貞和　　　渋谷進一　川宮利彦松川新，b一毎熊秀雄．　　　前m幸夫　松尾米太郎　松岡　治　宗村　平　　　森　　範　薄井廉介幹　事　，午郷侃二　成富公一　　　　（以1：50音1咀）編集兼発行人　東京都F代田区丸の内2」’目3番地　吾　　郷　　侃　　一：印　刷　所東紬噺刷師谷加賀【・川川大口本印刷株式会社印　刷　者　頼（都新宿区市谷加賀町1」・目　村　　尾　　一・　　雄発　行　所一三菱電機株式会社内「三菱電機」編集部　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘｛圭話和｝H倉　（L）0）　1631　　　　　　　　11本川版協会会員番Lj−21301：tほんのわずかな電気量で，いつもおいしいご飯が炊き上ります．アルミニユウム製の釜敷がついた三菱電機独得の電気釜をご愛用下さい．“100V600W一升だき”　　　　　　￥3，980、一●■■■■■■1■■■■■■■■■■1■■■■■■■■■■■コ■■■■■■■外は雪，お家庭の団樂は三菱電気コタツで．＿．＿＿．トランプ遊びに，楽しい語らいに，優美，安全しかも取扱いは容易な三菱電気コタツを■　　　、li：　　1、1　　　k　　　i11　　　il　l安心して使って頂ける電気アンカをご紹介します三菱電気アンカは自動温度調節器と温度ヒ＝一一ズの二重安全装置付でお好きな温度で冬の夜をゆづくりおやすみ下さい．　　　100V60W￥　1，420．一■■■■■■■■■■■■■■1■■■■■■■■■■■■■■■1■■1■■■■■■■■洗錬されたデザインでお部屋に事務所にご愛用を頂く三菱電気ストーブ600Wの小型と1．2　kW（温度は2段切替）の高級型と2種類ありまナ．　　　100V600W　　　　　　　￥3，500．一
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